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　　　第一話　『事件が終わった数日後』







　最初が肝心だ。けっしてナメられてはいけない。

　その扉の前に立ち、マリアーナ・ガンスロットは大きく深呼吸した。

　代々の紋章王が統治するゼルディバッソ紋章国の東端、大森林にほぼ隣接した位置に存在する街──ニルイースト。その一角にある建物の扉だ。

　実際に来るのは初めてだが、とんでもない街だ、と思う。

　街に入ってからここに来るまでの間に、三回ほど子供にぶつかられた。二人目の子供の溜ため息いき、三人目の舌打ちで、初めて彼らがスリだと気付いた。言うまでもなく最初の一人目の段階で所持金は全額失っていた。

　通り過ぎざまに酔っ払いに尻を撫なでられること二回。胸を触られること一回。王都ならば即座に警察に通報していたところだ。しかしこの街では──《蛮ばん都と》という二つ名ですら呼ばれる、法の影響が王国下で最も薄いこの街の治安機構はどれだけ信頼できるものか、と泣き寝入りするしかなかった。

　この扉の向こうにいるのも、ある意味その一部ではある。都市行政の管轄下にあるニルイースト警察とは違い、王国直下の治安機構。

　悪名高きその組織の有り様を、これから自分はその目で確かめることになる。それが仕事だ。

　むん、とマリアーナは再び自分に気合いを入れた。さあ、行くか。行こう。

　防火紋章の刻まれた木製の扉をノック。そして間髪入れず押し開ける！

「マリアーナ・ガンスロット会計監察官です！　国家財政院から、貴方あなた達──東部ニルイースト常駐治安騎士団の監査に来ました！」

　声の大きさ、張り、嚙かまずに一息で言えた。完璧、と思いつつ中の様子に目を向ける。

　雑然とした部屋だ。光の加減のせいか、イメージのせいか、どことなく空気が澱よどんでいるように思える。板張りの床、罅ひびの入った硝子ガラス窓、壁かべ際ぎわには埋め込み式の暖炉。天井には照明結晶のランプが据えつけられている。この地域としては一般的な作りだろう。

　そこにいる人間は──いや、そこにいる者は、四人。細部は違うが、皆が黒い色合いの制服に似た衣装を身に着けていた。マリアーナは彼らの視線を受け止める。

「ん？　今日はデートの予定はなかったと思ったんだが……」

　一人は、くたびれた革張りのソファに座り、咥くわえ煙草たばこを吹かしながら櫛くしで顎あご髭ひげを整えていた男。帽子を目ま深ぶかに被かぶってほとんど顔を隠しているのに、そのお洒落しやれに意味はあるのだろうか。

「あら……お客様でしょうか？」

　その反対側のソファに座るのは、まるでここが貴族の城であるかのような雰囲気でカップを傾けていた女。楚そ々そとした微笑。

「げ、ヤバ……」

　呻うめいたのは、腰に道具袋のようなものを提げた別の小柄な少女。チラリと書類棚に目を向けるのが見えた。あそこは調べがいがありそうだ。

　そして──部屋の最も奥まったところに、大きな執務机。そこに一人の女が座っている。

　行儀悪く、机の上に両足を伸ばして載せている。不作法の極致。

　こちらの姿に一瞬だけ怪け訝げんそうな顔を見せていた彼女は、すぐにニヤリと笑って、

「ああ……そろそろ来るような気はしてたけどねえ。ほんとに来たか」

　マリアーナは見つめた。彼女の整った顔を。尖った耳と、白すぎる肌を。

　そうだ。ここにいる者の数と、ここにいる人間の数は同数ではない。

（本当に……エルフが騎士団の長をやってるなんて）

　記録では知っていたが、やはり実際に目にすると驚きはある。街中ですれ違うならともかく、亜人種が人間の国家の中で、しかも騎士団の長という要職に就いているというのはけっしてよくある話ではない。

　しかし、ここは《蛮ばん都と》ニルイースト。紋章国の中でも最たる暗黒と退廃と暴力の街。王都の常識などここでは通用しない。無法が法だ、とよく言われる。そこに常駐する騎士団ともなれば、一筋縄ではいかなくて当たり前なのだろう。

　マリアーナは改めて気を引き締めて、

「貴女あなたが──ニルイースト常駐治安騎士団の長、アリシア・クイッテンエリアリ殿ですね」

「そーだけどさ。長ったらしいそんな名前使わなくても、うちの愛称、知ってるだろ？　そっちで呼んでもらって構わないよ。私達は気にしないし、むしろそっちのほうが慣れてる」

　愛称？　どう考えてもあれは蔑称のような気がするが。

「それより、気付いてないみたいだから言っとくけど」

　彼女はさらに片目を眇すがめる。悪戯いたずらな猫のような表情だと思った。

「もし、そこから先に進むつもりなら──首の下に気をつけたほうがいい」

「は？」

　その言葉を聞いて初めて。首の下を意識して初めて。

　マリアーナは、自分の喉元にナイフが突きつけられていることに気付いた。

　ぶわっと汗が噴き出る。本物の刃だ。いつから？　さっきからずっと？　なぜ？

　気付かなかった理由は単純。そのナイフを持っている相手の背が低かったからだ。自分の足下にいて、どこかぼんやりとした瞳でこちらを見上げて──致命の刃を無感情にこちらの喉に触れさせている、少年。

　彼は軽く視線を机の騎士団長に向け、なんでもないことのように言った。

「アリシア。これ、殺すのか？」

　エルフの騎士団長も平然と答える。

「駄目だ。彼女はお客さんだよ」

「そうか。わかった」
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　ナイフを引っ込め、彼はそのまますたすたと部屋の中に戻っていった。他の者達と似た色合いの、真新しい衣装。つまり──彼もこの騎士団の一員、なのだろう。

　アリシアはまったく悪びれない口調で、

「やあ、すまなかったね。彼はまだここに来て日が浅いんだ」

　そういう問題じゃない。そういう問題じゃない気がする。

　砕けそうになる腰を根性で支えつつ、マリアーナはせめてもの矜きよう恃じとして、こんなのなんでもないですよとばかりに唇を持ち上げて笑ってみせた。多少は引ひき攣つっていたかもしれなかったが。

（が、頑張るのよ、私……！）

　自分に活を入れる。

　マリアーナ・ガンスロット。二十歳女。好きなものは正義。好きな言葉は信念。

　貴女あなたはできる女。こんなことで怯ひるんでなんかいられない。役目を果たすのだ。

　団員がみな元犯罪者であるとか、ほぼ犯罪者であるとか、犯罪者そのものであるとか、そもそもエルフであるとか。そんな悪名しかない、蛮ばん都との暴力と退廃に染まりきっているという危険なこの騎士団。すなわち、内情を知る誰もが眉をひそめてこう呼ぶところの──




　──悪逆騎士団を相手に。
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　腹を括くくって、エルフの騎士団長が座る机にずいと詰め寄った。

「さて。仕事です。まずは貴女あなた達の会計記録を全て見せてください」

「うぇー……」

「その顔はなんですか、アリシア騎士団長。何かやましいところでも？」

「いやいやマリアーナちゃんさ。いくらなんでもいきなりすぎるんじゃないかと……」

「ガンスロット監察官とお呼びください。馴なれ合あうつもりはありませんので。それから──私がここに来たのは正当なる国家の命を受けてのもの、つまりはきちんとした公務であることをお忘れなく。言うまでもなく正式な書類もあります。ご覧になりますか？」

「あー……うん、そうだな。一応見せてくれるかい？」

　一応言ってみただけだったので、マリアーナは僅かに驚いた。どう見ても彼女達が書類とか命令書とかいったものに敬意を払っているとは思えなかったからだ。そもそも文字を読めるかどうかすら怪しいものだ──と考えてしまったのは亜人差別か。これはよくない。反省。

　そんな感情はおくびにも出さないようにして、鞄かばんから書類を取り出す。財布はスられてしまったがこちらは幸いにして無事だったのだ。鞄かばんまで失っていては本当に目も当てられないところだった。

「勿もち論ろんです……はいどうぞ。ご覧になればわかるかと思いますが、国家財政院長、ならびに王都行政局長、そして──ゼルディバッソ紋章王陛下のサインまである第一級命令です。正当な理由のない監査の妨害・非協力的態度・偽証は処罰の対象となりますのでご注意を」

　マリアーナが渡した書類を、アリシアはぺらぺらとめくった。文面とサインを確認し、

「ほおう……これはこれは……」

　どこか呆あきれたように、目元と唇を曲げる。こんな田舎の騎士団に大仰なことだ、とでも思っているのだろうか。

　それから彼女はぽんと書類をマリアーナに返して、

「よし、わかった！　我々はマリアーナちゃんを心より歓迎する。監査？　もちろん全面協力しようじゃないか！」

「ガンスロット監察官と呼んでほしいですが、わかっていただけましたか。では──」

「というわけで、まずは歓迎会だ！」

「……は？」

　目を丸くするマリアーナ。部屋の空気がざわっと変わった。

　ソファに座っていた帽子の男が腰を浮かせつつ、咥くわえ煙草たばこの煙を一つ大きく吐き出して、

「マジか。もしかして……」

「無論、代金は全て私が持ーつ！　場所は《山猫の恵み》亭にしよう！」

「ヒュー！　団長がオゴリなんて珍しいこともあったもんだぜ！」

「あらあら。しかもあそこは値段高めの高級店。うふふ、楽しみですね」

「今日は夕食の準備しなくてよくなるわね。あたし的には楽でいいけど」

　お嬢様然とした女と、若い少女も口々に言っていた。あのナイフの少年だけは「？」と一堂の顔をぼんやりと見回していた。

「ちょ、ちょっと……なんですかその流れ!?　私の歓迎会なんていいですから、それよりも──」

「まあまあ。これにはきちんとした理由がある。聞いてくれ」

　いつのまにか席を立っていたアリシアが、マリアーナの肩をぽんと叩たたく。

「第一に──先程の書類に、君の仕事は我々の包括的会計状況を把握し調査し監督すること、とあった。それは帳簿を調べるということだけではなく、日常的に我々がどんな業務を行い、どのような支出を発生させているか、という総合的な調査も含まれるはずだ。違うかね？」

「それは……違いませんが……」

「つまり君は我々騎士団がこのニルイーストでどのように暮らしているか、を知る必要があるわけだ。一緒に街に出、一緒に飲み食いをすることはその調査の一端となってとてもいいと思う」

「いや……でもしかし……」

「第二に、ここにある帳簿は慌てても逃げない。言うまでもないが、時間稼ぎをして証拠隠滅しようとしたり帳尻を合わせようとしたりしているわけではないよ。紋章王陛下が直々に許可した調査命令に対して、そんな大それたことをしでかせるものか。我々は国家に忠誠を誓った騎士で、れっきとした騎士団の一員だ。信じてほしい」

　法的には確かにそうだ。いくら悪名高くとも。いきなりナイフを突きつけられて殺されそうになったとしても。彼女達は騎士なのである。

「第三に──このニルイーストには観光地や王都のような品のいい娯楽が少ない。だから、新しく出会った人間と楽しく酒を飲む、というのは我々に与えられた最大級の娯楽の一つなんだ。その機会はできれば逃したくない」

　マリアーナを見つめる、アリシアの視線。どこか真摯な。見み目め麗うるわしいことが種族的特徴のエルフの例に漏れず、ひどく整った顔が近くにある。同性でもどきりとする。

　しかし彼女は、最後に。

「ああ。それと──これはオマケだが、第四の理由もある」

　その整った顔を台無しにする、獲物を見つけた獣のような──どこか邪悪さを感じる顔で、ニヤァと笑って言った。

「……先程から、君の腹が何度か鳴っているのが聞こえるんだが。ひょっとして、今日はまだ何も食べていないのかな？」

　マリアーナは自分の顔が急激に赤くなるのを感じた。

　──財布がスられてさえいなければ、何かを腹に入れてからここに来る予定だったのに！
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　悪逆騎士団。正式名称はゼルディバッソ紋章国・東部ニルイースト常駐治安騎士団。序数詞略称は第五騎士団。

　国を統治する紋章王ゼルディバッソ五世は、既に七十を越えた高齢ではあるが、大陸一の紋章法使いであり、公明正大な名君である。だからこの国はここ数十年、国境付近の（ある意味儀礼的ですらある）小こ競ぜり合あいを除けば、歴史書に刻まれるような戦乱や飢き饉きんとは無縁な治世を享受し続けている。

　その王と国家に忠誠を誓った、優れた能力を持つ騎士──それらが一定数集まり、特定の役割や職務を持った集団として形作られるのが騎士団だ。つまり騎士団それぞれ役割は異なるのだが、国家の財産、つまり街の民草を守ることがその最たる役目であることには変わりない。

　騎士団は民のために働くものであるはずだ。秩序と安寧の守護者であるはずだ。

　だが──このニルイーストの騎士団に関しては。

　噂うわさを聞く。悪い噂うわさばかりを。本来の騎士が抱くのとはまったく逆の、混こん沌とんと不条理の遊興者だと。国家騎士法に照らし合わせれば即座に縛り首となるような、そんな劣悪で眉を顰ひそめるような行為が横行していると。

　ただし、あくまで噂うわさの域を出ないのが巧妙だ。それらはけっして確たる悪事として王都まで辿たどり着つくことはなく、故に彼らが処罰されたという話は聞いたことがない。

　言うまでもなく、悪い噂うわさがあるというだけで普通なら治安機関としては失格で、是正の対象である。紋章王は公正な王なのだから。それでも今もなお解体されずに残り続けている騎士団の存在は、王国の七不思議のようなものとして扱われている。人々が推測する理由も様々だ。国の上のほうの人間が弱みを握られているとか、何が起こっても不思議ではない蛮ばん都との騎士団だからこそ、死んでもいい捨て駒として建前的に置いているだけなのだとか。

　そんな噂うわさのある騎士団に国庫から支給金が出ているのだと考えると、国民に対して心苦しい思いがある。それどころか──

　治安騎士団の通常業務は、勿もち論ろん、治安を守るのが仕事だ。そして民草の代弁者という騎士である以上、街の住民からの頼み事を聞き入れ解決することも奨励されている。

　その結果として、民から礼金を受け取ることも、法には明記されていないとはいえ、寄付のようなものだとして暗黙のうちに認められていた。その資金でまた別の困った民を救えるのだとしたら、それは経済活動としてもいいことだ。

　しかしこの騎士団は、それを悪用して──頼み事を持ってくる民達の弱みにつけ込んで、礼金を高くふっかけたり。適当な仕事で詐欺のように礼金だけ騙だまし取とったり。そもそもそうやって人々が困るような事件の原因を自ら作り出したり、というようなことをしているらしい。それも噂うわさではあるが。

　倫理と秩序を嘲あざ笑わらい、金と快楽に溺れる無道の騎士団。

　だからこそ、そこには悪逆騎士団という二つ名が被かぶせられている。

　そんな彼らが街の人々とどのように接しているか。それを知るのは大事なことであろう。どこが噂うわさ通りで、どこが噂うわさと違うのか。それを見定めなくては、正確な監査などできようはずもない……




　つまり、確かに。

　彼女の言う通り、これは仕事なのだ。日常業務の観察という仕事の一環なのである。

　自らに言い聞かせつつ。さらには、自らの職業的矜きよう恃じを捧ささげる騎士剣のように、いつでも書き込めるようにした小さな書類留どめの板と鉛筆を胸に抱えつつ。

　マリアーナは騎士団の面々と共に街を歩いていた。

　雑然とした街並み。足下は石畳であったり、踏み固められた土だったりする。道の左右には煉れん瓦が造りや石造り、あるいは木造といった統一性のない家屋がひしめく。それは居住用の民家だけではなく、多種多様の店舗も含まれていた。有形無形、様々な人の営みが入り交じる空間。金かな槌づちの音は遠く、あるいは近く、いつしか無数に重なり合う。焼いた肉の臭い、革なめし職人が使う薬品の臭い。右から左から、様々な新商品の入荷を謳うたう呼び込みの声。

「リッサ教導団謹製の最新遠眼鏡、入荷したぜー！　さ、見ていってくれよ！」

「皆様ご存じ、こいつは北部の雪山にしかいない巨灰狼ダイアウルフの毛皮で作られたフードだ！　どんな激しい雨にだって頭を濡ぬらさねえ！」

　他にも、眠り貝の粉末の飲み薬、千せん年ねん樹じゆのツルの釣つり竿ざお、ドラゴンの爪で作られた短剣──魔獣種をも超える区分、大陸中で最も危険な存在とされる四種の《危険種》の一つであるドラゴンを素材とした道具がこんな道端で売られているとはとても思えないから、おそらく偽にせ物ものだろう。あるいはそれ以前に聞こえてきた商品の全ても。

　行き交う人は多い。肌の色も人種も様々。数は少ないが、アリシアのようなエルフやドワーフなどの亜人種の姿もある。

　活気が溢あふれていることだけは確かで──しかしその活気を、熱気を、誰も押おし止とどめることができていない。混こん沌とん、ただひたすらな混こん沌とん。吹ふき零こぼれる寸前の、ごった煮の鍋。そんなものをマリアーナは想像する。

「ところで……この街は初めてかな？　どうだい、感想は」

　先頭を歩くアリシアが振り返って言ってくる。

「正直に言えば、騒がしい街だと思います」

「昔は──この街ができた当初はそうでもなかったのだがね。そもそもが古語で《何もない東》を意味する街だ。街道の東の果て。この先に進んでも、あるのは野獣や魔獣がひしめく《大森林》だけ。命が惜しい真っ当な人間ならけっして近付きたくはない街──だからこそ！」

　アリシアは大仰に手を広げ、街の喧けん騒そうをマリアーナに示すようにした。

「ここには真っ当ではない人間達が集まった。命知らずの、脛すねに傷持つ、危険と隣り合わせでしか生きられない人間達が集まった。《大森林》は危険な場所ではあるが、それ故に、手つかずの資源の宝庫だったのだ。木材、革、野草、鉱物、古代遺跡の遺産、獣種や魔獣種から得られる戦利品……かくしてこの街はそんな命知らずの馬鹿者どもの手によって発展し、そいつら相手に商売しようという馬鹿者どもがさらに集まり、家族まで作り、さらにその子がまた新たな馬鹿者となり──ここは暴力と欲望が支配する街、すなわち蛮ばん都とと呼ばれるに至る、というわけさ」

「それくらいは知っています。ここに来る前に予習してきましたから」

「お、そうかい。マリアーナちゃんは仕事熱心だねぇ」

　もはや自分の呼び方については諦めることにした。それより自分のすべきことをしよう。建前から始まったこととはいえ、確かに彼女達がこの街でどのように暮らしているか、どのような立場にあるのかを知ることはすこぶる重要だ。彼女ら五人全員と揃そろって歩く機会がこれからもあるとは限らないのだし。

　そう意識して気付くのは──街の人々が彼女らに向けてくる視線だ。やはり彼女らはこの街の中で、それなりの有名人らしい。ただしその視線の種類は明確に偏っていた。

　畏怖。侮蔑。嫌けん悪お。恐怖。憎ぞう悪お。鬱陶しい。目め障ざわりだ。気にくわない……間違いなく、好かれてはいない。

　視線だけでなく、囁ささやき声ごえも届いてくることがあった。すれ違いざまに。あるいはパン屋の軒先から。またあるいは疫やく病びよう神がみのようにパタンと窓を閉められつつ。

「げっ……」

「しっ。話の続きはあいつらが行ってからだ……」

「来たわ。まったく、いけしゃあしゃあと……よく表を歩けるわね……」

「ありえねえだろ？　燃やしたんだぜ、自分達が守るべき街をよ」

「ああ。いくら外周街アウタースラムっつっても、テメェらの街なのは変わんねぇだろうに。あそこの貧乏人達は市民じゃないってことなのかね……」

「何が騎士団だ、クズどもめ……」

　自分に聞こえているのだからアリシア達にも聞こえているとは思うが、彼女達が気にする様子はなかった。いつものことのように（双方の態度からして、実際そうなのだろう）平然と歩ほを進めるのみ。しかし──聞き逃せない部分があった。

「燃やした？　街を？　どういうことです？」

「さあー？　何のことだかわかんないねぇ。あっはっは」

　アリシアは飄ひよう々ひようとしたものだが、あからさまに怪しい。チラリとその他の面々に目を向ける──髭ひげ男は咳せき払ばらいをしながら帽子をさらに深く被かぶりなおし、道具袋を腰に提げた少女はぎこちなく視線を逸そらし、「あれは──」と言いかけた少年の口を、お嬢様然とした女がにこにこと後ろから両手で押さえる。

　彼らを問いただしても教えてくれる気はしない。マリアーナは口をへの字にして、いずれ別方向から再調査の必要アリ、と手元の書類留どめの用紙に書き込んだ。

　それにしても、と思う。

　できるだけの予習はしてここに臨んできたのだが、彼ら騎士団の個々人については情報が少なく、あまり調べられなかった。流れてきたのはぼんやりとした風評や印象だけだ。

　悪人だらけとか犯罪者だらけとかいうその噂うわさからして、協調性も何もないものと思っていたが──今までの態度ややりとりから判断するに、それなりに一体感のようなものはあるらしい。

（騎士団長はともかく、それぞれが何か役割でも持っているのかしら？　わからないわ……）

　そんなときだった。

　道端にあった、二角莵うさぎの串肉屋の脇。買ったものがそこですぐ食べられるのだろう、椅子と机が用意された場所だ。そこに、上半身裸で筋肉を見せびらかしながら赤ら顔で飲んだくれている、鉱夫か木樵きこりのような雰囲気の男達がいた。

　そのうちの一人が小声で言い捨てたのが、かろうじて聞こえてくる。

「けっ。エルフだよエルフ。我が物顔で人間サマの街を歩きやがってまぁ……見ろよあのケツ、エルフはみんなガキみてぇなひょろっこい体つきしてんじゃねぇのか？　誘ってんのかクソが。後ろからあのケツ摑つかんで、犬みてぇにブチ犯してやりてえ……ふえぜ？」

「あんた今なんて言った？」

　マリアーナはぎょっとした。その酔っ払い達の下卑た声を脳が認識し、まあこれも聞こえなかったことにして彼女達は処理するのだろう、と思った刹那である。

　気付けば──つい一瞬前まで自分の後ろを歩いていたはずの少女が。

　男達の眼前に移動し、腰の道具袋から飛び出していた鋏やつとこで──

　暴言を発した男の奥歯を挟み込んでいた。

　ギリギリと力を込めて。一切の加減なく。

　引き抜こうとしている。

「よく聞こえなかったからもう一回言ってみて。誰を、どうしたいって？」

「ぶぁっ……ひょ、ひょ、まひぇっ……」

「何言ってのかわかんないわ。これはきっと病気ね。針治療でもしておく？」

　笑みも、怒りすらもなく、ただ冷たい目で男の顔を下から睨ねめ上げていた彼女は。

　さらに──片方の手で取り出した錐きりを、ぞんざいな手つきで男の首筋に埋め込んだ。

　刺した、のだ。深々と。一切の加減なく。根元まで。

　男はぴんと人形のように手先を伸ばして、

「んん！　んんん～ッ!?」

「な、な、何やってるんですかあの子！　人を、こ、殺……!?」

　動揺のあまり書類留どめを取り落としてわたわたする。止めなくては。いや警察？　同じ官憲である騎士団はここにいる。いや、そうだ、それよりも医者を──

　だがぞんざいな仕草でそちらを見やったアリシアは、

「あー？　大丈夫大丈夫。あいつは慣れてるから。大事な器官とか血管だけは避けて刺してるだろ。下手に動かない限り痛みも感じないし死にもしないよ」

「は、え……？　そんな──」

　動揺というなら、言うまでもなく仲間の男達の慌てようはマリアーナ以上だった。

「す、すみませんすみません！　こいつ、その、飲み過ぎてて！　悪気は──」

「俺達が代わりに謝りますから、勘弁してやってくださいっ！　殺さないで、どうか、殺さないでお願いします命だけはっ！」

「何言ってんの？　あたしはただ、さっきこいつが言ってたことをもう一回確かめたいだけなんだけど。ねえほら、なんか言ってみなさいよ。ああ、ひょっとして肺にも何か刺したほうがいい？」

　正気を疑う発言がさらに聞こえてくる。だが、

「あらあら。こんなときでもいつものヒオさんですね」

「懲りねぇなぁ……どっちかって言やぁ、あいつらのほうが。そろそろ、なんか特定の悪口言うと鋏やつとこ女が飛んでくる、みたいな都市伝説ができてもいいよなぁ？」

「わっはっは。それは面白いな、うん」

「どこが面白いのか僕にはわからない」

　残る騎士団の面々は平然としていた。マリアーナはくらりとする。どうしてこの人達はこんな態度なのだ？　止めようともせず、あまつさえ笑っているのだ？

　そこでアリシアが男達のほうに向けて、

「おーいヒオー、私は気にしてないんだがまだ続けるかー？」

「聞こえた？　聞こえたわよね？　じゃあどうして今この瞬間に、地面に額を擦こすりつけてあの人の慈悲に感謝の意を述べていないの？　やっぱりナメてるでしょ？」

「あ、ひ、たふ、たふけ、すみま……」

「あ、あの、その状態だと、そいつ、喋しやべるどころじゃ……！」

「なるほど。やっぱり歯の一本でも抜いたほうが喋しやべりやすいのかしら。それとも──」

　少女は言葉を止めて、冷たい視線を下へ。

「歯じゃなくて、下の棒のほうを引き抜くことにする？　多分聞き間違いだと思うけど、もし仮にあんたが本当に、さっき言ってた気がするかもしれないクソゴミクズと区別のつかない犬みたいな真似まねをするつもりなら、それは当然の自衛策よね」

　男達はさらにその目に恐怖を浮かべて震え上がる。少女はただひたすらな真剣さで一人の男の生命と尊厳を弄び続ける。

　アリシアはその様子を見て腕組みしたまま、軽く首を傾かしげた。

「ふーむ。どうやらまだ飽きなさそうだな……ヒオ、先行ってるぞー」

　返事はなかったが、アリシア達は平然と歩き出す。マリアーナもそれに合わせざるをえない。これがよくできた歓迎のドッキリ劇だという可能性も──なくは、ないのだ。うん。きっと。さあ、ネタばらしをするなら今ですよ。お願いします。さあ。

　と思いながら最後に背後を振り向いて見えたのは、ヒオと呼ばれていた彼女が男の一人に馬乗りになって何かをしている姿だった。しかしそれも、遠巻きに騒ぎを見つめる街人達の壁に遮られてやがて見えなくなる。頭がクラクラした。

（ああ、マリアーナ・ガンスロット……貴女あなたの好きなものは正義だというのに。貴女あなたは今まさに、正義にもとる行いをみすみす見過ごしてしまったのでは……神よ……）

「可愛かわいい奴やつだろう？　彼女はヒオ。ヒオ・マシロストリークだ。年齢は十五。若いがしっかりしているよ。私達の中で一番料理も上手うまいし」

　正直、今の出来事のどこに可愛かわいい要素があったのかはなはだ疑問ではあったが、

「は、はぁ。あの、そもそも、どうして彼女はあんな工具を持ち歩いているんですか？」

「それは──ふむ、酒場に着いたら自己紹介の時間を設けるつもりではあったが、あの様子だと遅れるかもしれないな。では先に簡単に教えておこうか。あれは彼女の仕事道具なんだ」

「彼女の……仕事？」

「おやおや。さっきの光景を見てわからなかったかね？」

　アリシアは子供の成績優秀さを誇るような微笑で言った。

「彼女は優秀な拷問師だよ」




　騎士団に──拷問師。

　さらに頭がクラクラとしてきた。なんという非常識な。そういうのは特殊な役割の諜ちよう報ほう機関とかがやむを得ない場合に使うものであって、こんな辺境の街の治安騎士団に日常的にいていい存在ではない。いったい誰を拷問しようというのか。……自分達の団長に暴言を吐いた街人を？　馬鹿げている。

　そんなことを考えながらフラフラとアリシア達の背を追って街を歩いていると、今度はまた別種の声が一同にかけられた。

「あーん、ベルガラーン！」

「おっとと？」

　肩や背中を剝むき出だしにした扇情的な衣服の女が、帽子で顔を隠しているあの騎士団の髭ひげ男に飛びついた。喜色を浮かべ、胸の谷間を彼の腕に押しつけつつ、

「どーしたのよ、最近会いに来てくれないじゃない。綺き麗れいにして待ってるのよー？」

　男は咥くわえていた煙草たばこの煙を明後日あさつてのほうに吐き出して、

「おお、いやいや。近頃は忙しくてなあ。忘れてたわけじゃねぇぜ？　なんつってもお前は俺の最愛の女なんだからよ」

「うんうん。またこないだの話の続き聞かせてよ。美味おいしいごはんもいっぱい作って──」

　そのときだった。逆方向から、けたたましく鍋が地面に転がる音。そこにはわなわなと震える若い女が立っていた。

「ちょっとぉぉぉぉ!?」

「ゲッ」

　新しい女はずかずかと帽子の彼に──そしてその腕に抱きついている女に近付いてきて、

「ねぇ、あんた何？　なんでこの人とそんな慣れ慣れしくしてんの？　どこの娼しよう婦ふか知らないけど、この人はあたしの恋人なの。商売とそれ以外の区別はちゃんとつけてくれない？　店の外でまで声をかけるなんて──」

「はぁぁぁ!?　娼しよう婦ふじゃないわよ私は！　ちゃんと付き合ってるっつーの──って、恋人？　恋人って言った今？　あんた何か勘違いしてるんじゃない？」

「そっちこそ！　ベルガラン、なんとか言ってあげてよ！　ベル……」

　既にベルガランは帽子を押さえなから走り出していた。

「すまん、急用を思い出したぜ！」

　しかしその途中で誰かにぶつかり、

「っと、悪いな、急いでるんで……」

「あっ、ベルガランさん。あのね……今日も、旦那、森林開拓団に行ってて、いない、んです。だから、その……わたし、あのときのこと、忘れられなくて……だから」

　ぶつかって倒れた妙齢の女が、地面に尻餅をついたままもじもじとベルガランの袖を摘まむ。

　ヌゥッと呻うめいたベルガランが腕を振るが、第三の女の手は離れない。

「ちょっとベルガラン、逃げる気!?　説明してもらうわよ！」

「私が本命って言ってたわよね！　ね！」

「あの、この人達は……？」

　ベルガランと呼ばれている彼は、しばらくその場で立ち尽くしていた。何かを嚙かみ締しめるように。決意を固めるように。もはや足を動かすことはせず、息を吐いて、背筋を伸ばす。

「そうだな。説明は──しなくちゃならんか」

　女性達の視線を一身に集めつつ、彼は聖職者のように迷いのない口調で言葉を続けた。

「そもそもだ……俺は不思議だったんだ。君きみ達が知っている他の男どもは、ひょっとして、愛に限りを持っているのか？」

　女達の目に疑問符が浮かぶ。勿もち論ろん、傍そばで聞いているマリアーナも同じだ。

「俺は違うな。ああ、他の男達が持つ愛は限りあるものかもしれない。人によってはコップの水で、バケツの水で、水たまりだ。だから彼らは枯こ渇かつを恐れる。だが俺の愛は──湖だ」

　この男は何を言っているのだろうか。

「それも無限ではない？　いいや。湖から汲くみ上あげられた水はいずれ空気に消え、雲となり、雨となり、川となり、また湖へと帰る。愛は循環するのさ。だから俺は抱きたいと思った女に全て、最初から全開で最大級の愛を捧ささげる。そうすると俺は嬉うれしい。その嬉うれしさがさらに俺に愛を運ばせる。君きみ達に愛を運ぶ。だから君きみ達は喜んで、期待するべきなんだ。湖から水が汲くみ上あげられているのを見て、それがなくなることを恐れるなんて愚かだ。むしろ、誰かに使われれば使われるほどその湖の水の価値は増すんだぜ。その価値の増した水がいつ自分のほうに戻ってくるのか、楽しみにするのが正しい在り方というものじゃないか」

　どこかぽかんとした様子で、彼の言葉を聞きながら動きを止めている女達。

　しかしそこでさらに別の女が近付いてきた。彼らのすぐ横の店でパンを売っていた、エプロン姿の若い女だ。純然たる困り顔で、

「あの、すみません。店の前で騒がれると他のお客様の迷惑──」

「ああ、また誰かが水愛を汲くみに来てくれたんだな。ちょうどいい。つまりはこれも、普通のことなんだ。こうするのが当然なんだ。だろう？」

　そうして、ごく自然に、何の脈絡も予備動作もなく。

「──んんんんんっ？」

　彼はそのパン屋の店員の唇を奪った。

　目を白黒させる店員──さらに口をぽかんと開ける女達──彼が何かを店員の耳元で囁ささやくと、彼女はどういうわけか頰を染めて顔を伏せる。

　彼はそれに満足したように元の女達に向き直り、指をぴっと立てて、

「じゃあな。君きみ達に戻ってくる愛を……期待しておいてくれ」

　次に見えたのは、彼がその店員を抱え上げてそのまま走り出す姿。

　しばらくの、静寂。呆ぼう然ぜん。女達は顔を見合わせて──

「ちょっとぉぉお！」

　王都育ちのマリアーナが聞いたこともないような品の悪い罵ば詈り雑ぞう言ごんをがなり立てつつ、殺気だった彼女達が彼を追いかけていく。

　マリアーナはその様子とアリシア達を交互に見つつ、

「ちょっ、えと、あれ──強制わいせつでは!?　というか普通に人さらいでは!?」

「平気平気。本気で嫌がる女にはあいつは何もしないから。犯罪にはならないさ」

「そういう問題ですかっ!?」

「あいつも合流が遅れそうだから言っておこう。名前はベルガランナイザー・グライドウォーク。好きなものは酒と煙草たばこと美味うまいメシと女。つまり気持ちいいもの全てだ」

「……それは見ればわかります」

「ああいう奴やつだが、きちんと弁わきまえているところもあるんだぞ。騎士団に関係する人間には手を出さないように、という決まりだけは厳に守らせている……よかったな、君も騎士団関係者だと判断されていたようだ。そうでなければ君は今頃ベルガランと枕を並べていたかもしれない。実に奴やつの好みそうな体つきをしている」

　ぶるりと身体を震わせて、マリアーナは自分の肩を抱くようにした。

「し、信じられない……なんて不潔な、破廉恥な……！」

　アリシアはカラカラと笑って、

「だから本気で嫌がる女には何もしないって。嫌がらない女は出会ったその場で口説いたりするかもしれないが、どうあれ力づくで何かをするわけでもない。女には優しいぞ？」

「先程、パン屋の娘さんの唇が力づくで奪われていたように見えましたが」

「あれは奴やつにとっては親愛の挨拶のようなものなんだろうさ」

　遠のきそうになる意識を必死に繫つなぎ止とめつつ、マリアーナは聞いた。

「……彼の、騎士団における役割は？」

「ん？　さあ？」

　さあ、ときた。そこはせめて女性用の相談窓口とか言ってほしいところだった。噓うそでも。

「しいて言えば……唯一のまともな男手だから、力仕事とか頼むことが多いかな」

　つまるところ、どうやら彼は、純粋に、何の理由もなく──

　ただの、女の敵であるらしい。




　この騎士団の改善点というか問題点というか。

　そんなものを、マリアーナは手中の書類留どめに挟んだ用紙に書き連ねていく。アリシア達と一緒に歩ほを進めながら、現実逃避のように。

　信じられない。まったく信じられない。まだ自分の本分である会計的な処理の調査もしていないのに、それ以前に、人として見過ごせない部分が多すぎる。どうなっているのかここは。拷問師。女の敵。いきなりナイフを突きつけてきたぼんやり少年。それからエルフ。

（でも……）

　マリアーナはちらりと、横を歩くもう一人の女性の様子を窺うかがった。

　物腰の柔らかい、お嬢様然とした女。今までの騒ぎの最中にも、それを肯定することも否定することもなく、ただ穏やかな微笑を浮かべていた。

（この人はなんだか普通そうだわ。もっと踏み込んだ調査をするときには、ひょっとしたらこの人から切り崩しをすれば楽に──）

　そんなとき、マリアーナは視界の端にけばけばしい色彩を捉えた。道の横手にあった、大きめの建物──その看板だ。《陽気な風見鶏メリーコツク亭》とある。

　目的地はここではないらしい。そもそも店構えが酒場とは違う雰囲気だ。一同は横を通り過ぎようとする──が、そのとき、中から誰かが言い争っているような声が聞こえてきた。

　アリシア達が顔を見合わせる。

「聞こえたか？」

「ええ。マダムに何かあったのでしょうか……少し寄ってみても？」

「構わんさ。コルもいいだろう？」

「僕にわかるのは、今のは断末魔じゃないってことだけだ。どうでもいい」

　そしてアリシアはマリアーナのほうにも「どうかね？」という視線。毒を喰くらわば皿までだ。

　マリアーナが頷うなずくと、アリシアは唇を曲げ、

「よろしい。なあに、そんなに緊張した顔をしなくてもいい。ここは別に悪い場所じゃないんだ。むしろ楽園だよ……きちんと金を払えばね」

　なぜか微妙に見通しが悪い作りになっている入り口を潜り、店に足を踏み入れる。

　その瞬間、鼻び腔こうに満ちる独特の匂い。甘ったるく、香ばしく、その中に──一滴の生臭さが隠れているように思えた。

　入ってすぐは、受付台のある広めのホール状の場所。床には長い毛の赤の絨じゆう毯たん、壁にも豪華な装飾が為なされている。そこは階段もあり、手すりのある二階部分が見えるようになっていた。その手すりに、何人もの女達が姿を覗のぞかせていた。眉を寄せているもの、不安げな表情のもの、不機嫌な顔のもの──煙草たばこを咥くわえていたり、下着姿であったり、あるいは汗の浮いた乳房を放り出していたりもする。ここまで来ればマリアーナにもわかる。ここは娼しよう館かんだ。

　その階段の下に、派手すぎるドレスを着込んだ恰かつ幅ぷくのいい女が仁王立ちしていた。その前にいるのは一人の男だ。呂ろ律れつの回らない口調で、涎よだれを飛ばして怒鳴っている。

「だからよォ!?　金返せっつってんだよ、客を満足させられねェんだからテメェらみたいなババァがいる価値はねェだろ？　んっと損したぜ、クソが、クソが！」

「あのねぇ……何度も言ってるけど、ウチの子はちゃんと働いたって言ってるよ！　いい娘をあてろいい娘をあてろって言うから、無理言って上級の子に入ってもらったんだ。イケなかったのはあんたが酔ってるからだろうに！」

「ああん!?　このクソ店はテメェらの腕のなさを客にひっ被かぶせるのか!?　ふざけるんじゃねぇ、何が上級だ！　どうせ他の女も同じマグロ女ばかりだろうが！　こんなとこに来る客はアレか、みんなそのマグロ女に膝枕されて乳吸ってるだけの赤ちゃんプレイ限定客かァ!?」

「あんたこそふざけるんじゃないよ！　店だけじゃなくてお客さんまで侮辱されたとあっちゃあ、このレディ・イラも黙ってはいられないね。金は絶対に払い戻さないよ！　さあさあ、出ていっておくれ！」

「こっ、の、クソデブババァ……！」

　凄すさまじい剣幕での、言葉の応酬。マリアーナにも、男がいつ刃物を取り出し、この店の女主人（おそらく）に襲いかかっていっても不思議ではないように思えた。

　そのとき──ふわり、とマリアーナの鼻先を花のような香りが掠かすめる。

　あの上品な騎士団の女が静かに足を生み出し、一触即発のその状況に、微笑で足を踏み入れていったのだ。アリシアはにやにやとそれを眺めているだけだ。

「あらあら……何かお困りのようですね、マダム？」

「ローズリリィ!?」

　女主人はその一瞬、男の怒声を忘れたように大きく目を見開く。二階から様子を窺うかがっていた娼しよう婦ふ達は、信じられないといったように目を瞬まばたかせ、煙草たばこを取り落とし、手すりから身を乗り出し──

『ローズリリィさんっ!?』

　ローズリリィと呼ばれた彼女はにこりと首を傾かしげて、

「はい。近くを通りがかったときに、声が聞こえたもので──余計なお節介かとも思ったのですが、寄らせていただきました。ご迷惑でなければよいのですが」

「迷惑だなんて、そんなことは、ないけどさ……！」

　女主人はどこかほっとしたように息を吐いていた。

「あぁン？　なんだテメェは……？」

「どうも。お名前は存じ上げませんが、事情は理解していますわ。このお店でご提供差し上げた御奉仕に不満がおありだとか」

「不満だぁ？　そうだよ……」

　前後も定まらない男の目が、にこやかに眼前に立つローズリリィの姿をそこで初めてまともに捉えたようだった。下卑た笑いで歪ゆがむ。

「はァン。娼しよう婦ふにゃ見えねぇが……いいとこのお嬢様ってかァ？　そうだなァ、代わりにお嬢ちゃんが相手してくれるなら、ヒヒ、どうせ初めてだろ、代金分、好きに……」

　ローズリリィは小首を傾かしげて、軽く言った。

「あら……それでいいのですか？　ではそういたしましょう」

「は？」

　そして次の瞬間。ローズリリィはさらに歩ほを進め、その男に肉薄した。男の胸に耳を当てるように頭を乗せ、滑らかな髪を滑らせて顔を上げ、濡ぬれたような瞳で男の視線を受け止め──

　右手は、そっと、男のズボンの上に。

　男の顔色の変化は、まさに劇的だった。十を数えるよりも早く、

「う、お……あ……？」

「どうぞ。ご我慢なく」

　ローズリリィが男の耳元で甘く囁ささやいた瞬間、

「ぐ、おっ……うっ……！」

　男は下半身を情けなく震わせ、そして力が抜けたようにその場に尻餅をついて崩れ落ちた。

　愕がく然ぜんとした表情。半開きの口。自分の濡ぬれたズボンを呆ぼう然ぜんと見つめている。

　その前に立つローズリリィは、悠然と、優雅に、一礼。

「娼しよう婦ふに見えませんでしたか？　そうですね……引退して随分経っていますから」

「は、ぁ……？」

「これでお代金ぶんの御奉仕はさせていただいたものと判断いたします。本来ならば、追加料金さえいただければ今ひとときの時間を、とお誘いすべきところですが──」

　一分の隙もない笑顔のまま、男を癒す優しさのみで構成された笑顔のまま。

「直接お触れするより前に至ってしまうお客様では、いささか時期尚早かと。もう少しお鍛えになってからいらしたほうが、この素晴らしいお店を心ゆくまでお楽しみいただけるはずです、とご助言差し上げる次第ですわ」

「……！」

　男の誇りを完全に打ち砕いた。

　男が店から走り出て、その姿を消すやいなや。店内は弾はじけるような熱狂に包まれた。

「ああ、ローズリリィ！　ローズリリィ・アネモネアイリス・ハイアシンス！　よく来てくれたね！　助かったよ！　んー！」

「ああマダム、少し痛いです。うふふ」

　女主人に力任せのハグをされているローズリリィに、二階から娼しよう婦ふ達が我先にと殺到する。

「ローズリリィさんっ！　お久しぶりっス！」

「名誉顧問！　あの、あたし、えと、初めましてっ！　話には聞いてたけど、伝説の人に本当に会えるなんて……うわぁ……！」

「いったいどんなテクニック使ったんですかっ？　よかったら教えてください！」

「ちょっとあんた一人だけずるいわよ！　そんなのみんな知りたいに決まってるじゃない！」

「じゃあ特別講義をお願いします！　どうか！」

『お願いしまーす！』

「あ、あのですね、お気持ちは嬉うれしいのですが、わたくしはこの後少し用事が……」

『そんなことを言わずに！』

　あまりの人数、あまりの熱気に、ローズリリィは物理的に店の奥に押し込まれようとしている。にやにやと遠くから様子を窺うかがっているだけだったアリシアが、ひらひらと彼女に向かって手を振って言った。

「あー、まぁあんなものを見ちまったんじゃあな。引っ込みもつかないだろうさ……男だけじゃなくて、後輩の娼しよう婦ふも満足させられるってところを見せてやりな」

「はぁ。それではすみませんが、わたくしも少し遅れて参りますね～」

　ローズリリィが店の奥に連れ去られていき、その姿が完全に見えなくなる。

　ただ一人残った女主人が、その巨きよ軀くを受付の後ろに押し込みながらマリアーナに言った。

「で、あんたは……入店希望かい？　うちは未経験者も歓迎さ、きちんと教育していくからね。ふーむ、あんたのその身体なら、胸と口の技術を重点的に伸ばしていく方向で──」

　マリアーナは顔を真っ赤にして、

「ち、違います！」

「ああ失礼、お客さんだったのかい。勿もち論ろん、代金を払ってくれるのならうちは女性客も可だよ……でも、ほとんどの子は今は特別研修中なんだ。すぐにお相手できるのは私しかいないけど、どうするね？」




　鼻歌を奏かなでるアリシア・クイッテンエリアリとぼんやり顔の少年との三人で、街を歩く。

　二人の顔をちらちらと横目で見ながら、マリアーナは思い出していた。

　ヒオ・マシロストリーク。彼女の説明を信じれば、拷問師。

　ベルガランナイザー・グライドウォーク。自分が見たままで言えば、女の敵。

　ローズリリィ・アネモネアイリス・ハイアシンス。どうやら、元・伝説の娼しよう婦ふ。

（普通だと思ってたのに……あの人まで、あんな。やっぱりおかしいわ、この騎士団の人達、みんな……）

　それは今ここにいる二人も同じだ。少年は確かさっきコルと呼ばれていた。詰め所に入るなりこちらの喉元にナイフを突きつけてきた子供。ひどく慣れた手つきで、人を傷つけることへの忌避感など微み塵じんも感じられない態度だった。

　アリシア・クイッテンエリアリ。人より遥はるかに長く生きるという、エルフの女。一昔前はともかく、今は亜人もそれほど人間種族と変わらない精神・文化構造であるという認識にはなってきている。人間の街でもたまに見かける程度の存在ではある。しかしそれでも──このような騎士団の長という立場に収まっているのは知らない。わけがわからない。異常で……正直、気味が悪いと思う。

　いつしか一同は、今までよりも道幅が細く、背の高い建物に挟み込まれた路地のような道を歩くようになっていた。人気は少なく、建物のせいで日も遮られ、どこか薄暗い。

　唐突に、ぶるりとする。

　本当に自分は、このような者達とこんなところを歩いていていいのだろうか。いくら自分に正義の信念とすべきことがあるとはいえ。もし彼らが本当に悪人であったなら。もし自分をどうこうするつもりであったなら。

　ここはもう──獣の口の中なのかもしれない。

　自分の呼気が大きく聞こえてくる。革靴と石畳の立てるカツカツという音はどこか不吉なリズム。どこからか漂ってくる饐すえたような臭気の原因は何なのだろう。

　無意識に、安心できる要素を探す。

　前方から一人の街男が歩いてきていた。いざとなればあの人に頼ろう。いくら蛮ばん都とと言えども、助けを求める婦女子の声を無視できるような粗野な男達ばかりではあるまい。うん。あの人なら助けてくれそうだ。髭ひげ面づらでもないし、服装もきちんとしているし、臭くもないし、距離が縮まって目が合ったので微笑で会え釈しやくしてくれた。やはりいいひとだ。

　そしてその男はすれ違いざまに短剣を取り出してアリシアに襲いかかってきた。

「死ねぇッ！　アリシア・クイッテンエリアリ！」

「おっと」

　マリアーナも最低限の護身術は身に着けている。それでも、その瞬間に何が行われたのか、はっきりと見て取ることはできなかった。わかったのは、騎士団の黒い衣服が翻ひるがえったこと、エルフ特有の滑らかな金髪が美しく舞ったこと、マリアーナの横手、コルがいた空間がいつのまにか空っぽになっていたこと──

　ともあれその結果として、襲ってきた男はしたたかにその背中を石畳に打ちつけ、持っていた短剣を大きく弾はじき飛とばされている。

　コルは膝で男の肩を押さえるようにしつつ、相変わらず無感動な目でその男の首筋にナイフを突きつけていた。

「アリシア。殺すか？　だったら──」

「まだだ」

　アリシアはにやにやと笑いながら、その男のみぞおちを靴の踵かかとで踏みつけている。踏みにじっている。

「殺すのは簡単だが、簡単すぎて釣りを貰もらわなければ割に合わない。だろ？」

　軽く言いつつ、一旦アリシアはその足を持ち上げて──男が身を捩よじったのに合わせ、今度は勢いよくその足を振り抜いた。ボールを蹴るような、加減のない一撃。男の口から黄色い胃液が噴き出る。

　そして──ああ、信じられない。彼女は。曲がりなりにも国王から任命された騎士団の団長は。悶もん絶ぜつしている男の懐ふところをまさぐって、財布を抜き取っている。

「えー、こんだけしかないの？　しけてやがんねぇ」

「し、信じられない……これは問題、大問題、だわ……」

「騎士団長襲撃事件における証拠物件の押おう収しゆう。きちんとした業務の一環だろう？」

　そんなわけがあるか。

　とりあえずマリアーナは震える手で、目の前で行われている出来事の記録を書類に書き込んでいく。そのときコルの持つナイフの光が視界の端に見え、『口封じ』という単語が頭に思い浮かんでハッとしたが、アリシアは唇を曲げて「お好きにどうぞ」というような視線を向けてきた。自棄やけになったようにマリアーナは鉛筆を走らせる。何なのか。これが悪いことだとも思っていないのか。問題だ。ああ問題だ。

　胃液を吐き出しつつ咳せき込こんでいた男が、ぎらりと憎ぞう悪おに満ちた顔を上げ、

「お前のせいだ！　お前のせいで兄貴は……死んじまったんだぞッ！」

「ああん？」

「ギョルン兄貴は、爆弾結晶で吹っ飛ばされたッ……俺の目の前で、悲鳴すらなく……」

「あーあー。あれね。確かに、最近物騒だったからねぇ」

「ふざけるな、街の治安を守るのがお前の役目だろうが！　あれだけ爆破事件が続いてたのに……なぜもっと早く止めなかった！　くそっ、お前、お前がッ……」

「オヤオヤ。君は私を神か何かだと勘違いしているのかな？」

　にこりと笑って、さらにアリシアは彼の身体を蹴り上げた。再び撒まき散ちらされる汚物。

　男の苦く悶もんの声が響く中、そこで彼女は何かを思い出したように、

「……ん？　ギョルン？《吝りん嗇しよくのギョルン》か？　ニルイースト北部街で金貸しをしてた？」

「そ、う、だ……お前、兄貴、知って──げほっ」

「おい汚いな私の靴を汚すな」

　男の股間を踏みにじることで靴先を拭いていたアリシアに、コル少年が、

「そいつのことを知ってるのか？　アリシア」

「別に知り合いでも友人でもないがね。どこにでもいるような悪党ではあるが、ケチで有名だった金貸しだ。何人かの部下も抱えていたな。ふむ。ふむふむ。となると──」

　顎に手を当てて思案していた彼女が、やがて何かを思いついたように顔を上げた。そのついでとばかりに足も振り上げ、這はいつくばっていた男の顎をしたたかに蹴り上げる。彼はぴくぴくと痙けい攣れんしながら意識を失った。生きてはいる……と思いたい。

「提案だ。酒場に行く前に少し寄り道をしようじゃないか」

　そう言えば歓迎会で酒場に行くという話だったな、とマリアーナはどこか他人事のように思う。途中でいろいろありすぎて目的を忘れていた。

「アリシア。正直、僕はお腹なかがすいている。早く何か食べたい」

「自分の欲望に正直なのがコルのいいところだなあ。だが、寄り道はその欲望を充足させるためのものでもあるのだ」

「……よくわからない」

「いいかね？　金貸しは金を持っている。だが死んだ人間に金はいらない。つまりはそういうことだ」

「……よくわからない」

　マリアーナは鉛筆を走らせていた手を止め、かくかくと書類留どめから顔を上げた。

「まさか。まさかとは思いますけど。貴女あなたは……」

「さすがは会計監察官、金の問題については察しが早い。実は私も少々金にはうるさくてね」

「い、いや、いやいやいや！　それはお金の問題ではなく、確実に、犯罪の──」

「小さな組織といえども、その長が突然死んだとなれば簡単には跡目は決まらない。混乱しているだろう。そしてケチな金貸しならばかなりの金を貯ため込んでいるはずだ。組織の運営資金とは別に、奴やつらは自分一人だけが知る場所に金を隠していることが多い。どうやらつい先日死んだばかりのようだから、まだその隠し金は見つけられていない可能性が高い──夢があるな」

「ですからそれは犯罪だと思います！　普通に！」

「何を言うんだいマリアーナちゃん。違うとも。この世には接収という便利な言葉がある。持ち主のいなくなった大金は犯罪のもとだ。要らぬ騒動になるのを未然に防ぐために、責任を持って我々騎士団が回収しておこうというだけの話じゃないか」

　笑顔のまま、彼女は視線をちらりと動かした。依然としてコルが持っているままのナイフに。出会い頭にマリアーナを殺しかけた凶器に。

　何だというのか、その視線の動きは。言うことを聞かなければわかるね、ということか？　不穏すぎる。嫌だ。自分は正義を果たしたい。だが死にたくもない。死んでは正義を果たせない。特に今の状況では。いやでもしかし──

　マリアーナが脂汗を流しつつ固まっていると、コルが首を傾かしげ、

「やっぱりよくわからないよ、アリシア。お腹なかが減ってるのに、どうして寄り道する？」

「ここで少し我慢すれば、店に着いたあとでご馳ち走そうが食べ放題になるからだ」

「それならわかる」
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「というわけで、あそこに見える屋や敷しきがそのギョルンが使っていたアジトだ」

　現実逃避と自己欺ぎ瞞まんを繰り返している間に辿たどり着ついてしまった。自分の弱さに頭を抱えたくなる。

　アリシア達は物陰からその屋や敷しきの様子を窺うかがっていた。全体的にごみごみと家屋が重なり合っている印象のこの街では珍しく、きちんとした塀に囲まれた一軒家である。敷しき地ち内からは話し声や人が動く気配が伝わってきていた。

「浮き足立ってる感じだねぇ。それでこそだ……」

　アリシアは制服のポケットを探って何かを取り出した。

　小石程度の大きさのそれは──結晶だ。独特の色味と質感で判断できる。宝石に似ているが、鉱物ではない。この現在の文明の根幹を形作る、人間達が見み出いだしてきた技術──《賢術》の一つ。三百年ほど前に発見された第一賢術、《結晶法》の産物だ。

　結晶法は、対象とした物質を、大気中に満ちるマナを材料として作った結晶に置き換える技術である。現在よく見られるのは火結晶や水結晶、土結晶などだ。それらは結晶の状態でもある程度は元の物質と同じ性質を見せる──今アリシアが手にしているのも、表面から炎のように揺らめく光を放っている。おそらく火結晶だろう。握る手も温かいはずだ。そこらの街灯もそうだし、騎士団の詰め所内にもあったが、今ではこれを利用した照明器具も一般的だ。

「アリシア……さんは、結晶法使いだったのですか？」

「いや、私の得手は別にある。結晶は壊して使うくらいがせいぜいだね」

　結晶は壊せば元の物質状況に戻る。これは素人しろうとでも扱える使い方だ。ただし結晶を作り出せる結晶法使いなら、厳密な解放処理を行うことにより、時間や程度を制御しながら徐々に戻していったりということもできる。無論、彼らは仕組みを理解しているので、どちらの方法にせよ結晶の効果自体も強くなるのが一般的だ。

　結晶そのものの用途、素人しろうとでもできる壊しての瞬間的な用途、技術者が使っての専門的な用途……そういった様々な使い方ができることが、結晶法が現在最も広く扱あつかわれる賢術となっている理由だろう。

　──勿もち論ろん、そんなことを考えていたのは現実逃避のためだった。

　アリシアは火結晶を持っている。壊して使うしかできないと言っている。

　ならば次に起こる出来事は、考えなくても、決まっていた。

「おい、なんだあれ!?」

「門のほうから火が出てるぞ！　火事だーっ！」

「くっはははは！　来た来た、さあ裏に回るぞ！」

　自分のやったことの成果を嬉うれしそうに確認してから、アリシアは屋や敷しきの塀に沿って走り始めた。ここで、おう！　と野太く叫んでその後を追えるマリアーナではない。

「な、な、なっなっ！　い、いくらなんでもこれはーっ！」

「さすがにここで時間は使えないな。コル、マリアーナちゃんを運んであげなさい」

「わかった」

「またちゃん付けを……って、運ぶ？」

　小麦袋のように少年の肩に抱え上げられる。小さな身体なのに予想外の力だった。

「待って、私は、消火を、これは放火犯の──は、放してー！」

「騒ぐと人が来て、君が放火犯の一味と仲良くしているところが見られてしまうぞ？」




　そして気付けば。

　屋や敷しきの裏手側から塀を乗り越えて侵入し、開いていた窓から身を滑り込ませ──あれよあれよという間に、屋や敷しきの中、二階の奥にある一ひと際きわ豪華な作りの一室に辿たどり着ついてしまっていた。誰もが門の前の小火ぼや騒ぎに気を取られていたのか、それとも二人の隠おん密みつ行動技術が長たけているのか、途中で誰かに見み咎とがめられることはなかった。

　壁には意味のわからない抽象的な絵画に、火吹鹿レツドエルクの頭部の剝製。部屋の端にはドワーフの鍛冶職人の手によるものであろう飾り鎧よろいにその他もろもろ。有り体に言って、趣味の悪い部屋だ。

「ふむ。ここがギョルンの私室だと思うんだが」

「夢……これはきっと夢よ……私がこんな……まさに火事場泥棒みたいな……」

「さっきも言っただろう？　これは正当なる接収行為だ。金を巡って起こる争いほど醜いことはない。本当に、哀れなものだよ。金を手に入れるためなら何をやってもいいと、この街の誰もがそう思ってしまっている……」

「貴女あなたがそれを！　その口で！」

「大きな声を出すんじゃないよマリアーナちゃん。さて──」

　アリシアとコルが部屋の中を探し始める。棚の中。絵画の裏。机の下。

「アリシア。金庫だ。鍵はかかってない」

「ほう。どれどれ──」

　いとも簡単に机の下から発見された鉄製の金庫を、思わずマリアーナも覗のぞき込こんでしまう。しかしその中にあったのは金貨の山でも紋章国紙幣の束でもなく、

「空っぽだ」

「ふむ。まあ、鍵がかかっていないってことは、誰かがもう開けたあとだってことだからな。空なのは不思議じゃないが……どうも気になるな……？」

「な、なかったんなら仕方ないですね！　さあ帰りましょう、今すぐ帰りましょう！　やっぱりこういうのはよくないことだと思います！」

「しかし、君はうちの騎士団の会計処理を調べるために来たんだろう？　それならばこういうのは避けては通れないことだと思うんだが。この街でやっていくには、国からの給付予算だけではとても足りない。毎週、毎月のこういった接収があってこそ──」

「こんな犯罪行為で日常的に収入を得ないでくださいッ！」

「だから声が大きいって……あ」

　アリシアがマリアーナのほうを見て、小さく口を開ける。

　同時にマリアーナは既視感を覚えていた。何だろう、この喉に当たる硬質な感触は。気付かないほどさりげなく、しかし気付いてしまえば絶対的な存在感を主張する金属の冷たさは。

「おい……何やってンだテメェらはッ!?」

　答えは無論、首筋に押し当てられた刃物だった。

　部屋に入ってきた男が、たまたま一番近くにいたマリアーナの身体を片手で拘束し、その喉に短剣を押し当てていたのだ。

　自分に傷一つつけることのなかったコルのナイフとは違い、既に半分、刃はその役目を果たしていた。この男には手加減も遠慮も、間違いを恐れる必要もない。刃を押し当てられて傷ついた喉の皮膚から血が流れているのがわかる。

「あ、あ……」

　床に落ちる自分の血。ぴりりとした皮膚の痛み。そのあまりの現実感にふらりと気が遠くなり、脚の力が抜けた。床にへたり込む。その動きでさらに刃が喉の中に潜り込まなかったのは奇跡的だとしか言いようがない。

　しかし男はこれ幸いとばかりにマリアーナをそのまま床に蹴り倒し、その背中に完全に馬乗りになった。そして改めて、後ろ側からマリアーナの首に短剣を押し当てる。その刃物の鋭さだけでなく、生理的な不快感を呼び起こす男の重みが自分の動きを封じるものに加わった。

　そのうちに、騒ぎを聞きつけた他の男達もどしどしとこの部屋に入ってきた。五人、六人──それ以上。

　マリアーナの上にいるリーダー格の男が、アリシア達を見ながら吐き捨てるように、

「テメェら……悪逆騎士団か。兄貴が死んだからって、ふざけてんじゃねぇぞ……！」

「ついさっきまでは知らなかった。親切な君きみ達の仲間が私に刃物を向けながら教えてくれてね。ならばお悔やみでも、と思ってやってきた次第さ」

「……ギルバートのやつの姿がねえぞ」

「あいつか。思い詰めてたからな──」

　男達がぼそぼそ何事かを囁ささやき合う。リーダー格の男は舌打ちして、

「何がお悔やみだ。んなナメた真似まねされて黙ってられるか。兄貴がいなくなった今だからこそ、この組織は──おいガキ！　ナイフ捨てろこの女殺すぞ！」

「ひっ……」

　さらに喉に感じる刃の厚み。身体は硬直しているのに震えが止まらない。

　ナイフを取り出していたコルは、ぼんやりとアリシアに視線を向け、

「……アリシア」

「ま、とりあえず言う通りにしておこうじゃないか。ああもがっしり床に組み敷かれてちゃ、さすがにどう動いてもあっちの短剣のほうが早いぞ。マリアーナちゃんがここで殺されるのは私達にとってもよろしくない」

　コルは素直にナイフを床に放り投げた。だが男達はさらに目をぎらぎらさせ、

「おいエルフ、お前もだよ！　なんでここで火かき棒持った。やる気か、殺すぞ！」

「杖つえ代わりにしたいだけさ。知ってるとは思うが、エルフは若く見えても年寄りだ。立ちっぱなしは腰に来るんでね……」

　言葉通り、アリシアは部屋の暖炉にあった鉄の火かき棒を持ち、その先端を杖つえのように床に押し当てて体重を預けた。動揺も焦あせりもない、余裕の態度だ。少なくともその態度からは、これからその鉄の棒で男達相手に大立ち回りしよう──などという戦意は感じられない。むしろこの人数差、戦っても勝てるはずがないというような諦めすら感じられる。マリアーナだってそう思う。

　──あれ？　ということは。

「あ、あの、アリシア、さん……で、できれば、私、助けて、いただけると、嬉うれしいんです、が……」

「あー、うん。まあそうだよねえ。でもさ、マリアーナちゃんを捕まえてるのは私じゃないからさ。ちょっと私の一存でどうにかなるかは怪しいなぁ」

　絶望的だ。いろいろと。やっぱりもっと早くに止めておけばよかった。路地裏で男をぼこぼこにしていたとき。門の前で小火ぼやを起こしたとき。屋や敷しきに忍び込んだとき。後悔は限りない。

「そうだ。勘違いすんじゃねえぞ。お前らは王に認められた正式な騎士団なのかもしんねえが──この状況なら、主導権はこっちにある。殺そうが犯そうがそれを見てる奴やつはいねえ」

「……いや、違うぜ、ロンド。まさか騎士団がこんな盗人ぬすつとみてぇな真似まねするわけがねぇだろ？　こいつらはきっと偽にせ者ものだ」

「ああそうだな偽にせ者ものだ。だからどうしようが関係ねえだろ。エルフに女に子供……楽しんだあとは高く売れるんじゃねえか？」

　にやにやと笑う男達が、口々に不穏なことを話し始める。マリアーナは好色な視線が身動きの取れない自分の身体に突き刺さるのを感じた。嫌だ。それどころか尻に誰かの手が伸びてくる。這はい回まわる。嘲るように叩たたく。嫌だ。嫌だ。触るな。

「ふうむ。君きみ達の要望はそれなりに理解できた。とりあえず……話し合わないかね？」

　アリシアはこの状況下でもまったく慌てることなく、肩を竦すくめるようにしながらそう言った。手慰みのように、杖つえ代わりの鉄棒で床をつつくようにしている。

「ハッ。ふざけんなよ。俺の自慢のモノを咥くわえてちゃ何も喋しやべれねえぜ」

「話し合う気はない、ということかな」

「当たり前だ！　前からテメェらは気にくわなかったんだ。兄貴が死ぬのも止められなかったテメェらなんぞ、この街にいる意味はねぇ。潰すいい機会だ！」

「潰すいい機会だ──か。なるほどな」

　とん、とん、と棒の先を動かしていたアリシアの手の動きが、そこで止まり。

　にやりと彼女が笑うのが見えて──

「奇遇だな。私も同意見だ」

　気配が、一変する。

　どこか飄ひよう々ひようとしていた彼女の雰囲気はなりを潜め。

　その華きや奢しやな身体から異様な威圧感が漏出を始める。ただ立っているだけなのに。何か、とても怖ろしいものを、とても危険なものを見ているかのような──そんな感覚。

　空気が自然と張り詰める。

　ああ──捕食者と被捕食者が同じ空間にいれば、そうなるのは、必然だ。

「お前達ギョルン一家はいずれどうにかせねばと思っていた。吝りん嗇しよくのギョルンという二つ名に恥じぬ、狡こう猾かつであくどい金貸しに率いられていた組織。このニルイーストの中に闇金は数あれど、ギョルン一家の商いは特筆すべきタチの悪さだった。顧客のほとんどが最終的には自殺し、あるいは他殺される──どうあれ、ギョルン一家が儲もうける形で」

　アリシアは鉄棒の先端をそっと床から持ち上げた。

　男達もその気配の変化を感じ取ったらしく、笑みを消し、目を細め、あるいは懐ふところに手を伸ばし、これから起こる何かに対処しようとする構え。

「ギョルンが死んだとしても、お前達はその悪のやり方を学んでいるはずだ。そのやり方でしかここで生き続けることができないはずだ。その悪辣を受け継がれては困るのだよ。ぜひとも──ここで絶滅してもらいたいね」

「なんだとォ……!?」

「なにが悪だ、テメェらだって火事場泥棒だろうが！」

「ふむ、私達は確かに悪かもしれない。闇金も悪で、おそらく必要悪だ。だがそれでも──お前達よりはまっとうな悪にやってもらったほうが、私達にとっては都合がいいというだけの話だ。ゴミと臭いゴミが落ちていたとしたら、誰だってまず臭いゴミのほうから片付けるだろう？」

　その一言でついに男達の堪かん忍にん袋ぶくろの緒が切れたようだった。だが荒事にも慣れているのか、一斉に飛びかかるようなことはしない。彼女とコルを包囲すべく、彼らはゆっくりと部屋全体に広がるように歩ほを進め始めた。

　マリアーナの首筋に刃を突きつけている男が鼻を鳴らし、

「この数だ。二人でどうにかできるわけねえだろ、アホか。それにだな、この女はいつでも殺せ──」

「だからこうしたんだ。床が柔らかくて捗はかどった」

「……？」

　アリシアは、なぜかマリアーナと視線を合わせて続ける。

「さっき、得手は別にあると言っただろう？　これさ。私は紋章法のほうが得意だよ」

　再び、とん、と彼女は鉄棒の先端で軽く床を突いた。その言葉と動作で──マリアーナも、男達も、理解する。

　さっきから棒を動かしていたのは。

　この場で床に紋章を刻んでいたのか！

「総体は先鋭、主紋はニグラの花弁、冠はイーリーバースト。銘は〝溶ける〟とあれ」

　そうして、アリシアがこともなげにその紋章の効果を発動させると。

　この二階の部屋の床が完全に崩壊し、誰もが無慈悲な浮遊感に飲み込まれた。




　紋章法──第三賢術。

　それは、騎士団の詰め所の扉に刻まれていたように──何かしらの物品に「力ある意匠」を大気中のマナを混ぜ合わせながら彫り込み、様々な効果を付与する技術だ。たとえば木製の扉に防火の意味を加え、火事対策として燃えにくくしたり。盾に頑強さの意味を加え、さらなる硬度を持った盾としたり。

　この世にある紋章が刻まれた物品の全ては、技術と才能を持った紋章法使いが絵画のような慎重さで作業を続け、一つ一つを手ずから作り出したものだ。

　即すなわち、紋章法はどちらかと言えば製造業の分野に依よった技術であって、今のように目の前で即興的に何かに彫り込んで窮地を脱するために使うようなものではない。

　だから──アリシアは、その意味で言えば、紛れもない紋章法の達人だ。よほどの。信じられないほどの。

（う……私……生きて、る……）

　どれだけ意識を飛ばしていたのだろうか。

　身体の節々に走る痛みを堪えながら、マリアーナは目を開ける。すぐそばにアリシアが立っていた。マリアーナをちらりと見て、

「少し乱暴だったかな。ま、人質からは抜け出せてよかったじゃないか」

「落ちながら手を引っ張ったのは僕だけど。そうしなかったら、弾みで短剣が喉に刺さっていたかもしれない」

　コルも無事なようだ。マリアーナは床に這はいつくばった姿勢のまま、さらに周りを見る。

　当然ながら、さっきまでいた部屋の真下だ。先程の部屋の床、この部屋からすれば天井の残骸が辺り一面に散らばり、積もっている。

　その中で──何人もの男達が、呻うめきながら身を起こそうとしていた。ぎらぎらとした目で。

　マリアーナは絶望的な気分を再び取り戻す。ああ、自分だって生きているのだからそうだろう。普通の人間は二階から落ちた程度で死んだりはしない。得られたものは僅かな怪け我がと、拘束からの脱出と──いきなり二階から突き落とされたのと同じ、彼らの怒りだけだ。

「もう……駄目だ。テメェら、マジで、生きては帰さねぇ」

「ふざけた真似まね、してくれてんじゃねぇぞコラ……」

　その怒気を、やはりアリシアはその細身の身体で受け流す。

「さっきはコルがナイフを捨ててしまったことでもあるしね。そこのマリアーナちゃんが人質状態から脱してくれればそれでよかった。今ならコルが自由に戦える余地がある。この状況から改めて始めるとしよう」

「テメェは馬鹿か!?　床崩したのはテメェだろ、そのガキのナイフなんてどっか行っちまってるだろがァ！」

「あれはもう必要ない」

　ぴくり、とコルがその肩を動かし、アリシアの顔を見上げた。

「アリシア。いいのか？」

「いいとも。さっきその男が言っていただろう？　ああ、そうだ、こいつらと私は実は気が合うのかもしれないな。また同意見を言うことになる」

　ひどく邪悪で、酷薄で。

　それでいて喜悦を感じているような笑みを、アリシアは浮かべて──

「こいつらを生きて帰す気はもはやない。だから……ここからは存分に悪逆を振るうがいい、コルナルド・ナイン」

　自分の服の襟元を大きく引っ張った。

　露あらわになる、彼女の胸の谷間。マリアーナはそこに見る。

　古傷が如ごとき焼き印を。罪人の証あかしを。

　ああ、しかしその形は。

　まるで、けっして人体に刻まれることはないはずの、紋章のような──

「我が名はアリシア・クイッテンエリアリ──王の紋章に誓い、国家騎士法第三特例《悪逆の解放》を宣言する」

「──御意」

　そしてコルがそれに呼応するように、左手の手袋を外し。

　全てが終わる。
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　血臭が漂っている。

　マリアーナ・ガンスロットはその場にへたり込んでいる。立ち上がることはできない。できようはずもない。

（な、なんて……なんてこと……）

　今見たものが信じられなかった。アリシアの姿。コルの姿。意味がわからない。唯一、あれがけっして見てはならないものだったということだけは本能的にわかる。

　自分は何に踏み込んでしまったのか。何に──触れてしまったのか。

　その疑問を置き去りにして、ただ、この空間にいた脅威が全て骸むくろと化しているという明白な結果だけが眼前に映されている。安あん堵どしていいはずなのに、生き延びたという感慨は微み塵じんもなく、どうしてか、息苦しい。動どう悸きが収まらない。

「ん……？　さっきの金庫か。一緒に上から落ちてきたんだな。にしても、ギョルンともあろうものがこんなあからさまな──ふむ。なるほど。わかったぞ」

　普段の姿に戻ったアリシアが、ふと何かを思いついたような顔で、崩壊した天井の瓦が礫れきに交じって転がっていた金庫に歩み寄った。足下から適当に金属片を拾い上げ、その先端で金庫の表面を傷つけていく──紋章法だ。

　そうして床と同じように金庫を破壊した彼女は、その残骸を見て愉快そうに肩を揺らす。

「ほーら、やっぱりな。二重底みたいに、外装と保管室の間に別の空間がある。わかりやすい金庫とその中身は、本当に隠したいものから目を逸そらすエサだったってわけだ……」

　身を屈かがめたアリシアがその金庫の隠し空間を探って取り出したのは、色とりどりの宝石だ。数はそれほど多くはないが、大きさや輝きから見て、

「コル、喜べ。これなら店でご馳ち走そうを食べまくるには充分な収入になるぞ」

「寄り道してるんだ。そうじゃなきゃ困る」

　反射的に、マリアーナは口を開いていた。

「も……問題です。問題です、これは！」

　おかしなものを見すぎて、何もわからなくなったから、わかるものを拠より所どころにするしかなかった。自分の中にある正義。唯一絶対の指針。だから自分はここに来たのだ。ここにいるのだ。それだけは捨て去れない。それだけは誤魔化せない。

「絶対に、いけないことは、いけないのです！　犯罪で、許されないことで、ええ──見過ごせません、告発、告発します！　何なんですか貴女あなた達は、こんな問題だらけの騎士団、あっていいはずがありませんっ！」

　この街は狂っている。

　悪の論理で全てが動いている。

　だからだ。だから、自分達は──

「そうかい？」

　しかしそれでもアリシアは、余裕の笑みで。

「問題というなら、君が噓をついて私達を探っていることも問題だと思うがね？」

　マリアーナは、息を、吞のんだ。どうしてばれている!?

「な、な、なにを……」

「今更誤魔化さなくてもいい。最初からわかっている。今まで一緒に行動していたのは、そしてあえてこんな危険な場所に連れてきたのは──もし君に仲間がいれば、それを誘おびき出だすためだ」

「いないと思うよ、アリシア」

「そうだな。このギョルン一家は本気で彼女を殺しかねなかった。なのに何も動きがなかったということは、本当に独りなのだろう。単独で、我々騎士団に接触してきた。素晴らしい勇気だな」

「いや、あの、私、なんのことだか──」

　地面にへたり込んでいるマリアーナに。ポケットに手を突っ込んだままのアリシアが身を前傾させ、その整った顔を近付けてきた。

「君は賢い。わかっているはずだぞ？　さっきのは我々騎士団の最重要機密だ。それを見せたということは──もう引き返せない、という意味に他ならない。どうあれ、私はもうケリをつける覚悟を決めている。誤魔化しも噓うそも通用しない」

　足が震える。血の気が失うせる。

　コルがゆっくりとこちらに向けて歩ほを進めるのが視界の端に映った。

　つい先程、眼前で行われていた惨劇を思い出す。このぼんやり顔の少年の手が血に塗れていることをマリアーナは知っている。それを見届ける無感動なエルフの視線。屈強な男達の啞あ然ぜんとした断末魔、苦く悶もん、悲鳴。

　──嫌だ。嫌だ。嫌だ。死にたくない！

「ま、待って、待って！」

「ん？」

　お尻で後じさりしつつ、何度も唾を飲み込みながら、マリアーナは必死に言葉を続けた。

「わ、私は、私の立場は、本当だから！　国家財政院所属の、会計監察官！　正式な！　記録にもちゃんとあるし、そう、この街に来たのだって！　私に何か危害を加えれば、絶対に、絶対に、そっちの騎士団の立場も悪くなるわ！」

「ほぉう。立場ねぇ。別に王都の会計監察官がどうなろうとうちには関係ない気もするが」

　このエルフは馬鹿なのか。やはり未開の亜人だ。劣等な非人間だ。

　床が崩れて落ちたせいでほとんどの荷物は失っていたが、最も大事で最も効力を持つものだけは肌身離さずポケットに入れてあった。それを震える手で取り出しつつ、

「見、見せたでしょう!?　この──命令書！　私が、正式な命令でここに来たことを示してる！　紋章王の署名もあるこれを無視するなんてことは──」

「残念ながら、それが偽物なのも最初からわかっている」

「は……？」

　なぜだ。

　その書類は、確かに、あらゆる手を尽くして偽造したものではあるが。

　どうして──彼女が、そうだと言い切れる？

　彼女に見せたのは騎士団に到着したつい先刻のことだ。それからはずっと自分が持っていたし、鑑定も何もする暇は勿もち論ろんなかった。いくら疑わしく思っても、確信はできないはずだ。そして確信できないならば、まがりなりにも王に任命された騎士が、王の名と権威を踏みにじる可能性があるようなことをするはずが──

「どうして、と思っているのかな？　答えは簡単。紋章王ゼルディバッソがその書類にサインをすることはありえないからだ」

　それこそ、どうして、だった。

　意味がわからない。断言できるはずがない。やはりこのエルフは狂っている。

　ああ──だが──この期に及んでも余よ裕ゆう綽しやく々しやくなアリシアの態度が、マリアーナに一つの単純な事実を悟らせる。

　たとえ何も理解できなくとも。たとえ彼女が本当の狂人であろうとも。

　どうあれ、もはや──自分に、逃げ場は、ない。

「実のところ、我々は君が訪れるのを待っていたんだ。ここ最近、なかなかに厄介な騒動に我々は巻き込まれていてね。ほとんどは解決したのだが、嵌はめるべき最後の欠片かけらだけが残っていた。それが君だ。ようやく全てが収まってほっとしている」

　眼前に、さらに大きく、アリシア・クイッテンエリアリの顔。

　ああ、やはり。

　美味おいしそうな獲物を見る獣のような目で。

　遊び甲斐がいのある玩具を眺める子供のような目で。

　笑っていた。
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「さて。悪いが、君の歓迎会の場所を変更させてもらうとしよう。場所は騎士団詰め所の地下一階──ヒオの仕事場たる尋問室だ。楽しんでくれると嬉うれしいね」
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　とはいえ、空腹は放っておいても解消されない。

　別れた団員達もまずはそちらに行くだろう。だからとりあえずの目的地は《山猫の恵み》亭のままだった。その途中の寄り道として、これまで来た道を完全に逆進し、地下室の牢ろう獄ごくに彼女を放り込んでおく。完全に観念したのか、まったく抵抗はなかった。

　それからアリシアとコルは再び、騎士団の詰め所を出て歩き始める。

　この調子では結局、アリシア達が最後に店に辿たどり着つくことになりそうだ。

「あいつから話を聞けば、最後に気になってた『奴やつらの資金の流れ』の疑問点も解決できそうだな。財政院の人間ならその辺りにも関与できるだろう……って、コルよー。そんなに不機嫌な面してるんじゃないよ。約束通り、店に着いたらたらふくご馳ち走そうを奢おごってやるからさ」

「別に不機嫌じゃない。お腹なかは減ってるけど」

「そうかい？　なんだか難しい顔をしてるように見えたが」

「考えていたんだ。どうしてアリシアはすぐに彼女が持っていたのが偽にせの書類だってわかったのかなって。どうして紋章王のサインが偽にせ物ものだってわかったのかなって」

「……」

「それは多分、今まで僕がずっと考えていたことの答えと同じだ。だから──今回のと合わせて考えたら。アリシアが何者なのか、やっとわかった気がする」

「ほう、それは面白い。じゃあ聞かせてもらおうかな……私は何者なんだい？」

　言葉通り、ひどく面白そうにアリシアが唇を曲げながら訊たずねる。

　コルは、ぼんやりとした、感情の読み取りにくい目を。かつては、アリシア・クイッテンエリアリを殺すという目的以外の何も映すことのなかった目を──彼女本人に向けて。

　その答えを、口にした。




「アリシアは──」













　　　幕まく間あい　『事件の終わりの数週間前──あるいは全ての始点』







　──アリシア・クイッテンエリアリという女が何者なのか。

　そんなことはどうでもよかった。

　そんなことを考えろという命令は受けていなかった。

　だからコルナルド・ナインと呼ばれている少年は、夜闇の中、足音を殺して走る。『彼ら』に与えられた胸元のコンパスが指し示す標的の方向に向かっているだけで、ここがどこのなんという街なのかも定さだかではない。地理は『彼ら』に受けた教育の中ではさほど重要視されていなかった。

　重要視されていたのは。来る日も来る日も、教育され続けていたのは──殺し方だ。

　自分が自分であることをいつ自覚したのかなど知らない。時間の感覚などわからない。しかし少なくとも、それ以来ずっと、ただそれだけを教えられてきた。

　だから殺す。

　自分にできることはこれしかなく。

　これをするために、自分は在る。

「──」

　人々が寝静まった深夜、月が雲で隠れた頃合いを見計らい、標的のいる建物に侵入した。実感のないただの知識として判断するに、旅人を相手とする宿屋のようだ。建物自体の戸締まりはさすがにされていたが、対処法はいくらでもある。

　灯あかりの消えた、部屋の中。

　微かすかな一人分の寝息が寝台から聞こえている。丸まったシーツの膨らみと、そこから零こぼれる長い髪。目標は女だ。名前だけは知っている。アリシア・クイッテンエリアリ。それ以外の情報の全てに、いや、あるいはその名前にすらも、意味はない。

　コルはただ殺すだけだ。自我が芽生えてから今までの間に与えられた、全ての教育の成果として。

　そしてコルは左手の〝刃〟を──何十度、何百度も繰り返した訓練のときと同じように。

　寝ているその女の側頭部に深々と突き立てた。頭蓋を貫く手応え。

　と、同時に──違和感。

「……!?」

　コルの左手首が、寝台から伸びた手に摑つかまれている。

　確実に、刃は頭部を貫いている。深々と刺さっている。なのに──

　そのとき、月を隠していた雲が僅かに流れた。月明かりが窓から差し込み、その女の姿を淡く映し出す。

　その女は。

　美しい金髪のエルフの女は──

　コルの刃を頭に埋め込んだまま、彼の手首を摑つかんだまま、むくりと身を起こして。

　ひどく邪悪な顔で、にやりと唇を曲げて、笑った。




「これはこれは。この歳としになって、こんな情熱的な夜よ這ばいを受けるとは思わなかったよ」




　そこで初めて、他人事のように、コルは気付いた。

　刃をこうして彼女の身体に突き入れることは何度も訓練を受けた。それができなかった場合は、そうできるようになるまで機会を窺うかがえと教育を受けた。

　しかし、今の状況のように。

　やったはいいが殺せなかった場合は──どうすればいいのだろう？




　その直後、コルは彼女に何かをされて。

　意識の全てを失った。













　　　第二話　『彼が訪れる一日目』







　ヒオ・マシロストリークの趣味は料理である。

　料理をするのは楽しい。だから騎士団の昼食はヒオが作るのが常だった。厳密には当番制になっているのだが、アリシアもベルガランも億おつ劫くうなことはとことん億おつ劫くうがる性格だし、ローズリリィも人の楽しみをあえて奪うことはしないので、勝手にヒオが支度を始めれば誰も文句は言わない。

　献立を考える。材料を想定する。詰め所の食料保管庫の在庫と兼ね合いを見つつ仕入れの買い物。仲間達の空腹が最大値になった瞬間に完成となるように時間を逆算し、下ごしらえの開始。場合によってはそこで詰め所二階の居住区から寝坊助の団員が降りてくる。

「おう、ヒオ……おはようさん。いつもすまねぇなあ。ふわぁ……」

「別にいつものことだから──ってベルガラン、そのお姫様だっこしてる女なに!?　また女連れ込んでたのね!?　ここには連れ込み禁止って決めたでしょうが、そんなにヤりたいなら外で宿借りてヤりなさい！」

「固いこと言うなよ。じゃあなハニー、今日もいい一日を」

　商売女か何十人目の恋人かもわからない女が、屋内でも帽子を被かぶったままのベルガランと煙草たばこ味の口づけをかわして詰め所から出て行くと、今度はローズリリィがしずしずと階段を降りてくる。

「おはようございます……いつもすみません、ヒオさん。お手伝いしましょうか？」

「いいわよ、好きでやってるんだから。手伝いの代わりに、料理以外に何か仕事があればあたしのぶんまでやっといて」

「悪いが俺はまだ眠い。あいつ、意外にスタミナがあってな。昨夜は連戦に次ぐ連戦で──」

「じゃあローズリリィの仕事は決まったわね。そこのイカ臭い男の目を覚まさせてあげてよ。ひっぱたくとか水をぶっかけるとか」

「承知いたしました」

「おい待て笑顔でにじり寄ってくるんじゃねぇ。お前はいつも本気なのが怖ぇよ」

「本気ですから」
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　そんな声を背後に聞きながら、ヒオは再びリズミカルに包丁を動かし始める。

　料理の楽しさは、食べてくれる人、喜んでくれる人がいてこそだ。自分一人で作って自分一人で食べたのではこうはならないだろう。ここに来て──この騎士団に入って初めて、気付けたことだった。

　そんなとき、詰め所の扉が外から開かれる音。そして聞こえてきたのは、美味おいしい料理を一番食べてほしい恩人の声だ。王都に用事があるとかで一週間ほどこの街を留守にしていたところであり、だからその声を聞くのもずいぶん久しぶりに思える。

「ただいま。皆、いるか？」

「団長、おかえりなさい。昼食ならすぐ……」

　頰を緩めて振り返ったヒオは、アリシアが見覚えのない少年の背を押しながら詰め所に入ってきたのを──そしてその少年が真新しい騎士団の制服を着ているのを見て、

「皆に紹介しよう。こいつはコルナルド・ナイン。王都に行く途中で拾った。今日からうちの騎士団の見習いにする」

　包丁を足下に取り落とした。




　ヒオはソファでくつろぐアリシアに詰め寄りつつ、

「きっ……聞いてないんですけどォー!?」

「今初めて言ったからな」

「そ、それに、なんていうか──アリなんですか？　まだ子供じゃないですか！」

「ヒオとそう変わらないだろう？　それにこの業界、歳としはあまり関係ない。何ができるか、使えるか使えないかだ」

「……こいつに何かできるとは思えないんですけど」

　ヒオは半眼でその少年を見やった。ぼんやりとした顔。背は低く、ヒオと同じくらい。着ている制服は男子用のズボンタイプだが、微妙にサイズが合っていない感がある。髪は無造作に短い。怪け我がでもしているのか、包帯を左手にぐるぐると巻いていた。

　どういうわけか。見れば見るほど──気にくわない気分になってくる。

　何を考えているかわからないぼんやり顔が気にくわない。元々ここにいたベルガランはともかく、自分の生きている半ば私的な場所に見知らぬ異性が入り込むというのが気にくわない。アリシア・クイッテンエリアリという存在と気安く触れ合っているのが気にくわない。

「ま、コルに──みんなもこう呼んでやるといい──コルに何ができるかはおいおいわかってくるだろう。焦あせることはない」

「っ……ベルガランとローズリリィはどうなの!?」

「俺は別に。結局、ここの団長はアリシアだしな。文句つけられる立場じゃねぇ」

「わたくしも、特に異存はございませんよ。お仲間が増えるのは嬉うれしいことです」

　いつものように、ベルガランは怠惰に、ローズリリィは清せい楚そな微笑ほほえみで。

　二人の同意も得られないとなれば、ヒオにこれ以上の武器はなかった。

「それよりヒオー、メシはまだかー？　それを期待して馬車飛ばしてきたんだけど」

　どれだけ文句を言おうが。どれだけ不満に思おうが。

　結局のところ、アリシアへの信頼と恩は、全てに勝るのだ。彼女の意志を真の意味でないがしろにすることなどできるはずがない。

「はぁ……もう少しかかりますから、待っていてください」

　しかし納得はしていないということを示しておきたかった。ヒオはこれ見よがしに大きな息を吐いて台所に戻る。背後から会話が聞こえてきた。

「そうだ、コル。まだメシまで時間があるらしいから、今のうちに風ふ呂ろで身体を洗ってくるといい。言いたかないが、少し臭うぞ」

「僕は気にしない」

「私達が気にするんだよ。これからここで暮らすんなら身だしなみも大事だ──あー、誰か案内してやってくれるか？」

「ではわたくしが。今日はヒオさんのぶんまで働く約束ですので」

　確かにそんな話もしていたが。あんな奴やつのことなんて放っておけばいいのに。いたれりつくせりでいい身分ではないか。手が滑ったふりをしてこの包丁を投げつけてやろうか──

　そんなことを思いながら、先程取り落として床に刺さっていた包丁を引き抜いてちらりと背後を見やると、

「──」

　刹那、コルがくるりと首を回してヒオを見た。視線が合った。

　じっと。ただ無言で。こちらの次の行動を見定めようとしているかのような──

「ヒオ、今日は味付け濃いめで頼むよ。疲れてるからさー」

「……はいはい、わかってます」

　平静を装よそおって、ヒオは再び作業中の料理に向き直る。ローズリリィに連れられたコルが、そのままこの待機室を出て行く気配。

　──なんなのよ、あいつ！

　いつのまにか掌てのひらに嫌な汗がじっとりと浮かんでいて、本当に包丁が滑りそうになった。
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　よくわからないが、身体を洗えと言われたならば洗わねばならないのだろう。

　穏やかでいい匂いのする女に案内されたのは小さな一室。隅には深く広い桶おけがあり、妙な細長い筒のようなものが壁の中から出ている。確か──これは──『奴やつら』に与えられた本の中で、何度か見たことが──何だったか──

「あの。聞き忘れていましたが、使い方はおわかりですか？」

　背後から声が聞こえた。彼女が立ち去っていなかったのは気配でわかっていたので、驚きもせず、

「水がない、と思ってる」

「ああ……やはり。では、少々お手ほどきをさせていただきますね」

　勿もち論ろん、彼女が服を脱ぐ衣きぬ擦ずれの音にも、扉を開けて入ってきたことにも、驚きはない。一人で身体を洗えとは言われていないからだ。

「……」

　入ってきた彼女は身体を隠そうともせず、にこにこと柔和に微笑ほほえんでいた。その身体は自分より丸みを帯びていて、滑らかな肌をしていて、自分にないものがあり、自分にあるものがない。女の身体は不思議だが、それが女の身体だ。本で読んだ通りだ。

「ここに川か湖か井戸があるのかと思っていた」

「まあ、そうでしたか。説明不足で申し訳ありません。この建物には水道が引かれていまして、こうして──ここを捻ひねると、この筒から水が出るようになっているのです」

　身を折り曲げた彼女が壁の摘まみのようなものに手を伸ばし、実演してくれる。言葉通り、筒からどぼどぼと水が流れ始めた。そうだった。思い出した。水道というものだ。そして彼女はあんなものを胸からぶら下げていて重くないのだろうか。尻が突き出された格好だったのでよく見えたがどうしてあそこはああなっているのだろうか。

「夜ならば、火結晶の温水化装置を使ってお湯を出したりこの湯船に溜ためたりもしているのですが──今は水だけですね。すみません」

「大丈夫だ。水があれば洗える」

　出てきた水を手で掬すくって身体にかけていく。冷たい。

「あの……そこの石せつ鹼けんもお使いになられて大丈夫ですよ？」

「……？」

　首を傾かしげて見返すと、さらに彼女の微笑ほほえみが深まった。

「……普段は、お体を洗うのは、どのように？」

「『奴やつら』の気が向いたときだけだった。頻度は知らない。部屋に水の瓶が置かれる。衛生のために汚れを落とせと言われる。長持ちさせるには必要だと。だから僕はそれを使う。それだけだ──」

　そのとき、コルの首の後ろを温かな感触が包んだ。

　……確かに、重いのかもしれないが。その代わりに、どうやらこれは、とても柔らかいもののようだ。初めて知った。

　ローズリリィはそうして、コルの耳元で囁ささやくように、

「差し出がましいかもしれませんが。わたくしが、コルさんのお体を洗うことを、手伝ってもよろしいでしょうか？」

「そういうことをするなとは言われていない。判断は任せる」

　くすり、と彼女の喉が鳴って。

「……はい♪　それではやらせてもらいますね。大丈夫ですよ、慣れていますから」




　他人の手で身体をまさぐられるというのは初めての体験だった。

　床に座らされたコルは、後ろにいるローズリリィの手で身体を洗われている。石せつ鹼けんも使われて頭と身体を泡だらけにされている。これも初めてだ。本にはあったなと遅れて思い出したりもした。石せつ鹼けん。汚れを落とすために使うものだ。いい匂いがする。本に匂いはなかった。

「頭、痒かゆいところはありませんか？」

「全部」

「まあ。洗い甲斐がいがありますね、うふふ」

　頭と身体を洗うことを、何度か繰り返す。どうやら自分はよほど汚よごれていたようだ。いろいろな身体の洗い方があるのだと初めて知った。手ではなくこうして洗ったほうがいいこともあるのか。一人のときはどうするのだろう。

「感想はどうですか？」

「はじめてだから、これが普通なのかどうかわからないけど。なんだか……気持ちいい」

　コルが素直に言うと、

「そうですか、はじめて……なの、ですね……」

　なぜか、唾を飲み込むような音を喉から小さく鳴らして、さっきまでとは違う声の調子で彼女は呟つぶやいた。

　水で泡を流していく。彼女の手はどこまでも優しい。コルの肌を、筋肉を、そっとなぞる。

「意外と……もう、男らしい身体に、なってらっしゃるんですね」

「痛くはない。全部、昔の傷だ」

「……ふふ。古傷のことではなく、肉の付き方といいますか、骨格が……男の子ではなく、もう、男のひとだな、ということですよ」

「そうなのか。誰かと比べたことがないのでわからない」

　数秒の間があって──コルは背中に、今まで以上の、一ひと際きわ大きく温かな肉の重みを感じた。彼女が後ろから覆おおい被かぶさるように抱きついてきている。耳元に感じる吐息。

「この詰め所の二階は居住室となっているのですけれど。意外と壁が薄くて、ですね」

「……？」

「普段はどうということもないですし、その道で生計を立てていた者として、留とどめて流す術はよく心得ているのですけれども。それでもやはり、隣室からの白熱したそれが長く続きますと、ごくごく稀まれに溢あふれてくることもございまして。それが今日なのです。機、というものでございましょうか。申し訳ございません」

「何を言ってるのかわからない」

「そうですね、ええ。では、わかりやすく言わせていただくならば」
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　さらに吐息が近付いた。そして唇が耳朶じだに触れた。ついばむような動きが何度かあって──

　囁ささやき声ごえ。

「今日のわたくしは、ほんの少しばかり、溜まっている……ということです」

　コルの脇腹の横を通って、彼女の白く細い手が伸びてきた。腰骨をなぞるように、ゆっくりとゆっくりと、コルの身体の正面、身体の中心にあるものに向けて、進んでいく──

「……確かめさせてくださいますか？　コルさんのそこも……男の子なのか、男のひとなのか。騎士団内部では禁じられていますけれども。コルさんはまだ見習いですから、おそらく問題にはならない──」

「ワケ、ないでしょうがぁぁぁっ！」

　そしてローズリリィの指先が何かに触れる一瞬前、異変を察したエプロン姿のヒオが風ふ呂ろ場に飛び込んできて、それ以上の秘め事を寸前で食い止めた。




　　　　　　　　　[image: ]




　お気に入りの店のパン。鶏とり肉にくとツァール菜のソテー。不割実レイナツツの海賊風サラダ。

　用意のできた料理をテーブルに並べていく。それはいい匂いだ。ローズリリィとコルは同じ石せつ鹼けんの匂いを漂わせている。それはクソだ。たまにローズリリィもああして暴走するので油断できない。

「その手があったか。ちい、うたた寝してなければ私も一緒に入ったものを」

「入らないでくださいよ！」

「ふふ。じゃあ、ヒオも一緒に入ればいい。久しぶりに背中の流しっこでもしようじゃないか？　ヒオだけじゃなく、この際みんなで仲良く、というのもいいな」

「え、マジ？　いいの？　解禁？　おじさん頑張っちゃうよ？」

「だがベルガラン、貴様は駄目だ」

「おじさん差別はよくないと思いまーす」

　小皿を並べるのを手伝ってくれていたローズリリィが、小さく眉を寄せて、

「ごめんなさいヒオさん、軽率でした」

「まあ……わかってくれればいいけど。気をつけてよね」

「はい。とりあえず、溜たまったらまず一人でなんとかしなければいけませんね」

「いや、そっちの気をつけ方の話はしてないんだけど……」

　心情的にはまったくもって納得いかないが、仲間外れにするわけにもいかない。新参者の前にも小皿をいくつか並べていく。するとその視線が不意にヒオを向いて、

「──与えられた本で読んだことがある。女の水浴びを覗のぞいた男が罰を受けた。どうやらそういうのはよくないことらしい」

「いきなり何よ。当たり前じゃない」

　コルはまっすぐにヒオを見ていた。

　そして、ぼんやりとした瞳のまま。しかし口調はどこか真摯に──

「さっきは……立場が逆だから問題ないと思った。違うのか？」

「違うに決まってるわよ！」

「……よくわからない」

「あっはっは。コルはいちいち言うことが新鮮だなあ。確かに逆は聞いたことがない」

　コルは心底不思議そうに首を傾かしげ、アリシアはからからと笑う。

　頭が痛くなってきた。わからないのはこっちだ……もうさっさと料理の支度を済ませてしまおう。

　今回の主菜は、グツグツと煮立ったクリームシチューだ。作っている最中にいろいろあったが、この鍋自体は会心の出来である。是非みんなに味わって食べてもらいたい。一名を除いて。

　皿はもう各自の前に並べてある。鍋を一旦テーブルまで持っていき、そこでよそえばいいだろう。そうしてヒオはミトンを嵌はめた手で鍋を摑つかみ、その自信作をテーブルに運ぼうとして──

　その途中で、開いた窓から何かが飛び込んでくるのを見た。

　軽い音を立てて足下の床に転がったそれは。きらきらとした輝きの。独特の色合いの。

　──結晶、だ。

　しかしそれは今まさに形を失いつつあった。輝きがその内部から溢あふれようとしていた。結晶法で作られた結晶が、元の姿に戻ろうとしているのだ。何だ。何が起こる。わからない。だが不吉だ。ただひたすらに不吉だ。これは、きっと、間違いなく、やばい──！

「っ！」

　ヒオは本能的に手にしていた鍋を逆さにひっくり返し、中身のシチューもろともその床の結晶の上に覆おおい被かぶせた。直後、視界の端に金髪が閃ひらめく。テーブルナイフを引っ摑んだアリシアが椅子を蹴立てながら凄すさまじい瞬発力で踏み込み、

「──銘は〝頑強〟とあれ！」

　ヒオが被かぶせた鍋の底に簡易的な紋章を刻んだのだ。

　刹那、鍋が内部から突き上げられるように跳ね、隙間から眩まばゆい閃せん光こうが部屋に溢あふれ、耳みみ障ざわりな破砕音が響き──それで済んだのは、きっと、幸運だったのだろう。

「ぐわっ、ちち、あちちちちちち！」

　飛び散ったシチューの一部をどうやらその身体で受け止めてしまったらしいベルガランが無様に飛び跳ねている。滑稽だが見て楽しいものではない。

　ヒオは目を細めて、床に転がった鍋の残骸を見ていた。たっぷりのシチューをクッションにしつつも、そしてアリシアの紋章で強度を高められつつも、大穴を開けてひしゃげている鍋。

　同じものを見下ろしていたアリシアが、

「これだけの反応──ただの火炎結晶じゃないな。もっと瞬間的でもっと破壊的な、火薬……いや……」

「爆薬とか、ですか。つまり……爆弾の、結晶……？　そんなの、今まで聞いたことも──」

「ふん。技術は常に進歩する。最新の結晶技術といったところだろうさ。市井しせいの結晶法使いが見み出いだしたものか、それともまた《リッサ教導団》の新しい研究成果なのかはわからんがね」

　リッサ教導団は、この大陸における文明技術の基礎、つまりは結晶法などの賢術を管理・研究している国家的組織だ。賢術という技術の発展と流る布ふを掲げており、常に最新の賢術利用法がそこでは研究されている。

　どうあれ重要なのは、そんな最新の技術で作られた爆弾結晶が、それを仕入れた人間の手によって、この騎士団の詰め所に投げ込まれたということだ。おそらくは──自分達を害するために。

「ローズリリィ。誰かいたか？」

「いえ。残念ながら……もう逃げたようです。外に怪しい人影はありません」

　ローズリリィの動きも素早かった。結晶が炸さく裂れつした次の瞬間から、窓から外に半ば身を乗り出すようにして、結晶を投げ込んだ犯人の姿を探していた。何か見つければすぐ飛び出せるように窓枠に開いた足をかけ、蠱こ惑わくの太ふと股ももをスカートから覗のぞかせている。勿もち論ろん彼女は清せい楚そに見えるだけであって清せい楚そな人間ではまったくないのでその姿を気になどしていない。もし下着を脱げば犯人が出てくるというのなら迷わず脱ぐだろう。指だって入れて搔かき回まわすかもしれない。

「やれやれだな。実を言えば──ここ最近、街の裏側の有力者が突然吹っ飛ばされるという事件が何件か起きている。あのクソ市長がせっついてくるんで、そろそろ形だけでも調査を始めなきゃならんかと思ってたんだが」

　ヒオはさらに目を細めた。ということは。

「さっきの爆弾結晶と何か関係が？　同一犯ですか？」

「さてね。ま、うちの騎士団もいろんなところで恨みを買ってるからな。悪党どもの抗争のついでに標的にされたって何の不思議もない」

　アリシアは肩を竦すくめながら言い、それから部屋を見回した。

「しかしまあ……余計な仕事を増やしてくれたな」

　結晶の爆発自体はほとんど防いだが、爆風は漏れた。調度品は倒れ、書類は崩れ、食器は割れ、そして部屋中にシチューが飛び散っている。

　ヒオが丹精込めて作った渾こん身しんの出来のシチューが、だ。

　犯人め。殺す。

　こんなことが今までにもなかったというわけではないが、最近はそれなりに落ち着いていたところだった。自分達の治安活動を逆恨みした小悪党どもがこの詰め所を襲撃してくることだって今月はまだ二回しかなかったというのに。

　──やはり、あいつが来てからケチがつき始めたのではないか。疫やく病びよう神がみか。

　コルは今までの騒ぎなどまるで気にしていないかのように、やはりぼんやりと椅子に座ったままでいた。特殊な余興だとでも思っているのかもしれない。

　彼は自分の前に用意されていたスプーンをじっと見ていた。奇跡的なことに、部屋中に飛び散ったシチューがちょうどそこに一掬すくいぶん飛び込んでいたのだ。

　彼はゆっくりとそのスプーンを持ち上げて口に運んだ。もぐもぐと咀そ嚼しやくして、一言。

「うまい」

　勿もち論ろん、それでヒオの溜りゆう飲いんが下がることなどなかった。




　　　　　　　　　[image: ]




「まったく……なんであたしがこんなやつと……」

　ヒオはぶつくさ言いながら街を歩いていた。後ろをついてくるのはコルナルド・ナインとかいう新入団員見習い。信じられないことに二人きりだ。

　ちらりとその顔を見てみると、彼はふと何かを思い出したように、

「そう言えばどこに行くのか聞き忘れた。どこに行くんだ？」

　これだ。自分一人で苛いら々いらしているのが馬鹿らしくなるこの態度。むしろ負けた気分にすらなる。ヒオは溜ため息いきで意識的に気を落ち着けて、

「……一つは買い出し。さっきので駄目になった鍋と夜の食材。それから死ぬほどどーでもいいあんたの私服」

　現在、ヒオとコルは騎士団の制服を身に着けてはいない。ヒオは自前の私服だが、コルはベルガランから借りたぶかぶかの上着だ。先程のシチュー爆発で衣服も少なからず被害を受けていたからである。ヒオは勿もち論ろん着替えはいくらでも持っていたが、コルはどういうわけかあの制服しか持っていなかったらしく──アリシアの鶴の一声で、ヒオが買い物に連れて行くことになったのだ。鍋と食材を買うにはヒオが一番の適役で、そのついでだからというのが表向きの理由だ。いい機会だから親睦を深めてくるがいい、的なにやにや笑いをしていたアリシアの顔を思い出し、再びヒオは人知れず嘆息する。

「それともう一つは、団長からの頼み事。あんたにこの街を案内するついでに、市民登録のために市役所に連れてけってさ」

「それは何だ？　何のために？」

「……あたしだって知るもんですか、市民登録してない市民なんてこのニルイーストには蟻ありほどもいるわ。ま、まがりなりにも騎士団に入ろうって人間がそれじゃ困る、ってことなんでしょうけど」

「よくわからない」

　こっちだってわかるものか。ヒオはそれきり会話を打ち切って街を進む。

　昼過ぎのニルイーストの人混みは多い。老ろう若にやく男なん女によ、様々な人々が交錯している。隣接する大森林の林業従事者、冒険者、開拓者、盗掘者、それらを相手にする店で働く者、そしてそれらの家族──《何もない東》という名前の意味を皮肉るように、ここには活気が満ちている。乱雑で、無限の可能性があり、しかしはち切れんばかりの危険さを常に湛たたえた活気。

　そんな街を歩く中、ヒオは微妙な新鮮さを覚えていた。理由は街の人々の視線だ。

　あまり注目されないという、新鮮さ。

（ほとんど私服で外に出ることはないからね……）

　騎士団の制服は目立つ。だから街を歩けば嫌けん悪おと畏怖と侮蔑の視線からは逃れられない。しかしヒオは騎士団の一員であることに誇りを持っていた。アリシア・クイッテンエリアリの部下であることに胸を張っていた。だからむしろそれは勲章だ。こそこそ制服から着替えて街を歩き、視線から逃れようとする気など起きない。今はたまたま騎士団爆破未遂──というかシチュー爆発事件──のあおりを食ってこうなっているだけだ。

　騎士団のほうは平気だろうか。アリシア達がいれば何も心配がないのは確かだが、狙われているというのもまた確かだ。ひょっとして私服で行けとアリシアが言ってきたのもそれを警戒してのことなのだろうか。アリシアが警戒するとは、今回の相手は意外に危険な存在なのかも──

　などといつのまにか思考に没頭して歩いていたら、一人の子供と出会い頭にぶつかった。

「あ、ごめんな、ねーちゃん！」

　走り去っていくその子供の姿に微妙な引っかかりを感じた瞬間、

「何だっけ──ああ、そうだ。ヒオ」

「ああン!?　あんたに呼び捨てにされる筋合いはないわ！」

　背後のコルが言ってきたので、反射的にドスを利きかせた声で振り返ってしまった。だが彼はいつもの無感動な目で、

「だけど、ヒオって名前だろ。違うのか？」

「……そーだけと。一応あんたは騎士団の見習いで、あたしはずっと前からそこにいる存在なわけよ。まともな思考回路のある人間なら、先輩とかさんとかつけて呼ぶもんでしょうが」

「よくわからない。ヒオはヒオだし、アリシアはアリシアだ」

「それよそれ！　あたしはともかく、団長のことまで呼び捨てに……！　むかつくわ……で、何よ！」

　彼はかくりと首を傾かしげて、

「さっきの子供が君の財布をスっていったようだけど、いいのか？　というのを聞きたかった」

「……。……!?　なーにーィー!?」

　ポケットを探って気付く。そうだ。さっきの違和感はそれだ。自分だって何かおかしいと気付いていた。おそらくコルに話しかけられて気を散らさなければ、即座に身体が反応して子供の襟首を摑つかまえていただろう。

「ああもう、何もかもあんたのせいよ！」

　慌てて辺りを見回すが、先程の子供の姿はもうない。

「どうする。さっきの子供、探すか」

「……探す必要はないわ」

　ふうー、と息を吐きつつヒオは言う。

　まったく、だから私服は嫌なのだ。制服を着ていればこうはならなかった。

「なんとなく、見覚えがある顔だったから」
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　ニルイーストという街は市壁で囲まれているとも言えるし、市壁などないとも言える。

　それはどこまでをニルイーストと定義するかの話だ。厳密な国家内の行政区域、という意味合いならば市壁は存在する。だが市民が住まう場所ということであればその限りではない。

　ニルイーストの市壁に包まれた中心部の外側には、金銭的、あるいはそれ以外の理由で市内に住めない人間達が勝手に集落のようなものを作って生活している区域──外周街アウタースラムがある。その中でも地域によって格差はあった。たとえばより中心街に近いところはほとんど市壁内部と変わらない建物が建ち並んでいたりするが、最も外側では、家畜小屋同然の建物で野宿のような暮らしをしている人々が必死に命を繫つないでいたりする。

　ヒオが向かったのは、ちょうどその中間──全体的には田舎の寒村のような雰囲気を持った、西側の外周街アウタースラムの一角だ。そこには古い教会の設備を改修して使われている孤児院があった。言うまでもなく、この教会が実際に教会としての役割を果たした年月は、建設当初から現在まで全て合わせてもほんの一瞬だろう。神に救いを求める余裕のある人間などここにはいない。この建物の存在意義の大半は、おそらく「崩れていない屋根がある」というだけだ。

「ここは？」

「引退した王都の元・聖騎士サマが、去年ぐらいから酔狂で始めた孤児院。団長の命令で、何回かここには散歩がてら様子を見に来たりしたことがあるのよ」

「そいつはアリシアの知り合いだったのか？」

「違うと思うけど。うちも一応は公的組織だし、たまには慈善事業的なこともしているふりをしておいたほうが都合がいいこともある──みたいな話よ。その相手として対外的にわかりやすいってだけでしょ。こんなゴミ溜ためみたいな街でわざわざ孤児院とか、頭沸いてるとしか思えないわ」

　粗末な木造の小屋が周囲にひしめく中、その教会の周囲だけは小さな広場のようになっている。洗濯物がはためく物干し竿ざお、ひどく薄汚れたボールを蹴り合う子供達。それをにこにこと一人の少女が椅子に座って見守っていた。年齢は十七、八くらいだろう。足が悪いのか、杖つえを持っている。

　彼女の視線がこちらを向いて、

「あら……こんにちは、どちら様でしょう？」

「あんたは？」

「この孤児院のお手伝いをしている青年衆のイリエラです。ジョシュア様にご用ですか？」

　そう言えば以前に来たときも、何人かの青年達が孤児院を手伝ったり子供の世話をしたりしていた。聖騎士と言えば子供達の憧れだ。そのうえ王都での名誉ある隠居生活ではなく、こんな街を訪れて孤児院を開いた。そんな彼を尊敬し、手伝いたいと思う者達が自然と集まってきてできたのがその青年衆らしい。ヒオにはまったく理解できないが。

「じゃあ、あんたもここのガキどものことはわかるわよね。用事があるのは──」

　言いながら、ヒオはそっと目を細めた。教会の扉を開けて今まさに中に入っていく一人の子供の顔が見えたのだ。

　もうその女に対する用事はなくなった。会話を打ち切ってずかずかと歩く。

「あ、あの……」

　杖つえをついた彼女が緩慢に追いかけてくるのを背中で感じながら、ヒオは教会の扉を開いた。当然、コルもついてくる。

　中は簡素で最低限の設備だけを備えた礼拝堂。それなりに広くはある。そこには一人の老人と子供の姿があった。

「じじい、すっげえ噂うわさ仕入れてきたぜ！　明日の昼ぐらいから食糧配給があるかもしれないってよ！」

「ほお、そうかそうか。それならまた皆で並びにいかんとなぁ──ん？　君きみ達は？」

　歳としのわりにはがっしりした体格の老人が、ヒオ達に気付いて視線を向ける。問題は彼と話していたもう一人のほうだった。元気そうな男の子だ。げっ、とこちらの顔を見るなり呻うめいて走り出す。

　そのときコルが、ぼんやりとその様子を見ながら呟つぶやいた。

「ヒオ。僕はアリシアに、ヒオの言うことをよく聞くんだぞ、と言われている」

　一瞬だけ躊ちゆう躇ちよしたが、まあ使えるものは使っておくかという気持ちが勝った。

「じゃあ……捕まえなさい」

「わかった」

　言い終わるやいなや、彼は無造作に長椅子の背を蹴って飛んだ。本当に瞬またたきの間に一気に間合いを詰め、逃げようとしていた子供の襟首を摑つかんで床に引き倒す。馬乗りになって、腰の後ろにある鞘さやからナイフを引き出そうとして──そのコルの手を、皺しわの浮いた手が摑つかんで押さえた。

「まあ待ちなさい。とりあえず話をしようじゃないかね、君」

「……」

　コルはぼんやりとその手の主を見たあと、ちらりとヒオに視線を向ける。

　アリシアが連れてきた人間だからある程度は動けるだろうという予想はしていたが、まさかこれほどの動きができるとは思わなかった。面白くない。加えて言えば、それに動じずに刃を抜かせなかった老人の対処も見事なものだった。こちらは予想していたことではあるが。

「さすがは王都の第一騎士団──王紋騎士団の元聖騎士、ジョシュア・ギリーシンガメン殿ね。体力の問題以外ならまだなんとかなるってことかしら」

「君は……ふむ。ああ、確か、この街の……」

「思い出してほしいのはあんたにじゃないのよねぇ」

　ヒオはそのまま歩ほを進め、コルが乗っている少年に近付いた。見下ろし、意識的に邪悪に、唇を曲げる。

「さあ──あんた。もう一度この顔を見なさい。制服を着てないからわからなかった？　もし着ていても同じことをしてくれたのなら、いい度胸だと褒めてあげてたところだけど」

「あ、ああ……」

「あたしの噂うわさは知ってるわよね。悪逆騎士団の拷問騎士。それが、大事な買い物に必要な財布をスってくれた手癖の悪いガキを捕まえたらどうすると思う？　何をしてあげると思う？」

「あ、あ、ああ、ごめ、ごめんなさい、ごめんなさいっ！　返します、全部返します、だから、ゆ、ゆるしてっ！」

　それで全ての事情を悟ったのか、ジョシュアは悲しげに眉を寄せて呟つぶやいた。

「ダリオ。お前は……」

　そのとき、外で会った杖つえの少女──イリエラも教会に入ってきた。声が聞こえていたのか、顔色を変えて、懸命に近付いてくる。

「ダリオ、あなた、また！」

　とりあえずヒオはダリオと呼ばれている少年の傍そばにしゃがみ込み、その粗末な服の中をまさぐった。自分の財布を見つけて取り戻す。幸い、中身の金は減っていないようだ。

　視線で合図すると、コルが彼を解放して立ち上がる。

　ジョシュアはダリオを立たせつつ、視線の高さを合わせて、

「ダリオ。盗みはいかん。どんな状況であってもだ。前からずっと言っているだろう？」

「ご、ごめんなさい、おれ……」

　イリエラが杖つえをつきながらヒオに近付いてきて、本当に申し訳なさそうな顔で頭を下げた。

「すみません。この子、親がいなくて、小さい妹とずっと二人きりで。だから昔から──生きるために、やっていたらしくて。ここに来てからは、絶対駄目だと止めさせていたのですが。それでも、たまにこういうことが──」

「……知ったこっちゃないわ」

　ヒオは吐き捨てる。

　ジョシュアもこちらに向き直ってきた。悲しそうな──けれども騎士らしい真摯さと潔いさぎよさを湛たたえた、真まっ直すぐな瞳。彼も頭を深々と下げ、

「これはこの子を育てている儂わしの責任でもある。心より謝罪しよう。すまなかった」

「それも、知ったこっちゃないわ」

　ヒオは財布を懐ふところにしまいながら、こちらを見上げて震えているダリオに近付いた。

　私服なので腰に道具袋がない。残念だ、もしあれがあったら実際に錐きりや鋏はさみを彼に見せびらかすこともできただろうに。

「あたしに言えることは一つよ──別にスリも盗みもしたっていいわ。ここはニルイースト、悪徳と背徳の街。そうしなきゃ生きていけないときだってある。でも」

　怯おびえた彼の瞳をさらに覗のぞき込こむようにして、

「悪逆騎士団あたしたちに手を出したなら、あたしは容赦はしない。次にあんたが同じことをすれば、あたしはあんたを拷問するわ。子供だろうが孤児だろうが関係ない。錐きりを瞼まぶたの裏に差し込んでほじりだした右目で直接左目を見せてあげるし、鋏はさみで開いたお腹なかから引っ張り出した腸であやとりをさせてあげる。ああ──安心して、絶対に殺しはしない。あんたは生きたまま、死んだほうがマシだって思うような拷問を受け続けるの」

　追加だ。もっと想像させてやろう。耐えられない言葉で耐えられない絶望を与えてやろう。

　ここで浮かべる表情は、逆に、優しく。

「──それと。自分以外の大事なものを目の前で壊してあげるのもいいわよね。さっきその女の口からいいことを聞いたわ。あんたには……妹がいるんだって？」

「ひっ、や、やめ、いもう、っ、だけ、っ……」

　彼の足ががくがく震えている。目に涙が溜たまっている。喉が引ひき攣つれている。もう一押しで失禁するだろう。慣れている。排はい泄せつ物を排はい泄せつ者自身に還元してやるのは尊厳を打ち砕くためによくやる手だ。さあ、さあ、さあ──

「……もうその辺にしてやってくれんか」

　ぽん、と彼の頭の上に萎しなびた手が置かれた。そのまま撫なで回まわすと、ダリルは我に返ったような顔でその手の持ち主を見上げる。

「それが君なりの、教育上必要な罪と罰の話ということであったのならば、むしろ礼を言うべきなのかもしれんがね。この子も反省しているようだ。二度とさせんように注意するし、儂わしに免じて許してやってほしい」

「教育者になったつもりはないわ。本気よ」

「……そうかね。ならば子供の手前、儂わしはまた言わねばならんよ。盗みがよくないのと同じように、無闇に人を傷つけることもまた、よくない。君の噂うわさは聞いている──拷問というものは、まだ人間という文化が未成熟だった時代に生み出され、そして今もなお続いてしまっているというだけの悪あしき因習だ。すべきではない」

　ヒオは唇を曲げて鼻を鳴らした。

「さすが王都の騎士団出身のヒトは言うことが違うわね。あたしの返事はクソ食らえ、よ。あたしにはそれしかできないし、それがあたしの生き方。こんなゴミ溜ためにいる悪逆騎士団にはゴミ漁あさりの野の良ら犬いぬのような騎士しかいないんだって思っておけばいいわ」

「自分をそう卑下するものではないよ。君はまだ若い。だからこそ……いや、止めておこう。今は年寄りが説教をする場ではないな」

　何にせよ、財布を取り戻してもう用事は済んだ。頭を横に振るジョシュアを残し、ヒオは立ち去ろうとする。するとイリエラが、

「あ、あの、待ってください！　何かお詫わびがしたいのですが……」

「いらないわよ。外周街アウタースラムの人間が金とか持ってるとは思えないし。これから用事があるし、たとえあんたが身体で払ってくれるって言っても遠慮しておくわ」

「用事……ですか」

「買い物と市庁舎に行く。市民登録、ってやつをするらしい」

　彼女と目が合ったのか、コルが平へい坦たんに説明した。すると少女は、

「まあ。実は私も、これから市庁舎のほうに行く用事があったのです。なのでご一緒させていただくのはどうでしょうか。荷物持ちをいたしますので」

　それもいらない、と拒否しようとしたとき、ふっとヒオは思い出した。コルの説明は不充分だ。もう一つ、ヒオには役目がある──コルに街の案内をしなくてはならない。まったくもって心の底からしたくないが、アリシアの命令である。無視はできなかった。

　ならばそこで楽をしてもいいのではないか。こいつ相手に労力を使うのは無駄以外の何物でもない。これ以降コルと一言も言葉を交わさずに詰め所に帰るのが理想形だ。

　ヒオは立ち去りかけていた足を止めて振り向き、

「……こいつはこの街に来たばかりなの。案内をしろとも言われてる──あんた、この街に来て長い？　説明とかできる？」

「は、はい。できます！」

「じゃあそれを適当に任せるわ。むしろ別行動したいけど」

「アリシアには、ヒオについてけって言われてる」

　ちっと舌打ちしたとき、続けて、予想外の声が聞こえた。

「お、おれもいく！」

　先程の男の子だった。あれだけ脅したのに。何か企たくらんでいるのか。と目を細めて睨にらむと、

「さ、さっきは──ごめんなさい。おれも、お詫わび、します」

「どうして？　あたしがまだ怒ってて、暇潰しに今からあんたを拷問するとは思わない？」

「悪いことをしたのはおれだから、仕方ない。謝りたい。でも、謝るのが足りないって、思われるのだけは、いやだ。なんでもする、から。おれにはなにをしてもいい、から。妹だけは……」

　ぎゅっと拳を握って恐怖に耐えながら、それでもヒオを見返して言う。

　意訳すると、ヒオの怒りが彼の妹に飛び火するのを恐れているということだろうか。だから全身全霊で自分の身を捧ささげようと。なんて馬鹿な子供だ。

「ダリオ……えと、ジョシュア様、どうしましょう……？」

　イリエラの視線に、老人は頷うなずいた。

「仕方なかろう──彼女が同行を許せばの話だが」

　コルの相手を任せられる人間は多ければ多いほどいい。そのぶん自分が楽できる。

　ヒオは肩を竦すくめてジョシュアへの返答にした。
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　市庁舎の一室。

　仏ぶつ頂ちよう面づらで書類に判を押しながら、その男は吐き捨てるように言った。

「お前達悪逆騎士団は何だ。俺に迷惑をかけるためだけに存在しているのか？　そしてこれは何かの嫌がらせか？　新しい市民が増えるのはいい。お前らとは、アリシア・クイッテンエリアリとは持ちつ持たれつの関係だ。それぐらいは便宜を図ろう。だが……」

　仕立てのいいスーツに、よく磨かれた靴、清潔に整えられた髪。大きな机に座る三十代半ばほどの男──つまりはこのニルイーストの行政区域としての長、市長タングステン・ストローハットは、意志の強さが感じられるきりりとした目をヒオ達に向け、続ける。

「だがそれが、なぜ幼女じゃないんだ？　なぜそんな可愛かわいくもなければ柔らかくもないオスの若年体なんだ？」

「……僕は非難されているのか？」

「気にしないでいいわよ。こいつの頭がおかしいだけだから」

　変態市長の相手と比べれば、コルと言葉を交わすことのほうがさすがにマシだ。

「このニルイーストの幼女比率を上げるのが目下の俺の目的なんだぞ。公約には掲げていなかったがな。クソッ……俺は市長だ。なぜ思い通りにならない。男は死ね。年増も死ね。そして最後に残るのは俺と幼女だけの夢の街。ひとたびそうなればあとは彼女達が俺の子を産んでさらに幼女比率が増していく。完璧な計画だというのに」

　このニルイーストにおける市長というのは、ある意味お飾りの役職に過ぎない。こうした市民登録などの公的な手続きには確かに行政的な正当性が必要とされるが、実際のところ、この街の運営の九割は公的どころか非合法な闇の論理で動いているからだ。結果として市長も、騎士団と同じ属性の──一応は公的な立場を持ったクズ、に分類される。

　タングステン市長は最後の書類に判子を叩たたきつけてから、ヒオにちらりと視線を向けた。

「残念だ。何度も言うが……君があと数歳若ければな。素質はあると思うのだが」

「昔のあたしがあんたの頭の中で犯されるのは不愉快だわ。それ以上言ったら拷問するわよ」

「ふむ……無む垢くな幼女に拷問される……それもいいな。今夜はそれを試してみるか。二人……いや、三人だな。三人呼ぼう。臨時収入が入ったことだし」

　その机の上には、アリシアから預かり、そしてヒオがさっき彼に渡した金貨がある。まったくの無から市民登録を作るのはさすがにタダというわけにはいかない。

　気持ち悪い言葉をそれ以上聞きたくなかったので、ヒオは判子が押された市民登録の書類をさっと彼の手から奪い取り、適当にコルに押しつけた。ポケットにもぞもぞとしまい込むのを確かめてから、

「じゃあ用事は終わり。買った幼女から変な病気を貰もらって早く死になさい。期待してるわ」

「そちらこそ、早く若返りの薬でも見つけて飲みたまえ。期待しているぞ」




　先程までいた市長室は市庁舎の最さい奥おうにあった。この市庁舎は一般市民が立ち入れる区域とそうではない区域が完全に二分されており、その二つを行き来できる通路も一ヵ所しかない。完全装備の警備員が厳重に見張っているそこを通れたのはヒオとコルが騎士団の一員だったからで、仮に市民がそこに迷い込めば問答無用で叩たたき出だされることだろう。タングステンは有能な変態の小心者であり、自分の身の安全には最大限の注意を払っているのだ。

　屈強な警備員達の視線を受けながら来た通路を戻る。広大な市庁舎の建物の前半分、つまり一般市民も入れる区域は、主に職員達が市民達からの様々な手続き・要望や苦情を受け取って業務を行う場所だ。開放感のある広い空間で、そこは比較的警備も緩く、誰でも気軽に入れるようになっている。

　そのソファに座っていた二人が、戻ってきたヒオ達を見て立ち上がった。

「おかえりなさい、用事はお済みですか？」

「おかえり！　じゃあ行こうぜ、さっき言ったここの鐘楼！　すっげえ高いから、そこに登れば街がぜんぶ見えるんだ！」

「そうなのか」

　ダリオはまだヒオが目を向ければビクリとはするものの、コルとはだいぶ打ち解けた様子だった。ぼんやり顔のコルに対して一方的に喋しやべり、彼が一言二言で返すという感じではあったが、コルのほうも特に嫌そうではない。どうあれコルの相手をしてくれるのならばヒオとしては何も言うことはなかった。

「ええと……ヒオさん、構いませんか？」

「いいわよ別に。あたしも幼女趣味の変態と話してゲロ吐きそうだし。風に当たりたいわ」

「はあ……？」

　タングステンの趣味は一般市民には与あずかり知らぬところである。そもそもイリエラ達が市長という存在を知っているのかどうかも怪しい。

　さらに建物の入り口近くまで戻る。建物に入ってくる人の流れは、そこで大きく二つに分かれていた。一つは先程の業務空間へ。もう一つはそれとは別、入り口すぐ横にある螺ら旋せん階段へ向かう道筋である。

　その階段を上りながら、ダリオとコルが、

「そーいやさ、王様に会ったことあんの？　王様」

「あると思う。多分」

「多分……？　まあいいや、どんなだった？」

「髭ひげが生えてた」

「あとは？」

「年寄りだ」

「うちのじじいと一緒じゃん。偉くなるとみんなそうなんのかな？」

　それを聞いていたイリエラがくすりと吐息のように笑った。しかしあっと気付いたようにヒオを見て、

「あ、その、紋章王陛下を笑ったわけでは──」

「わかってるわよそんなの。どーでもいいわ」

　長い階段を上っていく間、市民達と何人もすれ違う。暇な人間が多いものだとヒオは思った。

　そして最終的に辿たどり着ついたのは──展望台のような場所だ。

　市庁舎の一角が石造りの高い鐘楼となっており、市民達が自由に登れるようになっているのである。展望台の床面積は小さめの広場ほどもあり、頭上には天井と巨大な鐘、側面は手すりがあるだけの吹きさらしで、開放感がある。ヒオ達の他にも十数人の暇人達がいて、思い思いにそこからの展望を楽しんでいるようだった。

「どうだ、すごい眺めだろ！　この街で一番高いんだぜ！」

「ええ、観光名所のようなものなんです」

「飛び降り自殺の名所でもあるけどね」

　事実を告げると、イリエラは軽く非難するような目を、ダリオはやはり危険な獣に怯おびえるような目を向けてきた。無視。

　気を取り直したダリオが手すりから指を差し、あれはあそこであの屋根はあの施設で、などとコルに説明を始める。コルはふんふんと頷うなずいて素直に情報を吸収しているようだ。

「ところであんたも市庁舎に用事があるって言ってなかった？　済んだの？」

「ええ、もう済ませました。大丈夫です」

　イリエラはコル達に視線を向け、ふわりと目元を緩めた。

「なんだか仲良くなっているようで。ありがとうございます」

「だったらあいつをあんたんとこの孤児院で引き取ってほしいところね」

「すみません、それは私の一存では……」

「冗談よ」

　そうしてひとしきり高所の涼しい風の感触を味わい、そろそろ戻るか、と手すりから身体を離したときだった。

　階下に繫つながる階段から次々と人が登ってくることに、ヒオは気付く。一人、二人、三人……あるいは何人もまとめて。次々と、次々と。

　イリエラが小首を傾かしげて、

「盛況ですね」

「いや……みんな、後ろを気にしてるわね。何かあったのかしら。まるで、何かに追い立てられてきたみたいな──」

　答えはすぐにわかった。

「ひっ、ひ、ひぃぃぃっ……！」

　こけつまろびつ階段から現れた中年の男が、この鐘楼に姿を現すやいなや、がくんと頭を大きく振り、口から吐血し、手足をぴくぴくと痙けい攣れんさせる。その男の胸からは、背後から差し込まれた剣の先端が突き出ていた。

　中年男が倒れ──誰かが悲鳴を上げ──そしてその死んだ男の後ろに、髪を逆立てた顔色の悪い男が立っているのがわかった。新鮮な血の滴したたる剣を見せびらかすように振って、

「どーもォ、一般市民のミナサーン。楽しいご歓談中のところお邪魔しますよォ。用件は簡単。ミナサンにはこれから、俺達がたーくさんのお金を手に入れて幸せになるための人質になってもらいマース」

　ヒオはくらりと目眩めまいのような感覚を覚えていた。

　どうしてこんなタイミングで、こんな面倒ごとに巻き込まれてしまうのか。

「ヒオ。どうする」

「どうするって……知らないわよ」

　半眼で、呻うめくように呟つぶやく。男は陽気な仕草で手を広げ、

「ちなみに今の状況を説明しておくと、俺達の仲間はあと十人ほどいる！　完全武装で、今頃下の市庁舎も制圧している頃合いだ。重要人物もそろそろここに運んできてくれるかナー。それを人質に金をもらいたいってわけで、ミナサンにはちょっと我慢してもらうことになるが、ああ大丈夫、退屈はさせない！　ほら、いろいろコーフンすることあるだろ？　ほら、こーいうのとか！」

　男は剣を振るい、先程足下で事切れていた中年男の首をさらに刎はねた。血がしぶき、展望台の床がさらに赤く染まる。その光景に、一人の女性が反射的に悲鳴を上げて逃げようとする。男はにやりと笑って彼女を蹴り飛ばし、倒れたその喉元に剣を突きつけながら、もう片方の手で彼女の胸を無造作に揉もんだ。

「さらにィ……こーいうのもある。血でコーフン、女でコーフン、ウヒヒ、やーわらかーイ。ま、いろいろやって時間潰そうじゃないのォ？」

　こちらは潰せるほどの時間があるわけではないのだが。

　全ての用事を済ませて騎士団の詰め所に帰れるのはいつになるのだろうか、とヒオは溜ため息いきをついた。
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「抵抗はしない！　市民の安全だけは約束してもらおう！」

　ほどなくして、また別の男達に刃物を突きつけられた状態で、タングステンもこの鐘楼に姿を現した。言っている内容は市民へのアピールとしては立派なものだが、おそらく頭の中では年齢制限について厳格な規定を定めていることだろう。

　さっきのボスらしき男が、相変わらず女性の胸を揉もみつつ、

「それはアンタの態度次第だなあ、市長サンよ。まあ大人しくしてな」

「目的は何だ？」

「言ったと思うが、勿もち論ろんカネだ。期限は──二時間後の三時だ。三時までに持ってこなければここにいる奴やつらがどうなるかわかんねぇぞ、と」

　タングステンが眉を寄せて、

「誰がその金を持ってくるんだ？」

「知るかよ」

　男は唇を曲げて、胸を揉もんでいた女性を引っ張って手すりに近付く。そしてくるりと向きを変えさせると、何気ない仕草でその背を強く押した。

　手すりを乗り越えて遠ざかり、落下していく悲鳴。それを見た鐘楼内の人間達の悲鳴。

　それらは遥はるか下方から微かすかに聞こえてきた鈍い音を合図に、どちらも、消える。

　男の表情は変わらなかった。笑みをタングステンに向けたまま、

「それを考えるのはアンタだろ？　ここから下に声を張り上げて状況を説明するのもな」

「なるほど。ここならば人質の処理にわざわざ剣を使う手間が省ける。入り口さえ押さえてしまえば逃げ出される心配もない──それがこの鐘楼を選んだ利点か」

「オッホホォ、余裕の分析ィ。それで優位を保ちたいんだなァ？　わかるよォ。ゴホービにもう一点、ここを選んだ理由を教えてあげよう。知りたいだろう？」

「後学のために是非知りたい。市民の声を聞くのも市長の務めだ」

「この鐘楼には事前に爆薬を仕掛けている。小さいが威力がバカ高い、特殊な結晶だ。三時の鐘が鳴るのと同時に起動する仕組みになってる。もし三時までに誰も金を持ってこないようなら……ここに集められている罪もない市長と市民さん達は仲良くドカンだぜ？」

　結晶。爆薬。ヒオはそっと目を細めた。どこかで聞いたことのある単語だ。

「……なるほど。しかし確認させてくれ。慮外のことであればぜひ一考してもらいたいものだ。もし我々が何もせず、金も用意しなかった場合、君きみ達も一緒に吹き飛ぶことになるのではないかね？」

「お前は俺達をアホだと思ってんのか。ちゃんと俺達だけは脱出できる考えがあるっつーの。あ、今のはわりとあからさまな皮肉と嘲りだったので罰則なー。市長さんの支持率一人ダウーン」

　そうして男は新しくそこらにいた中年男の襟首を引っつかみ、暴れる彼を剣で脅しながら、軽やかに手すりの外に投げ飛ばした。




　──数分後。

　犯人達の要求、自分達の状況。それらをしかめっ面つらで下界に叫び伝えたタングステンは、一仕事終えたと判断されたらしい。よくできましたと拍手しているボスの男の近くから、この場にいる二、三十人の市民達が集まっている場所に移動してくる。

「すみません、皆さん。ひとまず大人しく従いましょう。きっと助けは来ます」

　市民達の救いを求める目を微笑であしらいながら、彼はヒオ達のほうに近付いてきて、その表情のまま罵ってくるという腹話術的な特技を披露した。

「──なんとかしろ騎士団。さすがだな。この無駄飯めし喰くらいめ」

「あんたこそさっきの演説、さすがね。あいつらが金を欲しがってるとは伝えたけど、誰かに金を持ってこいとは言ってない。ニルイースト警察長に伝えろとは言ったけど、どうしろとは指示を出していない。今後の責任問題だけは回避できるような絶妙なクソっぷりだわ」

「黙れ。アリシア・クイッテンエリアリは？」

「そりゃ、さっきのあんたの話が街に伝わったら来るかもね。でも問題は──来るまでにあと何人が空の飛び方を覚えるかでしょ。ついでに言えば、奴やつらのあの余裕……さっきの話にあった爆薬の起爆を早めることもできるかもしれない。団長に限らず、たとえばあの役立たずのニルイースト警察の部隊がちらっと見えただけでここが吹っ飛ぶのもありえる話だわ」

「では、やはりだ。お前達がなんとかしろ。奴やつらはお前達の正体に気付いていない。私服で幸いしたな」

「そのせいで今日は要らない面倒ばかりよ」

「この際だ、金は払う。二度と無む垢くな天使達が抱けなくなることと比べれば、今夜の相手が一人だけになることぐらいは我慢しよう」

「なんとかあんただけ吹っ飛ぶ結末に持っていきたいわ……」

　ヒオは軽くコルの様子を窺うかがった。震えているダリオとイリエラとは対照的に、慌てることも怯おびえることもしていない。こいつがある程度動けるのは承知済みだ。だが──自分とこいつの二人で、この状況が打破できるだろうか？　少なくとも現状では無理だ。人質が多すぎるし、敵の数も何もかもわからない。

「とりあえず情報が足りないわね。あんたは何人見た？」

「市長室に来て俺をここにつれてきたのはあそこにいる男だ。途中に見たのは三人ほどか」

「あそこに三人で既に六人か……ところであんたの護衛はどうしたのよ」

「貴様ら愚民どもがここで人質に取られていると聞いて抵抗させられるか。特にこの市庁舎の中の事件となれば誤魔化しもできん……市民を見殺しにした市長と声高に喧けん伝でんされるわけにはいかんからな。これからの生活のために」

　相変わらずのクズ発言にむしろ感心しながら、ヒオはさりげなく手すりの向こうに頭を出し、鐘楼の外壁の様子を確認した。石造りの外壁にはある程度の出っ張りがある。これならなんとかなりそうだ。

　男達の視線が外れた一瞬の隙をつき、ヒオは素早く手すりを乗り越えて外壁にしがみついた。その間際、ダリオ達がぎょっとした視線を向けてきたが無視する。無視できなかったのは、同じタイミングで同じように外壁にしがみついてきたコルである。

「逃げるのか？」

「そーね。それもアリね。あたし達は、正義のために身を張って市民達を守るのだ、なーんてご立派なお題目で動いてる騎士団じゃない。動くときは全部が即物的な理由で、自分達の利益のためよ。でも」

　ヒオは高空の冷たい風に嘆息を混ぜ込んだ。

「──その即物的な理由で、今はちょっと逃げにくいわね」

「どうして」

「タングステンよ。あんなんでも市長だから。見殺しにして帰ったら『まだあいつには使い道があったのに』って団長に怒られる可能性が、まあゼロとは言えないわ。逆にもしあいつが生き残って解決したら、あたし達が見捨てて逃げたことが広まって団長の立場が悪くなるかもしれない。結局、団長に迷惑をかける可能性は排除しときたいってだけよ」

「ふうん。よくわからないけど、じゃあどうする？」

「……とりあえず、どこかの窓から中に戻って情報収集よ。そっからまたどうするか考えるわ」

　強い風が吹く中、外壁の僅かな出っ張りを辿たどって下に降りていく。鐘楼の塔の中腹にあった窓から中の様子を窺うかがい、慎重に建物の内部に再侵入を果たした。足音を立てずに階段を降りていく──鐘楼の下まで降り、角からこの市庁舎の入り口を窺うかがうと、そこには屈強な男達が四人いた。誰もが物騒な剣を携え、ぴりぴりした様子で外を窺うかがっている。

　四人いては強行突破も排除も難しい。ひとまず建物の他の場所の様子を調べることにした。市庁舎の奥のほうに足音を殺して進む。感じるのは、静けさと──血の臭い。

　下手に逃げようとしたか抵抗したか、何人もの人間がそこかしこで死んでいた。市民と、市長の護衛らしき人間達。鐘楼での出来事を考えれば特に驚きもない。

　そこで廊下の向こうから足音が聞こえてきて、ヒオはコルに目配せして近くの部屋にそっと滑り込んだ。ドアに耳を当てて様子を窺うかがう。近付いてくる足音──さらにもう一つが合流。

「おお、ずいぶん長えトイレだったな」

「へへ……女のほうに入って個室開けたらなんとびっくり、泣くの我慢してるメスガキの便器があってよぉ。思わず使っちまったぜぇ。いやー出た出た」

「マジかよ。俺も行こうかな」

「ワリィな、俺、女は首絞めながら犯すのが趣味なんだ。もう動かねえぜ」

「……まぁそれならそれで。穴が開いてるのは一緒だ」

「うーわ、変態だなお前。ヒヒヒ」

　会話を終え、再び分かれた足音の一方だけが近付いてくる。ヒオは素早く部屋の中を見やった。机がいくつかあるだけの小さな事務室だ。書類棚。雑然とした事務用品。窓はない。ヒオは囁ささやく。

「通り過ぎたら中に」

「……ナイフ貸そうか？」

「必要ないわ。あたしにとっちゃ、ここは宝の山よ」

　足音がドアの前を通り過ぎたタイミングを見計らい、そっとドアを開ける。その隙間から廊下に他の人影がないのを素早く確かめると、ヒオは部屋の中から拝借した鉛筆を、歩いていた男の首筋に深々と突き立てた。

「!?　か……！」

　声は出ない。出るわけがない。ひゅうひゅうと掠かすれた吐息だけだ。コルが男の膝裏を蹴りつけるようにしてバランスを崩させ、その隙に男の身体を部屋の中に引きずり込む。あまり体格が大きな男でなかったのは幸いだった。そしてドアを閉めれば、やることは単純だ。ヒオは鋏はさみで男の足の腱けんを素早く切り、逃げられないようにする。

「ひぁ……が……っ！」

　ほとんどただの肉の塊と化した男の身体を、机の上に載せるように叩たたきつける。

　とりあえず娼しよう婦ふのように足を開いてその身体の上に乗り、体重で抵抗を封じた。ヒオは顔を近付け、男の首筋に刺さったままの鉛筆を指でつつきながら、唇を曲げる。

「いらっしゃい。いい感じに声帯に届いてるでしょ？　悲鳴は出したくも出せないはずよ。ごめんなさいね。でも囁ささやき声ごえぐらいなら出せると思うから、それで我慢してほしいわ。あたしも我慢するから、いっぱい聞かせて」

　状況を理解した男が腰の下で暴れ始める。ヒオは肩を竦すくめ、鋏はさみで大事なところの筋をぶちり。男は目を見開いて、囁ささやき声ごえで悲鳴を上げ、しかしその筋が繫つながっていた肉体の一部分だけをただの肉として胴体に繫つなげている。全部をそうしてもいいが、この仕事は段階が大事だ。

　ヒオは彼の耳元に口を近付けて言った。

「聞きたいのは全部。あんた達の目的、人数、装備、配置。その臭い口から吐き出せる全てよ。安心しなさい、情報料は払うわ──ここでしか味わえない貴重な体験ってやつでね」




　心が閉じる。表情が消える。これは癖だ。

　ヒオ・マシロストリークという存在は、かつてこうであった。だから今もこうなる。

「やめ、え、ひ、おねが、やめ……」

「続けなさい。他の仲間は？」
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　ヒオは部屋にあった定規を使って、彼の中身で梃子てこの原理を実演する。男の肉体がまるで絶頂を迎えたように反った。画が鋲びようは一つ一つが小さいのでいくつかまとめて使う。小さな棘とげは生物に無限の可能性を与え男はまた小便を漏らした。

　慣れている。数え切れないほどの体験と蓄積。それを引き出して繰り返すだけ。

「はな、はなします、から、だから、いたい……ひっ、あ、やだ、あいいいい……」

「続けなさい。意味ある言葉を。悲鳴は飽きたわ」

　書類も使える。紙は薄くどの隙間にも入る。肉と肉の間に肉以外のものがあるという異物感は耐えがたいものらしい。鳥肌が立つことだろう。皮膚というものがある場所においては。宝の山からは使うものの選びがいがある。飛鰐イラーの歯を加工して作られたレターナイフは、上手うまく使えば封筒だけでなく人間も開けられる。高級そうな羽ペンの先端で男が目にしたこともない襞ひだをなぞる。インクの味を舌以外の場所で感じさせる。金属製の留め具は勿もち論ろん、普段は離れている部位を繫つなげて便利にしてあげるのにひどく有用だ。悲鳴。

　心が閉じる。心が閉じる。心が閉じる。

　周りからどう見えているのかは知らないが、ヒオ自身は別に楽しくはない。ただ、できるというだけだ。ただ、やっているというだけだ。行為の是非？　善悪？　そんなもの両親は教えてはくれなかった。両親はただ褒めていた。上手ねヒオ。さあ続けなさい。だが両親は既に死んでいるし思い出したくもない。

　ドアの近くで外を警戒しているコルがちらりと視線を向けてきたのを感じる。表情まではわからない。そうだ、あいつも拷問してやろうかと思っていた。怪しすぎる。突如騎士団に現れた謎の人間。何か裏があると感じる。何を企たくらんでいるのかわからない。自分達の安全、団長の安全のためにはやはり拷問してでも聞き出すべきなのかもしれない。お前は何者だ。

　しかし今は残念ながら、それよりもこの名も知らない男の痛みを聞くほうが大事だった。およそ人間という生き物が出せる全ての体液を垂れ流し、全身の感覚を明け渡し、何もかもを赤子のようにヒオに預けて許しを懇願しているこの男の脳のう味み噌その中身を知るほうが大事だった。

　聞き出していく。この市庁舎に入っている男達の仲間の人数。所持している装備。これからの予定。目的は──やはり金のようだ。単純な話。鐘楼で聞いた、首しゆ魁かいらしき男の言葉と矛盾しない。

　しかし金だけならこんな大それた計画をする必要はないのではないか。この市庁舎で市長達を人質にしてそれを行う利点も確かにあるが、同様に危険性もある。この悪逆の街には他にも権力者や金持ちはいるのだ。なぜここを選んだ？

　答えはやはり彼との正当な取引にて。

「し、支援者が、いるって、ボスは、ひぃぃぃ、そこ、あ、そこはぁ……っ！」

「支援者？　誰？」

「し、知らな、ああああ痛い痛いやめて本当、ボスだけが会って、ほんとうにやめて死ぬ死ぬ殺してくださいああおねがい──いぃぃぃぃぃ！」

　どうやら、その支援者とやらがこの計画を考案し、彼らにその実行に必要な武器と装備を供給したのだという。彼らのボスとの間でどんなやりとりがあったのかは詳しくはこの男は知らない。きっと市長に恨みがある人間なのだろうと想像している。奴やつの敵の多さはヒオも納得するところだ。自分達だってあの変態の味方などではない。けっして。

「ここの鐘楼に金を持ってこさせて……で、どう逃げるの」

　今まで見たこともない、超強力な弩いしゆみがある。それを鐘楼から外のどこかの屋根に向けて撃ち、ロープを張って滑り降りる予定だった。それも支援者がくれたものだ。

「ふぅん。それなら、鐘楼に仕掛けてるっていう爆弾結晶が爆発する時間の間ま際ぎわになっても脱出はできるかもね。ああ──思い出したわ。大事なこと。その爆弾結晶も支援者の提供？」

　騎士団の詰め所にも投げ込まれた最新の結晶。もしもこの犯罪計画に、その支援者とやらに関係があるのならば。その裏を探ることは騎士団にとって避けては通れない。

　しかし男の返答は予想外だった。

「う、噓うそだ。噓うそなんだ。ば、爆弾結晶なんてものは……ないッ……！」

　ヒオは微かすかに眉を寄せる。この言葉は真実だろう。この男は普段は自分の体内にあるモノの味を唇に感じながらこちらを騙だませるような人間ではない。

　ならば、鐘楼であのボスが言ったことはハッタリだということだ。

　……確かに、日々それなりに人ひと気けのあるあの鐘楼に人知れず結晶を仕掛けるというのは、不可能ではないだろうが簡単なことでもない。そしてそこに立てこもって身みの代しろ金きんを要求しようという無法者達にとっては、たとえすぐに脱出できる手段があったとしても、何かの間違いで自分達が巻き添えを食うような状況にはいたくないだろう。そのつもりで思い返せば、鐘楼で見た男達、そしてさっき市庁舎の中で見た男達にも、自分達の頭の上に爆破結晶があるのだ、時間がくれば爆発するのだ、というような緊張感は保ちきれていなかった気がする。

　ヒオは僅かに肩の力を抜きつつ、息を吐いた。

「そう。知りたいことはだいたいわかったわ」

　支援者とやらは怪しいが、あの騎士団襲撃事件と関係があるのかどうかは不明のままだ。この男をこれ以上拷問しても得られる情報はない。

「た、たすけ、おねがい、なんでも──助けて、くれない、なら、殺してくれぇっ！」

「嫌よ」

　まさしく解剖された動物のような様相で机の上に乗っている男を、ヒオは冷ややかに見下ろした。

「私は拷問師で、殺し屋じゃあない。だからあんたは死なない。こんな状態でも、誰かが見たらクソ汚くて醜くてゲロ吐きそうなこの姿でも、もう二度と歩くことも何かを持つことも女を抱くこともできないこの身体でも、あんたは死なない。ま、このままずっと放置してたら、臭いを嗅ぎつけたネズミ達があんたの中身を囓かじって食べてくれるかもしれないけどね」

「ひ、いや、いやだ、ころして……いたい、いたい、ころし、てくれェッ……！」

「だから殺さないってば。これからも人間未満の肉の塊として生きていられることを喜びなさいよ」

　拷問は終わりだ。だから表情を戻そう。

　微笑ほほえむ。

「よかったわね？　あたしに、無抵抗な人間の首を絞めながら犯して殺すような趣味がなくて」
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　これからの方向性が決まったので、とりあえず今までの道筋を逆に辿たどり、つまりは外壁を登って鐘楼に戻った。手すりの下から様子を窺うかがい、人質の市民、その動きを見張っているらしき男、それ以外の男達、その全ての視線が外れた瞬間を見計らって乗り越える。固まって震えていたダリオとイリエラがそのうちにこちらの存在に気付いた。

「ね、ねーちゃん達……！　大丈夫……」

「あーうるさい。騒がずに黙ってなさい」

　状況は予想通りのようだった。何人か床に転がる真新しい死体が増えている。今まさにゲラゲラと笑いながら男達が何かの遊びとして市民を外に突き落としている。ぐったりしている女の尻を抱えて腰を打ちつけているものもいる。

　ある意味では残念なことにタングステンもまだ生きていた。不安がる市民の声を耳元で聞く市長の役を相変わらず演じつつ、

「ふん、血の臭いがするな。下品な野犬だ。何をやってきた？」

「知りたいことを知ってきただけよ。そっちの状況は？」

「外の人間に金を集めて持ってこさせている。払いたくはない。だからなんとかしろ」

「ヒオ。これからどうするんだ？」

「どうするったって……」

　もう三時まであまり時間はない。爆弾結晶がハッタリだったとしても、奴やつらはそれに従って動くはずだ。それまでに金を受け取り、弩いしゆみからのロープで逃げるつもりだろう。手元の刃物か、この鐘楼発の重力でここの市民達を処理してから。そしてそれはもし金が間に合わなくとも変わることはないだろう。

「タングステン。あんたの要求は？　手放したくないものに優先順位をつけなさい」

「第一に俺の生命。第二に俺の金。第三にこの場にいる幼女達の生命。第四がその他有象無象の市民の生命だ」

　タングステンは即答した。

「ま、そんな感じよね。予想はできてたわ。だから戻ってきたんだし──じゃあ、あいつらが油断しているうちに急いで手を打つことにしましょうか」

　ヒオはタングステンに耳打ちし、目立たないように市民達を集めろという指示を出した。彼は眉を顰ひそめつつも、市民達の声を聞くような動きで鐘楼内を徘はい徊かい、集められる人員をじわじわと一ヵ所に集めていく。今まさに犯されているような市民は無視せざるをえなかったが。

　しかしその動きに男達が気付かないはずがない。

「おい！　何してやがる、お前達！」

　視線が集まってくる。タングステンが仏頂面で、

「バレたぞ。当たり前だが」

「いいからあんたはこっちに来なさい。あと一歩。そう、そこ。そこでいいわ」

「何をする気なのかは知らんが、少なくとも死ぬのはお前のほうが先でなくてはならない。盾になるにしろ刺し違えるにしろ、それだけは──」

　言葉の途中で、ヒオはタングステンの胸をどんと強く押して。

　その身体を手すりの向こうに突き落とした。

「なっ──!?」

　驚きよう愕がくの表情がすぐに虚こ空くうに落下していき、見えなくなる。

　市民達に加え、男達も啞あ然ぜんと口を開いている気配。リーダー格の男がぷるぷると震えながら、

「おい、お前、何してやがるッ……ンなこと、市長が、死んじまったら……！」

「身みの代しろ金きんとか払う必要がなくなって大助かりね」

「クソが、イカレてんのかクソ女ッ……いいか、それ以上おかしな真似まねしてみろ。すぐに──」

「殺す？　それともここに仕掛けてる爆弾結晶を起動させる？　やればいいじゃない。ああ、別にあんた達がここから逃げてからでも別にいいわよ。やれるならの話だけど」

「ッ──」

　さて、とヒオは周囲を見回した。次は──まあ誰でもいい。そこらにいた中年男性を蹴り落とす。悲鳴が落ちていく。逃げようとした女の襟首を後ろから摑つかみ、引きずり、命乞いの叫びをうるさく思いながら、ちらりと下を見てからやはりその女にも浮遊感を与えた。

「──ヒオ？」

「面倒は嫌だから言うけど、逃げる奴やつがいたら邪魔しといて。脅しにナイフを使ってもいい」

「……わかった」

　素直に応じられるところがまた不気味だ。信用できないが、性能は利用するしかない。

　ヒオに向けられる恐怖の視線。逃げようとしてもナイフを持ったコルが立ち塞がり、そして逃げたところで出口には男達が待ち構えている。立ち尽くすしかない市民達を、ヒオは次々に手すりの外に放り出していく。男、女、子供、老人。悲鳴、悲鳴、悲鳴。

　次も子供。男。手首を摑つかんで持ち上げ、体重を把握。重心。肉付き。把握。遅れて気付いたがそれはダリオだった。がくがく震えている。

「あら、あんたなの。暴れないほうがいいわよ」

「うそ、うそだろ、おれは、やっぱり財布のこと、許して──！」

「うるさい。死にたいの？」

　本能的にか、身体を跳ねさせて逃げようとしたので、頰を張った。びくっと身体が硬直した隙に──モノのように、彼の身体も、投げ落とす。

「ああ、ああ、ああああああーっ！」

「ダリオーッ！」

　イリエラが顔色を変えて手すりの向こうに身を乗り出す。もうほとんどの市民は突き落としており、彼女が最後の人間だ。

　彼女は下を見て動きを止めていた。だがやがて、涙の浮いた目で、こちらを振り返る。

「あ、あの、まさ、か……」

　怯おびえた目。ヒオは唇を曲げる。

「自分だけ逃げられるとはさすがに思ってないでしょ？」

　イリエラはよたよたと足を動かし、近くの柱に抱きつくようにして額を擦こすりつけた。

「ああ、ああ、その、少し……心の準備を、すみません、そんな……でも……なんと、怖ろしい……」

　心の底から怯おびえた目が、ヒオに向けられる。

「あなたは──何なのですか」

「さあ。悪魔とでも思っておけばいいんじゃない？」

　そうしてヒオはイリエラの肩を押し、その身体にも自由落下の歓よろこびを与えた。




　男達の一人が、手すりから身を乗り出して地上を確認し、わなわなと身体を震わせている。

「兄貴。やべえよ」

「クソ。ヤベエのはわかってる！　なんだあの女！」

「違う。違うんだ」

「あん？」

「落とされた奴やつら。全員──死んでねえ……！」

「ンだとぉっ!?」

　ボス格の男が地上を覗のぞき込こむのに合わせ、ヒオも軽く自分の仕事を確認する。

　石榴ざくろを弾はじけさせた肉塊は、男達が戯たわむれに落としていた市民達の死体だ。ヒオがやったものではない。

　ヒオが落とした彼らは呻うめいている。骨を折り肉を打ち、血ち反吐へどを吐き、苦痛の声をあげながら、それでも──生きている。

「てめぇ、は……」

「男も女も子供も老人も。何人も何十人も何百人も痛めつけるとね……わかってくるのよ。人間ってモノが、どこをどうすればどのくらい傷つくのか。それは道具が《高さ》になっても同じよ。この体重でこの体格の奴やつをこの角度で落とせば、どれぐらい被害が出るかくらいは計算できるわ。とはいえさすがにその道具は不確定要素が多すぎるから、こう落とせば死んでこう落とせば死なない、の見極め程度だけどね」

「だから──突き落としたってのか。ガキも。ジジイも」

「死ぬよりはマシでしょ。どうせあんた達、逃げる間ま際ぎわにはここにいる人間は全員皆殺しにするつもりだったんでしょうし。爆弾結晶がハッタリだとしても、武器を持ったあんた達にとっちゃあ、ここにいた奴やつらを絶滅させることなんてアリの巣穴に水を流すよりも簡単だったわよね？」

「あっ、ボス！　思い出したぜ、制服着てねえからわかんなかったが、こいつ、見たことがある！　悪逆騎士団の──拷問騎士だ！」

「なにィ……？」

　ここまでしたのだ。身元がバレるのも覚悟はしている。

　男達の空気が変わる。困惑から緊張へ。殺意と警戒を湛たたえた視線の圧。武器を構えた男達の包囲。男達の一人は顎をしゃくり、別の一人を階段に走らせる。おそらくさらに仲間を呼ぶために。

　ここにはもう女と子供一人しかいないのに大おお袈げ裟さなことだ。

　だが──ヒオは横目でコルを見た。剣けん吞のんな男達に無数の殺意を向けられているというのに、平然とナイフを構えている。

　これまでの動きで既にわかっていた。正体がどうあれ、こいつは腕が立つ。足手まといになる、生死を気にしなくてはならない一般市民が周囲にいないのであれば、たとえこの人数であっても《一般的な無法者》である目の前の男達とも渡り合えるだろう。さっきと同じだ。気にくわないが、性能は利用するしかない。

「さ、好きにやっちゃいなさい。この状況なら皆殺しにしても文句は言われないはずよ。あたしは真正面からの戦いはあんまり得意じゃないから。任せるわ」

　ヒオが言うと──コルはやはり、どこかぼんやりとした瞳をこちらに向けてきて。

　軽く首を傾かしげるようにして。

　とんでもないことを平然と言った。

「僕には殺せないよ？」

「……なんですって？」
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　剣を手に、男達の一人が飛びかかってくる。素早く身を翻ひるがえしたコルが迎撃──刺すタイミングはいくらでもあったはずなのに、何度かナイフの刃を彷徨さまよわせて、結局は柄つか頭がしらで男の後頭部を一撃。それでは男は戦闘不能にはできない。倒れはしたものの、やがて頭を押さえながら立ち上がる──

「ちょっと……何なのよそれは。手加減？　ふざけてんの？」

「いや。ただ、殺せないだけだ。アリシアが──」

「ふ、はは、はっはっは！　なんだそりゃあ？　騎士団サマよォ……お優しい慈悲的なアレかあ？　俺様達みたいな悪者にも生きる権利があるってかァ？　ありがたいねェ！」

　弱みを見つければたちまちに調子を取り戻すのがこんな男達の常だ。手に手に武器を携えた男達がにやにやと包囲を縮めてくる。

「おーっと、もう無理だぜ。間合い的にもう無理。飛び降りて逃げようなんざ考えるなよ。俺達が捕まえるほうがさすがに早ぇさ」

　ヒオは顔を顰しかめつつ、

「あんた達も、こんなことしてる暇はあるのかしら？　市長が降りたってことは、金を持ってくる奴やつはいないってことよ。市警察が突入してくる前に、今すぐ脱出経路を作って逃げたほうがいいんじゃない？　新型の弩いしゆみでロープを張るんだっけ」

「おーおー、お詳しいねぇ。さすがは騎士団サマだ。そんなのはやろうと思えばすぐできるし──どうせ逃げるンなら手土産の一つでも持って帰らねぇとなぁ。イキのいい女とガキとかよ！」

　下卑た笑い。男達がさらに近付いてくる。

　どこまでできるかはわからないが……やるしかない。ただでやつらの慰み者になってやるつもりはない。腰を軽く落とし、近付いてくる男達を睨にらむ。普段腰に提げている道具袋があれば少なからずできることはあった。あるいはここにいるのが敬愛する騎士団の団長であれば既に奴やつらは全員死んでいる。

　畜生、と思った。貧びん乏ぼう籤くじだ。やはり隣に疫やく病びよう神がみがいる。きっと全てこいつのせいだ。最初から気にくわなかった。陰気な顔で、何を考えているのかわからなくて、畜生、男達が間合いに入ってきて──

　そのとき聞こえてきたのは、大きな大きな、頭の中で反響するかのような、音だった。

　この空間の真上、鐘楼の上部に吊つるされている鐘の音。

　機械仕じ掛かけの大時計と連動して、きりのいい時刻を街に知らせる音。

　今の時刻は、午後三時にはまだ至っていない。

　鳴るはずのない鐘の音が鳴り響き始めた、まさにその瞬間。

　世界の全てを塗り潰すかのような爆音と激震が、ヒオの身体を包んだ。




　顔に何かが当たっている。目を開ける。復活した五感が痛みを訴えてくる。大きな外傷はない──打撲だ。どうやら衝撃に吹き飛ばされ、瞬間的に気を失っていたらしい。

　顔に降り注いできているのは、天井から落ちてくる石材の欠片かけらだった。無数の罅ひび。不気味な揺動を感じる。鳴り止やまない音。今まで立っていた場所から吹き飛ばされはしたが、依然として鐘楼の上にはいるようだ。意識のないうちに落下死するという最悪の状況にならなかったことを喜ぶべきか。

　ヒオは顔を歪ゆがめながら身を起こす。

（は、あ……？　何なのよ。爆弾結晶は本当にあった、ってこと──？）

　あの男が噓うそをついたとは思えない。自分の拷問はそんなことを許さない。ならば──男達も真実を知らなかった、と考えるのが自然だろう。本当に用意していたが、男達には黙っていた。ハッタリの材料だと噓うそをついた。

　──関係者の全てを諸共に始末するために。

（支援者、って言ってた奴やつが。やっぱり──）

　拷問してその存在を聞いたときから、胡う散さん臭くさい立ち位置だとは思っていた。そいつが糸を引いていた、と考えるのが自然だろう。では、その目的は？　こうして悪党共を誑たぶらかし、市庁舎の鐘楼もろとも吹っ飛ばすことに、何の意味があった？

　その支援者とやらは──怪しすぎる存在だ。おそらく最新の技術でのみ生成されるであろう爆弾結晶。それを用意、あるいは簡単に買い集められる人間がそうそういるとは思えない。昨今、街で何件か起こっているという要人の爆殺事件。騎士団の詰め所に投げ込まれた爆弾結晶。それらと関係があるのだろうか？　可能性は高い。もし全てが首尾良くいけばタングステンは吹っ飛んでいた。これも要人爆殺の系譜だとしたら。特に慎重で警備厳重なあいつを殺すために企たくらまれたものだとしたら。全てが繫つながっていて、その支援者という存在が、一連の騒動の黒幕なのか？　何が狙いで、誰が、そうしている──？

　そんな迂う遠えんな思考が許されたのは身を起こしている間の一瞬だけだった。周囲に目を向ければ、激変した状況の情報量が余計なものを頭から押し流す。

　どこに埋め込まれていたのかは知らないが、爆弾結晶はその威力を十二分に発揮したらしい。鐘楼のそこかしこが吹き飛んでいる。ここはもう鐘楼ではなく、ただの瓦が礫れきと破片の遊び場だ。大きな瓦が礫れきに頭を潰している男達の死体。消滅した手すりの向こうにそのまま吹き飛んだ者もいるだろう。

　見ればコルもヒオと同様に悪運強く、落下死の運命からは免まぬがれていたらしい。頭を振って起き上がろうとしている。

「ヒオ。何が……」

「知るもんですか」

　吐き捨てたとき、

「う、おおおーッ！　テメェらッ！　この俺様をコケにッ──」

　背後からあのボスの男が剣を振りかざして襲いかかってきたが、強度を失いつつあった床がその勢いで踏み抜かれ、彼はその開いた穴にそのまま落ちていった。螺ら旋せん階段を使わずに真ん中を降りていくというのは爽快なことだろう。人生で一度きりしかできない体験だろうが。

「ここは──もう駄目ね。崩れるわ」

「逃げよう」

「言われなくてもッ……！」

　立ち上がり、走り出す。悠長に階段などを使っている余裕はないし、おそらく下りている最中に潰れる。頭上から落ちてくる瓦が礫れきの量も、不気味に続く周囲の振動も増すばかりだ。全ては役割を終えた鐘楼の悲鳴に等しい。

　今の男のように床を踏み抜かないように祈りながら、コルと併走するように走る。とりあえず外に出ることだ。瓦が礫れきに押し潰されないようにすることだ。その副産物として甘受しなければならない落下は──損害計算が自分の身体にも通用すると信じたい。

　もう少し。もう少しだ。瓦が礫れきと粉ふん塵じんで視界が悪い。もはや地震のように周囲の全ては揺れ続け、まっすぐ進むこともままならない。それでも進む。でなければ確実に死ぬ。

　前方の手すりはとうに崩れている。このまま飛び降りるしかない。そのために僅かに身を屈かがめたそのとき──

「!?」

　がくん、とバランスを崩してへたり込んだ。違和感は右足。見る。踏み切ろうとした床に穴が開き、足首から先だけがその床に埋まっている。しかも瓦が礫れきが絶妙に嚙かみ合あっていて抜けない。力任せに引き抜こうとする──時間が──もうすぐそこなのに！　この足さえ抜ければもうそのまま外に飛び出せるのに！

　がらがらと崩壊の音は留まらず、大きく、さらに大きく。

　そこで頭上に影の接近を感じた。天井を構成していた石材が。ヒオの身体ほどもある大きさの塊が。アーチを維持することを放棄し、ただ自然の導きのままに落下してきて──

　そこでヒオは、併走していたはずのコルが、いつのまにか進路を変更して。

　瓦が礫れきに足を取られて立ち止まっているこの自分に向けて走ってきているのを見た。

　彼はその助走の勢いのままに踏み切り、しかし外に飛び出すことはなく──その手前にあったヒオの身体に、全体重を乗せた跳び蹴りを両足で入れる。

　筋の捻ねじれる痛みと共に足首が解放され、ヒオは彼に蹴られたその勢いのままに、鐘楼から空中に飛び出した。一方、コルは。

「ちょっ……！」

　浮遊感が落下感に転じるその一瞬に見えたのは。ヒオとは正反対に、崩れゆく鐘楼の内部の方向にその身を飛ばしている少年の──やはり無感情にこちらを見つめる、瞳。

　何を考えているのかわからなかった。わかるわけがなかった。

　今は一刻を、数瞬を争う状況だというのに。そんなことをしたら。ああ、だから。

　致命的な何かが、圧倒的な質量が、数えきれない物量が、鐘楼だった空間を完全に陵辱し始めるのが見えて。コルをその腹の内に飲み込むのが見えて。

　そしてヒオはもはや抗あらがいようもない落下に包まれる。

　その横暴な落下の最中も、地上でそれが悪辣な衝撃に変じたあとも。

　彼の小さな身体が頭上から遅れて飛び出してくるようなことはなかった。
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　なんとなく、そんな気はしていた。

　根拠も理屈も何もなく。ただの勘で、そんな気はしていた。

　夕暮れ──崩壊した鐘楼の跡地。

　怪け我が人にんを運ぶ医療従事者や市警察が忙しく動き回る中、ヒオはそれを見ている。

　瓦が礫れきの中に、大きな鐘があった。鐘楼に吊つるされていた、人一人が入れるほどに大きな、分厚い金属の塊。今は鐘楼の残骸を部分的に下敷きにしており、微妙な不安定さで傾いている。

「……」

　そこらに転がっていた太い鉄の棒を拾い上げ、その僅かに浮き上がっている部分の隙間に差し込む。体重をかけ、梃子てこの原理で持ち上げた。元々重心が不安定だったのが幸い、苦闘の末にごろりと鐘が横向きに転がり、その下から現れたのは、

「死ぬかと思った」

「あんたねぇ……」

　コルだった。いつものぼんやりとした顔で立ち上がり、服の埃ほこりをぽんぽんと払い始める。

　どのタイミングで落ちてきたのかはわからないが、とかくこの鐘の中にいれば瓦が礫れきに押し潰される可能性は低くなると踏んで、咄とつ嗟さに中に潜り込んだのだろう。

「ヒオ、怪け我がは？」

「ご心配どーも。身体の節々はまだ痛いけど、大きな怪け我がはローズリリィに治してもらったわ」

　さすがにこれだけの騒ぎだ。騎士団の仲間達も招集を無視はできず、この現場を訪れている。今は付近でそれぞれの仕事をしていることだろう。

「……？」

「あいつは〝生命法〟使いよ。あんたももし必要なら見つけて頼みなさい。そこらで怪け我が人にん探してうろうろしてるはずだから」

　内容はともあれ雰囲気は理解した、というような空気でコルがこくりと頷うなずく。

　相変わらず、何を考えているのかわからなかった。

　何を考えているのかわからなかったから、気持ち悪くて、聞くしかなかった。

「どうしてあんなことをしたの」

「何が？」

「最後よ。あたしを外に出すためにあんたは中に戻った。あたしを助ける代償に、より死ぬ可能性が高い状況に自分から入っていった。なんで？　この鐘の中に入れば助かる、なんて予定を最初から立ててたわけじゃないでしょ」

「さあ。わからない」

「わからないって……！」

　気持ち悪い。何だそれは。自己犠牲か。聖人とでもいうのか。クソだ。

　苛いら々いらする、苛いら々いらする。

　ヒオはコルを睨にらんで、

「あんたも見たでしょう。あたしは──拷問ができるわ。何だって聞き出せる。何を企たくらんでるの？　あんたは何を考えてるの？　いい加減──」

「ああ。知ってる。でも、先に謝っておくよ、ヒオ」

「……？」

「多分僕は、拷問されても何も喋しやべらない──喋しやべれない」

　コルはまっすぐに、ヒオの目を見返していた。そうすることしか知らないというように。

　曇りのない、子供のような瞳で。

「僕には何もないから」

「っ──」

「昔の記憶もない。気付けば僕は《部屋》で訓練されていた。暗くて閉じられた場所だ。声だけが聞こえる《奴やつら》の指示でいろいろなことを学んだ。学び終えたら仕事をすべく初めて外に出された。だけど失敗した。そのあとのことは学んでいなかった。だから──何もないんだ」

　平へい坦たんで、感情のこもらない、本を読んでいるかのような言葉。しかしそれはどこまでも純粋に、限りなく、彼らしいと思ってしまった。

「何をすればいいのか、何をしてはいけないのか。教えられていない僕は知らない。だけど僕はアリシアに拾われてここにいるんだから、彼女の命令は聞こうと思う。さっきのは……アリシアに『ヒオのことを頼む』って言われたからかもしれないけど、わからない。だから──もう一度言うけど、わからない。君を苛いら々いらさせたのなら謝る」

　何もない。何もない。

　何も、なかった。あのときの自分も。

（……）

　それまでの自分というものがあって、それはひどく単一的な色だけに塗り潰されていて。

　けれどそれが突然に拭われたなら──はたして人は、どう生きようとするのか。

　それまでの色を思い出す？　忘れようとする？

　自分は──結局、忘れることはできなかった。生まれたときからのそれは自分の根幹を浸食し、犯し、染め上げていた。だから逃れられなかったのだ。人体の苦痛を玩がん弄ろうするという行為からは。

　彼にとってのそれが、手中のナイフなのか。暗殺者のような動きなのか。

　ヒオは大きく息を吸い、そして吐く。

　畜生。やっぱりだ。むかつく。好きになれない。

　わかってしまった。

　こいつは自分と同じだから──だからこそ、好きになれない。

　いい飼い主に引き取られて、初めて幸せを覚えた野の良ら猫ねこは。そのあとでまた飼い主が拾ってきた二匹目の野の良ら猫ねこに威嚇する権利ぐらいはあるだろう。二匹目が来たとしても、変わらず撫なでて欲しいから。

　そう──こんなふうに。

「おーおー。二人とも無事か？　無事みたいだな。よかったよかった」

　ふわり、と頭に手の感触。

　ヒオの頭をぽんぽんと撫なでながら、アリシアは笑っていた。

　無条件にほっとする、世界で一番信頼できる人の笑顔。

「事情は落ち着いてからまた聞くさ。いつまでもここに残ってると、タングステンの野郎にまた余計な仕事を押しつけられかねん。義理は果たしたし、帰ろうぜ」

「……そうですね」

　でもまあ、いいか、と思った。

　この人は──なんというか、器が大きい。大きすぎる。二匹の猫を同時に撫なでることなど朝飯前だ。もう片方の手で新参者の頭も同時に撫なでている、今のように。

「でも、団長は先に帰っておいてください。あたしはまだ鍋と夕食の買い出しが残ってるので」

「お、そうか？　ならそうするが。荷物持ちは──」

「一人いれば大丈夫です」

　アリシアはにやりと唇を曲げて笑い、最後にぐしりとヒオ達の髪を搔かき回まわして去っていった。

　ヒオは腕組みでコルに向き直り、先輩としての威厳と威圧感と込めた目で、

「──行くわよ」

　死地から生還したばかり？　知るか。こんな奴やつ、こき使ってやる。

　先輩は後輩を好きにこき使うものだろう。知らないけれど。

「じゃあ行こう……ちなみに、夕食は何を作る？」

　ヒオは口をへの字にして答えた。

「決まってるでしょ。昼と同じシチュー。リベンジよ」

　あんな一口だけで、この自分のシチューの美味さがわかった気になられてたまるか。













　　　幕まく間あい　『市庁舎襲撃事件の直後』







　タングステン・ストローハットは病室のベッドの上にいた。罅ひびの入った左足は石せつ膏こうと包帯で固定されて吊つられている。その他にも（あんな高さから蹴り落とされたのだから当然だ）大怪け我がを負ってはいたが、それは第四賢術《生命法》──精気を他人に分け与えて治癒を行う技術──を会え得とくした、民間の雇われ治療師の手によって既に治されていた。なのに左足の負傷だけをまだ残しているのにはいくつか理由がある。治療師に払う代金の節約、あえて名誉の負傷を市民に示すことによる人気取り、久々の休暇の理由付け、それからいくつかの個人的な事情。

　とはいえ完全な休暇にはならないところが人気者の市長の辛いところだ。タングステンは部下が作成した事件の報告書をめくる。

　死者は総勢二十五名。犯人の一味が十二人、あのとき市庁舎にいた市民と職員が十三人。ヒオ・マシロストリークに鐘楼から突き落とされて死んだ人間はいない。生命法使いである騎士団の女が無償で治療していったため、ほとんどが既に退院している。なぜかタングステンだけはその対象に入らなかったようだが。クソめ。こっちも勝手に治してくれれば無駄金を市井の治療師に払わずに済んだのに。

　犯人一味について。最近この街に流れてきた犯罪者集団、ドルドーン団。規模、背景ともに、この街では特筆すべきこともない普通の悪党達だ。そんな普通の悪党達がこのニルイーストでやっていけるはずもなく、一いつ攫かく千せん金きんを狙っていたようだという噂うわさがある。

　だから、なのか。

　だから市庁舎に乗り込み、市民と市長を人質にして、大金をせしめようとした？

（ふん。気に食わんな……）

　きな臭い。実にきな臭い。奴やつらに装備と計画を準備したという支援者の存在。鐘楼を吹き飛ばした爆弾結晶と、最近街を騒がしている有力者襲撃爆破事件との関連性──何かが起こりつつある予感。

　だが、それは自分には関係のないことだった。

　自分は市長ではあるが、この街を守ろうという気は微み塵じんもない。治安維持？　最低限自分の身の安全が守れればいい。それ以上は全て余剰だ。

　市長という立場であっても、業ごう腹はらなことに、このニルイーストという蛮ばん都とを支配しているわけではない。手を届かせることのできる影響力は全体の何割かといったところだろう。逆に言えば──市長ですらその程度なのだ。それだけこのニルイーストという街の権力関係は複雑で、危険で、闇が濃い。

（それがどうした。どうあれ、俺自身が吹っ飛ぶという結末にさえならなければどうでもいい……）

　今後は自分だけの手足となる私兵のようなものをさらに雇おうと決めていた。ただしそれも、名目上は街の平和を守る特殊部隊ということにしておく必要はある。名前はシティキーパーとでもしておくか。実際の治安？　それこそ、騎士団どもを適当にせっついていればいい。それで終わりだ。

　タングステンは興味をなくした報告書をそこらに放り投げた。

　時計を見上げて、じっと待つ。

　病室での暮らしは基本的には退屈だ。しかしまだ退院するわけにはいかなかった。

　ここでしておかなくてはならないことがあった。ここでしか──できないことが。

　予定の時間が訪れ、病室のドアがノックされる。

「……どうぞ」

　タングステンが声をかけると、病室のドアが開いて、

「えと……おちゅーしゃのじかん、ですよ！」

　白衣を着た幼女が天使のような笑顔をこちらに向けて言った。

　うむ。実際の病室でしかできない遊びというのはある。消毒薬の匂いが幼女の甘い香りをより引き立たせている。

　タングステンはにこりと笑い、両手を広げて彼女をその腕の中に招き入れた。

「ふふ……そうだな。俺が君に、とっても気持ちいいお注射をしてあげる時間だ」













　　　第三話　『彼が訪れてから一週間後』







　四日前に知り合った、現在七人目の恋人であるレイエリス──レイリエスだったか？──は、長い黒髪に、よく日焼けした健康的な肌と豊満な乳房を持った女だった。

　そんな彼女との一戦を終えて、ベルガランは柔らかなベッドの上に身を横たえている。煙草たばこにマッチで火をつけて煙を吸い込む。胸板の上に乗っている、彼女の乳房の重みが心地良い。

「んふふ……」

「何笑ってんだ、レイ」

　彼女はベルガランの帽子を軽くつつくようにして、

「外さないのね、それ。別に顔が全部隠せるわけでもなし、脱げばいいのに」

「わかってるだろ？　おおっぴらに人に見せられるような顔じゃあない。傷跡がな」

　彼女はくすくすと笑う。その振動で乳首同士が擦こすれて、再度やる気が湧いてくる。

「〝醜悪騎士〟様としてのイメージ作り？　私、前に事故で顔全体を火傷やけどした人を見たけど、そっちのほうがよっぽどひどかったわよ」

「はは。そう言ってくれるのは君だけだよ。だから──ありがたいな。出会ってくれて」

「え？」

　口を彼女の首筋に寄せて、軽くついばむ。

「俺に価値を見み出いだしてくれて、ありがとう。まるで君はイ・ゼリマ・ゼルムの聖女王だ」

　大おお袈げ裟さな比喩をしたためか、彼女はぷっと吹き出し、それから子供のようにけたけたと笑った。途端、横の壁がどんと叩たたかれる音。ここは集合住宅の一室だ。隣室の住人は神経質な若い男で、よく物音に文句を言ってくるのだとレイは以前に話していた。

「ああ、隣は気にしなくてはいいわよ。いつものことだもの。で──何よそれ？　私が聖女様？」

「本心だ。本当に、君は心も身体も綺き麗れいすぎる。醜悪な俺が触っていいものか迷うくらいに、な」

「今までにさんざん私を汚したくせに。身体の中も、外も」

　彼女はくすくすと喉を鳴らしながらそう言って、ゆっくりと身を起こした。身体をずらしてベルガランの上に乗り──さらに足を広げて、跨またがるようにする。

「でも、女はね。いい男になら、いくら汚されたって気持ちよくなれるものよ」

「こんな醜悪な男でも？」

　ベルガランがにやりと唇を曲げて言うと、女は手探りで自分の下半身に何かを導きながら、

「貴方あなたは今まで私が出会った中で、一番醜悪で、一番危険で、一番魅力的な男だわ」

　そしてベルガランが自分の剝むき出だしの部分に湿り気を感じたそのとき、ドアの外でノックの音がした。口をへの字にして彼女は動きを止める。ベルガランが肩を竦すくめると、彼女はシーツを身体に巻いてから、のしのしとドアに向かった。

「何よ、文句があるんなら──あら？」

　しばらくの間があって、首を傾かしげながら彼女が戻ってくる。その手にはバスケットがあった。側面には何か店の名前が書かれているようだ。

「誰もいなかったけど、これが置いてあったわ。近所のピザ屋の配達ね……ベルガラン、頼んでくれてたの？」

「いや？　覚えはないぞ。君が……」

　そのときベルガランは鼻孔に匂いを感じた。バスケットの中からだ。

　香ばしく焼けた生地とチーズの香ばしい匂い──ではない。

　火薬の匂いだった。




　轟ごう音おん。

　建物全体を揺るがすようなそれを、ベルガランは隣の部屋で聞く。拳で壁に開けた大穴経由でお邪魔した隣室はひどく物が散らかっていた。元々そうだったのか、今の爆発の揺れでそうなったのか、あるいはベルガランが壁の穴をこちら側から塞ぐために強引にこの部屋のベッドを持ち上げて壁に投げつけた行動のせいかは定さだかではない。ともあれこの部屋の住人たる若い男は壁に耳を押し当ててズボンを下ろした姿で、ベルガランが肩に担かついでいるレイの生尻を呆ぼう然ぜんとしたように見やっていた。レイもその状態のまま、

「な……なに？　なんなの？」

「この状況からは二つの真理が見えるな。どちらも既にわかっている話だが。君がとても魅力的な女だったということと──やはり俺が危険で魅力的な男だったということさ」

　縦になって壁の穴を塞いでいたベッドが、今頃、ぎぃぃとこちらに倒れてくる。そしてその壁の穴の向こうに見えたのは、元いたレイの部屋の、予想通りの光景だった。

　それを見たレイは、静かな口調で、

「……ねえ。私の部屋が滅め茶ちや苦く茶ちやに吹っ飛んでる理由を教えてくれる？」

「繰り返すが。俺が危険で魅力的な男だったということさ」

　彼女はゆっくりと息を吸って、そして吐いた。つまりは一つ大きな深呼吸をしてから、

「ベルガラン、二つお願いしていい？　今すぐ私を肩から下ろして、このマスカキ小僧にオカズを提供するのを止めて」

「お安いご用だ。もう一つは？」

「私と別れて。もう二度と会いに来ないでね。このクソ迷惑なクソ野郎」
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　ローズリリィは街を歩くのが好きだ。

　すれ違う多くの人々、その一人一人にそれぞれの人生があるのだと考えると、その多様性がひどく尊いもののように思えてくる。ばらばらなものがばらばらなまま、しかし同じ場所に放り込まれている街。ここでは何もかもが許容されている──自己責任という名の呪文でもって。好きに生き、好きに死に、好きに笑い、好きに泣くことが許されている。

　枠などない。それぞれが勝手に抱くニルイーストという概念だけが、この蛮ばん都とを形作っているのだ。だからこの街には活気があった。あるいは王都ゼルディバッソ以上に。誰かが殴り合いの喧けん嘩かをする音も、誰かに何かをされた女性の悲鳴も、代金で揉もめて怒鳴り合う店主と客の声も、活気は活気だ。

　そんな喧けん騒そうの中、いつもの穏やかな表情でローズリリィが歩ほを進めていると、ふと目の前に小さな影が現れた。大きな花束を抱えた、男の子供だ。

　彼は小首を傾かしげるようにしながらローズリリィを見上げて、

「おねーさん」

「はい。どうかなさいましたか？」

　ローズリリィはにこりと笑い、腰を屈かがめて彼と視線を合わせた。彼は花束を差し出しつつ、

「これ、おねーさんに渡してほしいって。頼まれたんだ」

「あら。そうなのですか。どなたに？」

「知らない男の人。もうどっか行っちゃった」

　ローズリリィも軽く周囲を見回してみるが、それが誰かなどわかるはずもない。とりあえず配達人の役目をしてくれたこの子のためにも花束は受け取っておくことにする。現役のころは道端でいきなりお得意様に土下座されて求婚されることも珍しいことではなかった。それに比べれば可愛かわいいものだ。

　ローズリリィは彼が差し出してきたその花束を受け取るべく手を伸ばしつつ、

「まあ。綺き麗れいなお花ですね。これはとっても──」

　そしてローズリリィは、その色とりどりの花弁の隙間に、硬質に輝く何かの煌きらめきを見て。

　彼の手から花束を受け取る代わりに──

　右足を高く持ち上げて回し蹴りを繰り出し、その花束を真横に大きく蹴り飛ばした。

　花束は盛大に吹き飛んで、横手にあった建物の窓から中に飛び込む。回し蹴りを髪にかすめさせた男の子はきょとんとしている。

　振り切った足を地面に戻す時間すら惜しい。ローズリリィは空中にあった足をそのまま彼の肩に乗せ、同時に軸足の左足も持ち上げて逆の肩に乗せ──つまりは両の太ふと股ももで彼の頭を挟み込むようにしつつ、背筋を反らしながら思いきり後転した。彼の身体をその場から引っこ抜いたような形だ。元・高級娼しよう婦ふたるもの、この程度の体術などできて当然である。角度によっては脳天をそのまま地面に叩たたきつけるようにもできるが、勿もち論ろん今はそうしない。

　太ふと股ももで挟んだ彼の身体と一緒にごろごろと後転して、花束が飛び込んだ建物から間合いを取った瞬間──

　爆音がして、その建物の中から衝撃が溢あふれた。飛び散る硝子ガラス。吹き飛ぶ小物。怒号と悲鳴。

　ローズリリィは軽く小首を傾かしげて考える。

　──どうしよう。まあいいか。まあいいということにさせてもらおう。不可抗力だし。確かあの建物はあまり評判のよくない、あくどい運送会社の事務所だった。アリシアが「いつか潰すリスト」に入れていたような気もするので、期せずしてそれを先取りしてしまったと考えればいいだろう。

　ローズリリィは地面に座っている自分の姿を見る。

　半ばめくれ上がっているスカートの下、頭を太ふと股ももに挟まれたままの、そしてこちらの股間に鼻を押しつけたままの、先程の男の子がいた。目を白黒させて──さらには頰を赤くしている。その鼻息をこそばゆく感じながら、ローズリリィは優しく彼の頭を撫なでて言った。

「綺き麗れいなお花、ありがとうごさいます。お返しに、こちらのお花の愛めで方を教えて差し上げたいところですが──さすがにまだ早いと思いますので。もう少し大人になってから、またいらしてくださいね？」
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　単純に考えれば。

　騎士団は本気で狙われている。

「つってもまあ、ウチだけじゃない。他のところも結構やられてるんだけどな」

　騎士団の詰め所の中。最新の報告書をペラペラとめくりながらアリシアは言う。

　窓のほうをちらりと見やり、ヒオが、

「最近、どうにも街が騒がしいのはそのせいですか。ちなみにどこが？」

「まずは個人。『リッツ・デルグリエ』『大食らいのプリンマン』『ザ・クリーン』。こいつらは爆発で死んだ。『ヴァリアーノ観劇団』はボスこそ無事だが、アジトが吹っ飛んで幹部の人数が半減。『九人のシーツンズ一家』はよりひどい。生き残ったのはボスである父親だけ。激げき昂こうして犯人を捜して街で暴れた結果、市警察に粛清されて死んだ。『まごころの運び屋ボグラ』は──」

「あ。えーと、それは、わたくしの関係で。不幸な事故のせい、といいますか……」

　ちょいと手を上げたローズリリィを見て、アリシアは肩を竦すくめる。

「不幸な事故で壊滅状態、と。ま、ローズリリィが何かしなくても、ニルイーストで少なからず名が知れてる闇組織は攻撃対象になっていておかしくない。時間の問題だったさ」

「名が知れてる闇組織、ねぇ……お？　おじさん、一つ心当たりがあるぞ？　公的機関っぽくもあり、しかしずっぽりこの街の暗部に頭を突っ込んでるような、だからこそ他のどこよりも悪目立ちしている組織が。ちなみにそこには美女とイケメンしかいないことで有名だ」

　ぷはーと煙を吐き出しつつ、皮肉げに言うベルガラン。よくわかっていないコルが「？」と首を傾かしげ、それにヒオが阿あ呆ほうを見るような目を向ける。

　アリシアは報告書をテーブルに投げ捨てつつ、

「その通り。だからこそ、だろうな。ベルガランもローズリリィも狙われた。私もさっき坂道の上から乳母車が滑り落ちてきて、避けたら下で爆発した」

「受け止めねぇのかよ……」

「空っぽだったからいいじゃないか。というか前に似たようなことがあって、受け止めたら『子供にエルフ菌が移る』と母親に罵られて損害賠償を請求されそうになったんでね。助けを求める声が無い限り触らないようにしている」

「アリシアさんにもそんな出来事があったとなりますと……やはり、我々は？」

「うむ。ま、重点的に狙われていると見て間違いはないだろう」

　アリシアはヒオとコルを見やる。鐘楼の爆破で幕を閉じた、市庁舎の立てこもり事件。あれも騎士団の人員である二人を狙ったものだったのだろうか？　いや、二人があそこにいたのは偶然だから、おそらく根本的な狙いは市長タングステンの殺害だろう。無論、もし二人の存在に気付いていたのであれば、これ幸いとばかりに意図的に巻き込もうとしたのだろうが。

「さて、では賢明なる団員諸君に質問してみよう。我々、そしてこの街の有力者達を吹っ飛ばしたいと思っている犯人に心当たりは──」

「ありすぎて全然わかんねぇ」

「ありすぎてわかりません」

「ありすぎてどうもお力には」

「ありすぎてわかんないよなぁ？」

　コル以外の全員が声を合わせてそんなことを言った。アリシア本人すらも言った。

「……というわけで、なんか変なヤツが我々を狙っているかもしれないので各自充分に気をつけるように、と。話は以上だ」

　そこでコルが珍しく発言してきた。一人だけ黙っていたのが寂しかったのかもしれない。

「何か対策は取らないのか？」

「対策っつってもなぁ。敵の動きはなかなか巧妙だ。敵に繫つながる証拠は何も残してくれないし……まだ情報が少なすぎる。とはいえ、しばらく待ってりゃ私達以外の場所での被害が増えて、少しずつでも情報は集まっていくだろう。下手に動いてこっちが隙を見せるのも馬鹿らしいし、今は待ちの一手さ」

「わかった」

　素直なコルの返事に、ベルガランが新たな煙草たばこに火をつけながら苦笑いする。

「そいつは、うちは他の被害を止める気がねえって意味なんだが。子供の教育によろしくねぇなあ」

「何を言う。依頼も要請もないのに動いてたまるか。タダ働きはこの世で一番の罪悪だ、動くなら金を取れ、という真理を示している──実に教育的だと思うぞ」

「逆に言えば、御奉仕しているときはそれでお金をいただいていることを忘れるな、ということですね。わたくしも見習い時代はよく言われたものです」

「なんか話がずれてるわよ！」

　そんなときだった。詰め所のドアがノックされる音。

　瞬間、すっと空気の温度が下がるような感覚。誰もが目を細めて、すぐに動けるように身体を準備する。

　ドアの向こうにいる人間は、この街のルールや自分達騎士団についてそれなりに慣れているようだった。今の状況でここに勝手に入るのは無用な危険を招くだけと知っているのだろう、ドアは開けないまま、声だけを届かせてくる。

「──よろしいでしょうか、騎士団の皆様。お仕事の依頼があるのですが」

　その聞き覚えのある声に、アリシアは口をへの字にする。

　たった今話していた理屈からすると。

　仕事の依頼とは、つまり、動く必要があるかもしれない面倒事という意味だ。
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　騎士団を訪れたのは二人の人間だった。

　案内されたソファに座ることなく、その横に油断のない姿で立っているのは二十代ほどの若い男。ぴしっとした身なりで、顔には片眼鏡をかけている。腰には鞘さやに入った細剣。その立ち姿、視線や注意の配り方から、それが飾りではないことは充分に感じ取れる。

　彼の態度に純粋な疑問を抱いたか、コルが首を傾かしげて、

「……座らないの？」

「俺はお嬢の護衛だ。これでいい」

「あはは……私も気になるから隣に座っていい、っていつも言ってるんですけど……」

　困ったような顔で笑うのは一人の少女だ。歳としは成人したばかりだったろうか。長い髪、あまり華美ではないが仕立てのいい衣服。落ち着きと物静かな印象がある。

　レイチェル・リットンカーソー。このニルイーストにおける最大の交易商、〝交易王〟ジェイコブ・リットンカーソーの長女である。交易王というのはただの二つ名で、勿もち論ろん彼は王族などではない。とはいえ最大の交易商である以上資産や権力は莫ばく大だいなものを持ち、このニルイーストの中でもその資産は五本の指に入るだろう。

「さて、それでは話を聞かせてもらおうかね、お嬢」

「もう……アリシアさん。いい加減お嬢は止めてください」

「昔から知ってるんだ。お嬢はお嬢さ」

　ヒオが淹いれた紅茶のカップをテーブルに置きつつ、レイチェルは苦笑いした。

　悪逆騎士団とリットンカーソー商会は、娼しよう館かん業界のまとめ役マダム・イラ、市長タングステン・ストローハット達を加え、定期的に会合を開き情報共有を行うような間柄だ。だがそれは「定期的に腹の探り合いをして、お互い何か利用できないか考えようじゃないか」という程度の関係にすぎない。利害が一致すれば手を組むこともあるし──逆に、利害が対立すれば殺し合いもする。そんなドライな繫つながりではあるが、長く付き合っていれば個人的な縁の一つや二つは生まれてくるものだ。

　穏やかなレイチェルの目が、すっと細められる。悲しむように、悼いたむように。基本的にこの子は優しい子なのだ。

「確認するまでもないでしょうけど……アリシアさん達は、今の街の状況は知っておられますよね？」

「最近は景気がいいねぇ。花火がそこかしこで打ち上がるようになってさ。私達も、一人一人が特等席で見させてもらったよ」

「……王権による治安維持を象徴する騎士団は、この街にとって、大きな意味を持つ存在ですから……」

「大きな意味ねぇ。ニルイースト最大の交易商も、だろう？」

　カマをかけてみる。隠す気もなかったのだろう、彼女は小さく首肯して、

「──では本題を。今度開かれるパーティで、父が狙われるという情報を得ました」

「ほう。情報元は？」

「詳しいことははっきりしません。情報屋が又聞きレベルで摑つかんだものです──が、情報屋自体は昔から懇意にしている方です。誤情報ではないでしょう」

　ヒオが呆あきれたように、

「この危険なときに……パーティなんて止めちゃったら？」

「リットンカーソー商会が主催となって、得意先に向けて開かれるものなのです。おそらく父は面めん子つを考えて中止にはしないでしょう」

「ま、あのオッサンならそうだろうな……」

　豪快な髭ひげ面づらを思い出しつつ、アリシアは呟つぶやく。ともあれ状況はわかった。

「それで──依頼とは？」

「そのパーティの際、貴女あなたがた騎士団に父を守っていただきたいのです。お礼はきちんといたします」

「まあそんなところだろうとは思っていたが。高い金出して雇ってる商会の護衛もいるだろ？　最近めきめき腕を上げていると噂うわさの、そこのノルンケイヴくんとかさ」

「……」

　若い護衛は、むっつり顔で唇を引き結んでいるだけだった。彼の代わりにレイチェルが、

「父はそう思っているでしょうね。けれど、私は──なんだか嫌な予感がするのです。だから、できることは全てやっておきたい、と思いまして」

「それでうちに、か」

「はい。つまりこれは商会としての依頼ではなく、交易王の依頼でもなく、私、レイチェル・リットンカーソーの個人的な依頼です」

「とはいえ、私達騎士団と商会は別に提携関係を結んでるわけじゃない。それはわかっているな？　今はお互いがそれなりに無視できないほど大きく、それなりに利用価値があるから、たまに愛あい想そ笑わらいで挨拶しているだけだ。いくら娘の頼みとはいえ、私達がおおっぴらに交易王を守るのも、それはそれで奴やつは面めん子つを潰されたと感じるんじゃないかね」

「……そう、ですね。ですから、その……」

　自分でも無理難題を言っていることがわかっているのか。

　どこかもじもじと、申し訳なさそうに、レイチェルは言った。

「皆様には、騎士団の皆様であるとはわからない形で、パーティに潜入してもらいたいと考えているのですが……どうでしょう？」
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　ニルイーストの中心部近くにある広い屋や敷しきである。ジェイコブ・リットンカーソーの持ち物ではあるが、彼の自宅というわけではない。有り余る資産の象徴のようなものだ。

　入り口の警備は最高級に厳重なものだったが、レイチェルの招待状があれば入るのは容易だ。

　パーティ開始があと小一時間ほどに迫った時刻。メイン会場であるホールから少し離れた小部屋に、コルとアリシアの姿はあった。予備の椅子や机などが積まれているだけの、倉庫のような部屋だ。

　鼻歌交じりに、アリシアは服を脱いでいた。

　そしてコルはそのアリシアの手で、同時進行で服を脱がされていた。

　任せておけと言われたので、なすがままである。アリシアの手が鼻歌交じりにボタンを外し、服を滑らせる。自分のシャツ。次にコルのシャツ。

「自分でやっておいてなんだが、素直だなぁ、コルは。少しは嫌がってもいいんだぞ」

「どうして」

「そりゃあ、嫌がったり照れたりしているお前の顔が見たいからだよ……と答えたいが、そういう意味での『どうして』じゃないんだろうなぁ」

「アリシアが、僕が嫌がると思った意味がわからない。僕は役目を果たせなくなった道具だ。それを拾った誰かの使い道に文句は言わない」

　ややあって──耳の後ろで、アリシアは小さく息を吐いたようだった。

「やっぱり、それが今のコルの立ち位置か。仕方ないが──いずれは、嫌がる顔も見せてもらいたいもんだがねぇ……」

　服を脱がす手は止まらない。コルはその邪魔にならないように動かない。動かしても邪魔にならなそうなのは口だけだった。

「こういうことはよくあるのか？」

「こういうこと、とは？」

「──誰かの頼みを聞いて動くこと」

「場合によるなぁ」

　フフ、と背中のアリシアが笑うのが気配でわかった。

「確かに私達は騎士団で、街の治安を守るのが役目だが──この街を私達のような個人の頑張りで守れると思うなんて、逆におこがましいだろう？　私は街の人々の底力を信じているというか、えーと、あれだ、自浄作用的な……自分達で守ってこそ自由は価値があるというか……」

「よくわからない」

「む……ツッコミ役がいないと本気で私がそう思ってるみたいになってしまうじゃないか。まぁつまり、私達は積極的に街の治安を維持しようと頑張ってるわけじゃないって話だ。自分達に火の粉が飛んでくるようなら自衛のためにどうにかするがね。だから誰かから依頼があったとしても、それを街の平和とか市民のためなんて理由で受けることはない。受けるのは、別の意味があるときだけだ」

「それは？」

　ベルトが外れる音が背後から聞こえて、床に落ちる音も聞こえて、そしてコルのズボンが何かを面白がるように後ろからそっと下ろされていく。もはや全裸だ。二人とも。

「ふむ。基本的にはカネだな」

「それが大事なのは知ってる」

「偉いぞコル。そう、この世はな、何をするにもカネがいるんだ。目的があるならなおさらね。騎士は国から給金も出るが、それだけではとてもとても。あればあるほどいいね」

「……目的？」

「フフ、今はまだ秘密だ……おやおや、可愛かわいくも味のある形……ローズリリィが手を出しそうになるのもわかるな。ひょっとしたら、私も味見くらいしても許されるんじゃ──」

　そんなときだった。小部屋にノックの音が響き、ぴくりとアリシアが動きを止め、そして鍵をかけていたはずのドアが外からがちゃりと開かれる。そこにいたのは見覚えのない男の使用人だ。中にいた裸のアリシアとコルの様子にぎょっとした顔で、

「こ、声が聞こえたから何かと思ったんだが……その、あんた達は、何だ？　ここで何してる？」

「あらら。お喋しやべりに夢中になりすぎたか。彼女、知らせる手下は最小限にするって言ってたし……まずったな……」

　そんなことを呟つぶやいてから。

　アリシアはコルの頭に手を置いて撫なでながら、その使用人に向けて言った。

「びっくりさせてすまないね。私達は怪しいもんじゃない。早めに入らせてもらったパーティの招待客だよ。招待状はそこの服のポケットにある。鍵を借りてこんな密室に入ってた理由は……私達の姿を見れば、想像はつくだろう？」

　ちらちらとアリシアの肌色を窺うかがっていた男の視線が、今度は床に動く。脱ぎ捨てられた衣服に。ごくりと生唾を飲み込む音。

「私は新しもの好きで、この子を見て我慢できなくなっちゃってね。しかし正直、この子のだけで満足できるかどうか、実際見て不安になってたところだったんだ。もう一本──ちゃんとしたものがあればきっと安心だ。珍しい前菜を食べつつ、安心感のあるメインディッシュで腹を膨らませたいね……というわけで。三人でどうだい？」
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「い、いえ、しかし──俺は、仕事、が」

　アリシアの手がそっと肩に乗せられ、軽く力を加えてくる。座れということなのだろうと、コルは素直に指示に従った。

　ぺたりと裸の尻を床につける。後ろにいたアリシアも同じように座ったらしい。そしてコルの身体の横から、長く白い脚が、すうっと、伸ばされた。正面に立っている使用人の男には、何がどう見えているのだろうか。また、唾が飲み込まれる。

　そしてアリシアは言った。

「──おいで。楽しもうよ？」

「あ、ああ、俺、は、あ、あ……」

　ふらふらと使用人の男が近寄ってきて。コルの頭越しに、今度はアリシアの白い手が伸ばされて。その拍子に、コルの後頭部が柔らかな二つのものに挟まって、やっぱりこれは気持ちいいものだなといつかの風ふ呂ろ場のことを思い出していたら。

「そいやァ！」

「はぶぅあっ!?」

　使用人の頭を引き寄せると同時にアリシアが繰り出した拳がその顎をかち上げ、彼は一瞬で意識を刈り取られてどたりと床に崩れ落ちた。

「うむ。さすがにこいつの相手してる時間はないからな。そして誰かに私達の存在を言いふらされても困るからな。こうするしかない」

「殺すか？」

「殺さない殺さない。さすがにそこまでしなくてもいい。縛って閉じ込めておこう。使用人が一人減って騒ぎにならんように、会場に出る前にレイチェルに対処を頼んどく必要はありそうだが」

　さて、とアリシアはコルの後ろで立ち上がった。あの柔らかいものがまた後頭部をかすめたので、座ったまま振り向く。彼女はニヤリとコルを見下ろして、

「名残惜しいかな？　悪いがしばらくお別れだぞ、これからサラシを巻くからな。さあ、コルも──脱いだら次は着る番だ。ちゃんと着せてやるから安心しろ」

　何かを面白がるように言いながら、手を握ったり開いたりしている彼女の姿に。

　よくわからないながらも、若干の不安を覚えた。




　招待客が集まり始め、パーティが始まるまでもう少しという頃合い。メイン会場であるホールから少し離れた物陰で、騎士団の人員は最後の打ち合わせを行っていた。

　しかしコルにとってはその内容よりも、自分の姿がまだ気になっていた。

　なすがままに着せられた服ではあるが。

　さすがに、この格好が恥ずかしいものだという感覚くらいはわかる。

「……アリシア。どうして僕は女の格好をしなくてはいけない？」

　ひらひらのドレス。スカート。歩きにくい靴。頭には髪飾り。左手には包帯を巻いたままだが、それは肘まである手袋で都合よく隠されている。

　アリシアは真顔で、しかし我慢しきれない様子で随所にニヤケ顔を挟みつつ、

「ンフッ……いや、そんなむくれるな、ふふ、意外と似合って──違う、これは必要なことなのだ」

「必要」

「そうだ、必要だ。さっき話した通り、誰かの頼み事を聞く聞かないは騎士団うちにどれだけ利益があるかによるんだが。今回はカネに加え、状況的な利益もある。実のところ、これは爆破結晶事件の犯人の尻尾を摑つかむいい機会だ。こちらから待ち受けるというのは初めてだからな。つまり、できれば失敗したくない。お嬢からの礼金は実に誠意が感じられる額だったから、下手こいて減額されるのも勿もつ体たいないし」

「……」

「なのでベストを尽くそうという話だ。交易王の面めん子つどうこうという話以前に、敵の尻尾を本気で摑つかみたいならば、私達という護衛は護衛であると誰にも悟られないほうがいい。だからこその、全力での変装だ。コルは新しく騎士団に来たものとして逆に注視されているかもしれないから、大胆に変装したほうがいいんだ。お前の背の低さと若さと肌の張りを最大限に利用するなら、やはり──女装しかない。な？」

「とても似合っていらっしゃいますよ、コルさん。わたくしのほうが、何か不自然な部分が出てしまっているのではないかと不安です。実戦から離れて久しいですし」

　にこにこと笑うローズリリィは、普段とは髪型を変えたうえで給きゆう仕じ娘の格好をしている。しかし酒場で見るようなものよりもその服は胸の谷間を大きく開けており、スカートもひどく短く、そしておそらく下着を穿はいていない。これまでに会場で見た、彼女と同じ格好をしていた給きゆう仕じ娘達もみんなそうしているようだった。どんな意味があるかはわからないが。

「そう、そうだぞー。私達だって慣れない変装をしているんだ。恥ずかしいのだ。私達が我慢しているんだから、コルにも我慢してもらうしかないな。うん。頑張れ」

　うんうんと頷うなずくアリシアは、髪をまとめた黒い礼服の姿だ。革靴に皺しわ一つないズボン──男装である。すぐにばれてしまうのではないかと思うが、「個人の見分けがつくほど人間はエルフを見慣れていないさ」などとアリシアは言っていた。

　ちなみにヒオは中にはおらず、会場の外で監視をしている。一人は外側にいないと何かあったときに身動きが取れなくなるかららしい。ベルガランは──どうしているのか知らない。どこかで自分の仕事をしているのだとは思う。

「さて、そろそろパーティが始まりそうだ。移動しよう。各自、気をつけるように」

「何に気をつければいい？」

　アリシアは自分のネクタイの角度を直しつつ、

「そうだな……素性がバレて無駄な騒ぎを起こしたりしないこと。代金分はジェイコブの警護をすること。たとえ奴やつが吹っ飛んだときでも、ちゃんと敵の尻尾は摑つかむこと。それから──もし実際に敵と接触できたときでも、勢い余って殺したりしないこと、かな。情報を聞き出したい」

「それなら大丈夫だ」

「うん？」

「今の僕は人を殺せない。そうだろう、アリシア？」

　アリシアの顔を見つめる。

　彼女は片目だけを細めた表情で、コルの頭をぐしぐしと撫なでた。

「そうだったな。じゃあ代わりにコルだけにもう一つ、絶対に気をつけなければいけないことを教えておこう。これはひどく大事だぞ」

「わかった。何だ？」

「座るときはちゃんと膝を閉じて、パンツが見えないようにすること。でないとタングステンみたいな変態が際限なく寄ってくる」

　それは怖いなと思った。




　　　　　　　　　[image: ]




　ジェイコブ・リットンカーソーは、恰かつ幅ぷくのいい髭ひげ面づらの男であった。声が大きく、見るたびに誰かの肩を叩たたきながら笑っており、全身に精力を漲みなぎらせている。

　パーティの雰囲気も、主催者である彼の人間性にふさわしく、ひどく賑にぎやかなものだった。数多あまたの人間達がひしめくホール。劇場のような造りで、左右の壁かべ際ぎわの上方にはテラスがある。壁で仕切られた個室となっているようで、下の催し物を見ながらの秘密の商談などに使われるのだろう。

　老ろう若にやく男なん女によ、様々な格好をした人間がいるが、基本的には誰もがきちんとした身なりだ。立食形式のテーブルには豪勢な酒と料理がところ狭しと並んでいる。黄金桃の果実酒。虹魚のマリネ。山奥に住むホビット族にしか育てられないという珍獣・リーフワイルドの緑の肉。一皿で庶民数日ぶんの食費に相当するかもしれない品々だ。

　その隙間を忙しそうに半裸の給きゆう仕じ娘達が往復している。彼女達は通り過ぎざまに客に胸を揉もまれても嫌な顔一つせず仕事を続け、あるいはその客がさらに耳元で何かを囁ささやけばその腕に手を回して別室に向かう。彼女達以外にも、客を喜ばせるために雇われた商売人達がここではそれぞれ働いていた。顔立ちの整った男性の給きゆう仕じ。会場の端で緩やかな音楽を奏かなでている楽団。機敏な動きで愛あい想そを振りまく、可愛かわいらしいネコの着ぐるみ。手品師。曲芸師。似顔絵描き。

「おーおー、久しぶりだな。調子はどうだ？　……それはけっこう！　ガハハハ、心配はいらん、いらん！　多いに楽しんでくれ！」

（吞のん気きなことだねぇ。それだけ商会の警備班を信頼してるってことなんだろうが）

　アリシア達はそれぞれ会場に散り、さりげなく彼の様子を監視し続けていた。レイチェルの情報が確かならば、ジェイコブはこの場で狙われる。彼自身も普段以上に警戒はしているだろうから、既にこの場にあるテーブルや皿などに結晶が仕掛けられている可能性は低いだろう。そうなら既に発見されているはずだ。

　つまりは──これから起こる変化こそが、怪しい。

　さて、何が起こるのか。敵はどうしようというのか。警備が厳重なことは容易に想像がついているはず。なのに実行できると思っているのだとしたら、それはいったい、どんな自信を持った、どんな存在なのだろうか──

（そう……大元で糸を引いてるのは。いったいどんな奴やつなんだろうねぇ？）

　これまでも考え続けてきたことではあったが、改めて、その疑問を頭に思い浮かべる。

　奴やつらがしている行為は単純だ。街の闇社会の有力者（騎士団含む）を爆弾結晶で消すこと。

　その動機を考えてみる。そこから正体に近付けるかもしれない。理由は何か。なぜそんなことをしているのか？　街の有力者を吹っ飛ばすことによって何か得をしている……あるいは恨みを晴らしている……？　可能性が多すぎて絞りきれない。誰かに恨みを持つ人間などいくらでもいるし、この街の混乱で得をしているものも数え切れないほどいるだろう。この街では、誰かが不利益を被るということは、目め聡ざとい別の誰かがそれを利用して益を得るということを意味する。

　別の経路から考えてみる。使われている道具。爆弾結晶。アリシアにしても今まで聞いたことのない、最新の結晶技術だ。自ら作成するのは至難の業だろうし、仕入れるにしても、尋常ではない費用がかかるだろう。黒幕の候補としては、それが可能な誰か、あるいは団体。

（最も自然なのは『リッサ教導団』だが──奴やつらならもっと慎重にやるだろう。部分的に絡からんでいる可能性もなくはないが、本筋ではないはずだ……）

　アリシアにとってはいささか因縁のある国家的研究組織の名前だ。

　が、おそらく今回の黒幕そのものではないだろうと判断する。もはや一つの国家に等しいリッサ教導団がニルイーストでこんな事件を起こしているというのが明らかになれば、さすがにゼルディバッソ紋章国自体も黙ってはいない。最悪の場合は国家対立、そして戦争だ。

　今回の黒幕に関しては、関係があるにしても、リッサ教導団と取引ができる相手、という程度のものだろう──

（ま、あんまり爆弾結晶という道具立て自体にこだわっていても仕方がないな……）

　今回は爆弾結晶とは全く別の手段で命を狙う、というのも可能性としてはないわけではない。先入観は禁物だ。怪しいもの全てを怪しいと思おう。

　黒幕についての推測がどうあれ──実際にその尻尾を摑つかまなければ、解決にはほど遠い。それは確かだ。一番大事なのは、その尻尾を見逃さないようにすることだ。

　アリシアは客に紛れて酒の器を傾けながら、自然な所作で辺りに目を走らせる。

　さて。どうなることやら……？
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　ジェイコブは上機嫌に周囲を眺める。笑顔と欲望が溢あふれる享楽の場。豪勢で限りを知らないもてなしの数々。リットンカーソー商会ここにあり、というのを十二分に示せているだろう。

　参加しているものが向けてくる視線も心地良い。親愛。畏怖。尊敬。打算。顔を知っている者には肩を叩たたきながら挨拶をし、その誰かが連れてきた見知らぬ者にも肩を叩たたきながら挨拶をする。度量の広さを示すには、こちらに唯い々い諾だく々だくと従うばかりの顔見知りだけを集めても仕方がないのだ。街の状況が不穏な昨今、せめて今回ばかりは顔見知りだけに留とどめておいたほうが、と忠言してくるものもいたが、そんな小物じみた真似まねができるわけがない。

「……お父様」

「おお、レイチェル。どうした、浮かない顔だが。楽しくないか？」

　長女のレイチェルが話しかけてくる。傍かたわらには護衛のノルンケイヴ──相変わらず面白みのないムッツリ顔で会え釈しやくするのみだ。

「いいえ、とても素晴らしいパーティだと思います。ですが……その」

　口ごもる。ひいき目に見ても器量のいい娘で、頭も良いいのだが、やや気弱で小心者なところがあるのが一片の気がかりだ。今回も最後までこのパーティの開催に懸け念ねんを示していた。早く自分のような豪ごう放ほう磊らい落らくな婿でも取ってくれればいいのだが。

「ははは、あの情報をまだ気にしているのか？　心配はいらんと言っただろう。警備は万全だ」

「でも、知らない方々もたくさんいらっしゃいますし……」

「だから楽しいんじゃないか。心配するな、この中で騒ぎを起こして逃げられると思うような馬鹿もおらんだろう。仮に今ここで誰かが剣で襲いかかってこようが、そこのノルンケイヴのような腕うで利ききがきちんと対処する。そのために雇っている。だろう？」

「──その通りです」

　にこりともせず軽く頭を下げる。腕は立つのだが、相変わらず陰気な男だ。

「あとは俺の鉄拳も待ち受けているぞ！　数々の商売敵をぶっ飛ばしてきたこの俺の必殺交易拳、またまだ現役だからな！」

「は、はぁ……でも、本当に。気をつけてくださいね、お父様」

「そんなことより、お前もこのパーティを楽しめ。いい男の一人でも見つけてみせろ。そろそろマリーの墓の前に孫の一人でも連れてってやらんとなぁ」

「……はい……」

　どこか肩を落とした様子でレイチェル達が立ち去り、改めてジェイコブは周囲の様子を見やる。

　いろいろな人間がいる。この街の混こん沌とんとした騒がしさの縮図のようだ。

　ナイフをお手玉している曲芸師。その目の前で、お手玉を真似まねしているような頓狂な動きで綿の手足を振り回している着ぐるみのネコ。その両方に婦人達が拍手で喜んでいる。誰が連れてきたのか、エルフの上流階級らしい男も婦人達の熱い視線を受けていた。嫉妬する気にもなれないくらいの美形だ。ヤツらは気難しいし、この街の騎士団の長も一筋縄ではいかないエルフ女なのであまりいい印象はないが、気が向けば後で商談の種まきに話しかけてもいいかもしれない。楽団は王都で流りゆう行こう中の音楽を奏かなでる。酒を注そそぐ給きゆう仕じ娘の尻はなだらかだ。特に、実にそそる体つきの女が一人いる。亡なき妻に操みさおを立てているわけではないが、娘がいる場ではさすがに手出しもできない。彼女を指さして護衛の部下に下品な冗談を飛ばす程度だ。余興として賭け事ができるテーブルもある。そちらが主体とならないように掛け率はほどほどに設定しているが、それなりに盛り上がっているようだ。

　自分の顎あご髭ひげを撫なでながら、交易王ジェイコブ・リットンカーソーはにやりと笑って呟つぶやく。

「ふむ……結構結構」

　ここで楽しんでいる彼らにはそれぞれの人生があり、それぞれの想おもいがある。求めていることがある。一時の快楽、商売上の繫つながり、目先の金、情報、人生の伴侶……

　止めはしない。どんどん求めるがいい。何をしたいか主張するがいい。

　こちらが用意できるものなら用意しよう。そしてそれを利用して魔法のように利益を生み出そう。それが──交易というものだ。

　さあ。

　お前達は、何を求めている？
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　色事師ホーン・ストレイトは、ジェイコブ・リットンカーソーに自分を売り込むことを求めていた。この街の闇社会でも有数の権力者、交易王に実力を認められ雇われることができれば、これからの人生は勝ち組一直線だ。

　なのでこのパーティでの目的は単純だった。できるだけ女を喰くいまくること。素早く。数多く。満足させた女ごとに下着などを勲章として受け取り、それを一気にジェイコブに見せて能力を示す。商会として、雇えば利益のある男だと知らしめる。完璧だ。

　どこぞの婦人をトイレで満足させてから会場に戻ってくると、ちょうどジェイコブが近くを歩いていた。ホーンはテーブルの酒で水分を補給しつつ、彼が歩くと自然に形成される人混み越しに、その姿をじっと見やる。さすがの人気だ。そしてさすがの貫かん禄ろくだ。一代でこのニルイーストで最大の交易商になった男。

　気が逸はやる。今行くか。いや、まだ足りないだろうか。こういうのはインパクトが大事だ。この場にいる全員とまではいかないが、彼が驚くほどの戦果を上げてからでなければ意味がない。

「……」

　視線を感じる。おっと、あからさまにジェイコブを意味深に見つめすぎていたかもしれない。何か不審に思われては厄介だ。視線のほうを見返し、意識的ににっこりと笑う──向こうも笑顔で言葉を返してきた。

「どうも。ジェイコブ様に何かご用ですか？　じっと見られていましたが」

　そこにいたのは給きゆう仕じ娘だった。さすがはリットンカーソー商会、上玉を用意している。はっとするほどの美人だ。どこか清せい楚そで、しかし同時に淫いん靡びな佇たたずまいの若い女。

「なに、主催者様の風格が眩まぶしくてね。見習わなければと思っていたところさ。俺もあんなふうに男を磨きたいものだ」

　正直に答えつつ、一瞬で判断する。

　これは最高級にいい女だ。そしてこの場にいる給きゆう仕じ娘とは、客のあらゆる要望を受け止めてしかるべき存在。この女を見過ごしていては色事師の名が廃る。彼が雇っているこの専門職の女を満足させられれば、将来的にはジェイコブへの口添えなどもしてくれるかもしれないし。

　ホーンは酒を注いでくるその女の腰にそっと手を添えつつ、

「目が合ったのも何かの縁だ。君に、俺の男を磨く手伝いを……してもらえないかな？」

　彼女は数秒、じっとホーンの目を見ていた。何かその言葉に裏があるのではないかと吟味するように。何をどう判断したか、それから彼女はにこりと笑って、

「もちろん、構いませんよ。ですが……一つお願いが」

「なんだい？」

「場所は……そうですね、あそこの階段の裏あたりでよろしいでしょうか？　このホールの様子を見ておきたいので。いつ緊急のお仕事が始まるかわかりませんし」

「階段の裏？　誰かに見られてしまうかもしれないぞ？」

「それは別に構いません」

　これはよほどの仕事熱心か、あるいはとんだ変態だと思った。




　馬鹿な。これは何かの間違いだ。

　階段裏でへたり込みつつ、ホーンは呆ぼう然ぜんと、一戦を終えてスカートの位置を直している彼女を見上げていた。

　自分の調子がベストではなかった。連戦の疲れがあった。そういった言い訳を抜きにしても──今の戦いは。信じられない。自分の技術なら、目を開いているのもやっとになるはずなのに。彼女は階段の裏からずっと顔だけをホールに向けた姿勢のままで。しかもそれでいて、下半身の動きだけでホーンの全力を十二分にいなしきった。化け物だ。格が違うとすら感じる。

　この若さで──何者なのだ。リットンカーソーはこんな手駒を給きゆう仕じ娘として使うのか。

　畏怖を込めた目で見上げていると、彼女はホーンの全てを受け止めるような優しい瞳で、

「なかなかのお手前でした。自信を持ってよろしいかと思います」

「な、に……？」

「これが生業なりわいの方でいらっしゃいますよね？」

「……やはり、わかるのか。当然だな。いや、君の前では、そう肯定するのも恥ずかしい……これは交易王に自分を売り込むどころじゃないな」

　自嘲を込めて呟つぶやく。次の言葉がまたホーンの度肝を抜いた。

「いえいえ。怪け我がをされていなければ、わたくしもいささか危ない部分があったかもしれません。純然たる体力の問題も大事なことですので」

　ホーンは観念して、自分の服のボタンを少しだけ開け、包帯を巻いている胸部をちらりと彼女に示した。

「二、三日前にちょっとトラブってな。刺された。腕を示すのに支障はないとたかをくくっていたが、見込みが甘すぎたな。こんな千載一遇の機会に……残念だよ」

「まあ。そうですか……あの。少し失礼をしても？」

　それを見て少し何かを考えるような顔をしたあと、彼女が再び身を寄せてきた。先程は信じられない魔技の数々を繰り出してきたその手が、そっとホーンの胸の包帯に触れる。そして──囁ささやき。

「わたくしのものはあなたのもの。とけてひとつ、みちみたされる」

　ホーンは息を吞のんだ。

　じんわりとした熱。温ぬくもり。淡い光。信じられない。傷が治っていく感覚。これは、

「〝生命法〟だと……？　君は、いったい……？」

　特殊な医療関係者か、あるいは聖王国の聖職者でもないと使えない、癒しの賢術だ。こんなパーティで身体を差し出して働く給きゆう仕じ娘が気軽に使えていいものではない。それこそ、これができるだけで一生喰くうには困らない金が稼げる特殊技能である。

　しかしホーンの驚きよう愕がくをよそに、彼女はさしたる重みも感じさせない──これすらもこの階段裏での秘め事の一部にすぎないというような自然さで、優しく小首を傾かしげて言った。

「これも何かのご縁かと思いましたし、ちょうどいただきましたので。もし機会がありましたら、今度は百％の状態で腕前を見させてくださいね」

　言っている内容自体にはよくわからない部分もあったが、これが彼女の純然たる厚意であるということはわかった。

「どうして……ここまでしてくれる？」

「失礼な誤解をしてしまったので、そのお詫わびのようなものです。貴方あなたがジェイコブ様を狙──いえ、ええと、何でもありません。お気になさらず。それでは、わたくしは仕事に戻らせていただきますね」

　ぺこりと頭を下げて、彼女がまたパーティの人混みの中に戻っていく。

　腕には自信があった。女に対するこの技術だけでいくらでものし上がれる自信があった。

　だが──

　とんだ思い上がりだ。まだまだ修行が足らなかったようだな、とホーンは不思議に高鳴る自分の胸を押さえながらそう思った。色事師は女の心を奪うもの。

　けっして逆であってはならないのだ。
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　マルタ・ウォーザードは、ジェイコブ・リットンカーソーの有り余る財を求めていた。

　彼女は賭と博ばく師である。だから今もパーティの一角、一つのテーブルで行われているギャンブルの催しに参加していた。参加し続けて──勝ち続けていた。

　勝つのは悪くない。けっして悪くない。あくまで余興、彼女が普段行っているひりつくような勝負と比べればお遊びのような利率ではあるが、勝ち続ければ馬鹿にはならない。せいぜい稼がせてもらおう。そしてもしもジェイコブがこちらに興味を持って近付いてくれば──彼本人を熱くさせて大勝負を受けさせる。そしてガッポリだ。そこでも負けるつもりはない。

　そんな──予定であった。だが、しかし、今は。

（なんなのよ、こいつ……？）

　マルタは向かいに座る一人の男──男とは信じられないほど美形だ──を見る。エルフなのだから、その美貌は当然なのかもしれない。上質な衣装、どことなく高貴な存在感。

「おっと。すまないな、また私の勝ちのようだ」

　しかしにやりと笑うその笑みはどこか人を喰くったようなものだった。エルフ特有の優越感というものだろうか。人間が亜人種にある種の蔑視を向けているのと同じく、彼らのほうも、中には人間を見下しているものがいると聞く。

「ツいてるわね」

「ああ、まったくね」

　先程突然に同じテーブルにつき、勝負に入ってきたこのエルフの男。不思議なツキで勝ち続け、逆にマルタは負けるようになってきた。これではただの「ツいた素人しろうと」となってしまう。賭と博ばく師の矜きよう恃じがそれは許さない。賭と博ばく師は勝つから賭と博ばく師なのだ。勝ち続けなければ意味はない。今のこれは単なる撒まき餌え。本命はジェイコブとの大勝負。彼が興味を持つほどの大勝ちをここではしなくてはならないのだ。こんなところで足踏みはしていられない──

　パーティ会場を練り歩いているジェイコブにちらりと目を向けると、エルフが優雅に脚を組み直しながら言ってきた。

「ふふ……何か捜し物でも？」

「いいえ、別に。どこかに幸運の女神でもいないかなって思ってただけよ」

「ふむ、それならきっと、まだこのテーブルの上にいるさ。君と私、どちらの胸に飛び込もうか逡しゆん巡じゆんしている頃合いだろうね。で、どうかな？　そんな迷える彼女のためにも、ここは一つ、君と私のサシで勝負をしてみるというのは」

「あ、あの、お客様。それはちょっと──」

「君に、というかこの賭と場ばとジェイコブ氏に迷惑はかけないさ。単に私と彼女の個人的な勝負というだけだ。君は客に最高の楽しみを提供することがここでの仕事ではないのかい？」

　そう言われると、このテーブルを仕切っていたマスターの男も口を閉じざるをえない。

「レートは？」

「そうだな。ちまちまとやっても仕方がない。では──」

　エルフが口にした数字に、周囲がざわめく。それは確かに、ひりつく数字だ。マルタが普段裏の仕事で行っている賭と博ばくともひけを取らない。

「……いいわよ」

　再びのざわめき。望むところだ。これで勝てばさすがに周囲は喝采するだろう。騒ぎを聞きつけてジェイコブも現れるはずだ。そしてさらなる勝負を挑む。

　このテーブルで行われている賭と博ばくは、〝転がる運命〟。底面のない小さな箱の上蓋を開けてダイスを投げ込み、その出目で勝敗が決まるという単純なものだ。

　マルタは長年の訓練により、ダイスを投げ入れる力、角度、速度を完璧に制御することができる。だからある程度は出目を自由に操れた。「ある程度」であるのは、ダイスは内部で跳ね返るため、箱の材質や厚みでその都度微調整を加えねばならないからである。

　今までの操作確率は八割程度だった。だからこのぽっと出のエルフが適当に投げた出目に負けてきたのだ。イカサマかとも思ったが、どう見てもそんな様子はなかった。プロであるマスターも無反応なことからもそれは明白だ。結論は──ただのバカヅキ。

　マルタはただ負けてきたわけではない。ここまでの数投は、勝利よりもむしろ調整に意識を割いた。この箱はどのようにダイスを跳ね返らせるのか。どの力加減と角度で投げれば自分の思い通りの目が出るのか。

　自分のこれはイカサマではない。純然たる、矜きよう恃じを持って獲得した、技術だ。

　その矜きよう恃じが確信している。ピントは完全に合った。

　次の一投は──確実に、自分の思い通りの目が出せるだろう。

　エルフがこのタイミングでサシウマの大勝負を言い出したのは幸運だった。

「先手は私だね。レディファーストといきたいところだったが、仕方ない」

　先手はエルフ。今までと同じくぞんざいな仕草でダイスを投げ、箱を持ち上げる。周囲がなんとも言えない息を漏らした。出目は──強くもなければ弱くもない、中ちゆう途と半はん端ぱな役だ。

「おやおや。ここでこれか。まいったな」

　やはりイカサマではないのか。こんなところでこの出目とは。マルタは勝利を確信しつつ、

「女神様の機嫌を損ねてしまったのかしら？」

　エルフは、かもしれないね、というように頷うなずいて。

　そして箱をぽんぽんと叩たたきつつ、軽い調子で言った。

「では運を強引に持ってくることにしよう。掛け金を倍に」

「ちょっ……この出目で!?」

「この出目で、だよ。これも何かのお導きだろう。信じるよ」

　こちらは信じられない。ルール上認められてはいるが、こんな役で掛け金を上げる奴やつはいない。むしろ掛け金の半分を払って降りることもできるし、そちらが定石だ。

（何を……？）

　何も考えていないバカか。あるいは──こちらにプレッシャーをかけようとしているのか。

　どちらにしても、引くわけにはいかなかった。こちらが何かイカサマをすると考えての抑止力だったとしても、自分のこれはイカサマなどではない。技術だ。だから何に引け目を感じることもない。全力で──勝つだけだ。

「いいわ。受けましょう」

　倍額となった勝負に、周囲の視線がさらに熱を帯びる。

　エルフから箱を受け取り、マルタは自分の前に置いた。ダイスの重みを確かめる。自分を信じる。血の滲にじむような特訓の成果を。賭と博ばく師としての矜きよう恃じを。

「行くわ」

　投とう擲てき。ダイスが跳ね回る音。マルタは透視するようにその箱の中の出目を頭に浮かべる。完璧な力加減。完璧な角度。思い通りの出目が出ている。奇跡的な結末。

「さあ、どうかしら……ね！」

　箱を持ち上げる。誰しもがその中身を注視する。

　一瞬後、周囲が割れんばかりの歓声に包まれ──

　マルタはぴたりと動きを止めて。息すらも止めて。

　彼以下のクズ役を出している自分の出目を、呆ぼう然ぜんと見つめていた。




　自分を誘うように、ふらりと物陰に歩み去ったエルフの男を追いかける。

「ちょっと！」

　鼻息荒く、彼に詰め寄る。彼はまるで自分を待っていたかのように、手にしたグラスを掲げ、悠然とした態度で振り向いてきた。

「おや、先程のお嬢さん。どうかしたかな？」

「さっきの勝負について話があるわ」

「いやいや、女神はこちらについてくれたようだね。幸運だったよ。ところで──君はあの勝負にどうしても勝ちたかったようだが、何か理由でも？」

「勝ちたかったに決まってるじゃない！　貴方あなたがあんなに掛け金を──」

「その先に何かを見ていたのでは、という話だがね」

　唇を不敵に曲げた、彼の視線。全てを見透かされているような。どこか老成した。

　誤魔化しても無意味のような、気がした。

「……本命は、ジェイコブ・リットンカーソー本人との大勝負よ。あたしはプロの賭と博ばく師。あんたみたいな素人しろうととの賭け事はただの前座。目立って目立って、招待客全員を巻き込むような騒ぎにして、それから奴やつのプライドを担保にして勝負を仕掛ける。そして勝つ。商会の持つ莫ばく大だいな金をいただき、って計画。文句ある？」

「──ないね。そうかそうか」

　彼は肩を竦すくめ、どこか困ったように、ハズレだったか、と呟つぶやいた。

「何がハズレよ。それよりもさっきのこと！　貴方あなた──イカサマをしたわね！」

「どうしてそう思う？」

「あたしはあたしの腕を信じてる。あんな出目が出るわけがない」

「それは君のほうがイカサマを告白してるようなものだと思うが」

「あたしのは技術よ。一緒にしないで。あたしは最高の一投をした。あそこに全集中力をかけた。箱の材質も、厚みも、全てが読み取れたところだったから、絶対に──」

「だと思った」

「……？」

　彼はグラスをくいと傾けてから、

「正直なところ、君に腕があるのは見てわかった。自信もね。私がしたことは、君が確信を得たように見えたそのときに、その確信をずらす──それだけでよかった。いやはや、私が先せん攻こうで助かったよ」

　その言葉に悟る。それくらい悟れなければ賭と博ばく師などやっていられない。

「やっぱり──何かしたわね？　ダイスに……いえ、でも、そんなのあたしだって確かめた。基本中の基本よ。あれは確実にただのダイスだった。すり替えられてなんかいない。絶対に──」

「箱のほうさ」

「はぁ？」

「君がさっき言ったじゃないか。箱の材質も厚みも全てが読み取れた。だから君は出目を思い通りに出せるはずだったんだろう？　なら──それをずらしてしまえばいい。箱の内側の材質を、固さや跳ね返り方を少しだけ変えてやればいい。あとは勝手に君が失敗してくれる」

「そ、そんなの！　いったいどうやって──！」

「ふふ。掛け金を倍にしたときさ。あの箱を持っていたときにちょっとね。簡単なお絵かきみたいなもので弄いじらせてもらった」

　再び悟る。そんなことが可能な技術は、一つしかない。

「紋章……法……？　噓うそでしょ？　あんな短時間で、しかもみんなが見てる中で、内側に刻んだっていうの？　いくら小さなものでも、簡単なものでも、そんな──」

　マルタは呆ぼう然ぜんとする。エルフは再びグラスを傾けるだけだった。

「しかしまぁ、君の矜きよう恃じを傷つける気はなかった。私は、ただ……言ってしまえば、君とこうして話がしてみたかっただけだ。その望みはもう叶かなったよ。だから迷惑料として、さっきの勝ち分は──」

「……」

　ふざけるな、と思った。一瞬で腹が据わる。マルタは彼の手からグラスをひったくり、中身を一気飲みした。強い酒が喉を滑り落ちていく。体内で熱を帯び始める。

　ぷはー、と酒臭い息をエルフに吹きかけてやって、

「──験げん担かつぎがあるの。プロの賭と博ばく師としてね」

「ほう？」

「勝負に負けたら、どんな醜ぶ男おとこでも、あたしは絶対にその男に抱かれることにしてる」

「……はぁ？」

「どうあれ、あたしはあんたに負けた。それが事実よ。抱きなさい。行くわよ」

　全身を使ってエルフの腕を摑つかもうとする。しかしするりとマルタの胸の間からそれが抜け出て、

「待て、私にはやることが……」

「待てないわ。部屋はいくらでもあるはずよ。それとも、人間の女には興奮できない？　じゃあ目を閉じて寝てるだけでもいいわ。あたしが勝手に動くから」

　諦めない。もう一度抱きつく。また逃げられた。逃がすものか。

　絶対に──抱かせてやる。

「……やれやれだ。面倒な奴やつに近付いてしまったな……」

　そんな言葉を最後に残し、背中を向けて逃げ出したエルフの男を、マルタは全力で追いかけた。
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　さっきまで賭と博ばくのテーブルで気になる人間に接近していたアリシアが、なぜか汗だくになって戻ってきた。椅子に座ってジェイコブの様子を見ていたコルは、近くにあった水のコップを彼女に差し出す。彼女はそれを受け取って、

「ふぅ……ようやく撒まいた。様子は？」

「変化はない。不自然に近付くものもいない」

「それならいい。だがコルはよくない。前にも言ったけど脚を閉じろ脚を。パンツ見える。女の子のパンツは宝物なんだぞ。それで男が命を落とすことだってある」

　よくわからなかったが、とりあえず言われた通りに脚を閉じる。やはり男がスカートを穿はくのは変だと思う。

　そんなとき、会場の一角に見覚えのある男が現れたのが目に留まった。仕立てのいいスーツに、腹黒さを完璧に隠しきる愛あい想そ笑わらいという名の仮面。杖つえをついて足を引きずっている。

「ちっ、タングステンだ。昨日の今日だからな──さすがに変装もバレるか？」

「顔見知りなんだろ。別にいいんじゃないか」

「よくない。交易王に黙っている見返りに金を求められるかもしれないし、そもそもあいつが黒幕という可能性もある」

「……自分が市庁舎の件で怪け我がしたのに？」

「そうやって容疑者から外れるのが狙いかもしれないぞ？　まあそれは考えすぎかもしれんが──何にしても、変装を見破られるのは避けたい。二人並んでなければさすがに大丈夫だと思うが──」

　そんなときだった。慌てた様子の女がやってきて、

「あっ、こんなところに！　見つけたわよ！　抱きなさい！」

「くっ、しつこい……！　仕方ない、どうにかするか。私は二階席に行ってそこから会場の様子を窺うかがう。コルはここに残って引き続き警戒しろ」

「どうにかできるのか？」

　タングステンにこちらの騒ぎを気付かせないためだろう。アリシアは近寄ってきた女の手を逆に摑つかみ、強引に引っ張っていった。一転した態度に女のほうが顔を赤くする。

　アリシアは肩を竦すくませつつ、コルの言葉に背中で答えた。

「孕はらませる以外のことなら私にもできるさ」
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　コルは再びぼんやりと会場を見回していた。

　こんなに一度に人がいるのは見たことがない。こんなに一度に言葉が交わされているのは聞いたことがない。

　かつて、自分の中にある数は「一」だけだった。暗い部屋。存在するのは自分一人。指示してくる声の姿は見えず、そこでも数は増えない。だから自分一人。同じ境遇の人間がいたのかどうかもわからない。だから自分一人。

　初めて外での指示を与えられて、暗い部屋を出て、そこで見た街にも驚いたものだった。けれどここの雰囲気はそれとも違う。人の欲というものを感じる。何重にも重なり合った、人の欲。企たくらみ。願望──それらに包まれているということ自体がコルには不慣れで、どこか、ふわふわした感覚を覚えてしまう。

　だからだろうか。せめて交易王の様子を見るという役目だけは果たそうとそちらに集中していたら、先程現れたもう一つの懸け念ねん事に対する注意がおろそかになってしまっていた。

「やあ、可愛かわいいお嬢さん」

　眼前に、杖つえをついた男が立っていた。いかにも好青年然とした姿と笑顔で、手にしたグラスを気き障ざに軽く動かしている。コルが椅子に座っていたためか、腰を屈かがめて視線の高さを合わせてきた。

「あいたた。見苦しくてすまない、少し怪け我がをしてしまっていてね」

「……」

「ああ、いきなりだったかな。僕はタングステン・ストローハット。怪しいものじゃない、この街の市長をやっているものさ。それで、君は──」

「……」

「ふふ。無口な子だ。元気な子も好きだが、君のように静かな子も好きだよ」

　そこでコルはようやく気付いた。タングステンは別に視線の高さを合わせているわけではなかった。それを言い訳に、また脚を開いていたコルのスカートの中を見ているだけだった。

　彼の顔がさらに近付いてくる。困った。声を出せばさすがにばれてしまうだろう。

「どうすれば──声を聞かせてくれるのかな？　人のいないところなら声を聞かせてくれたりするかい？　ご両親に、もし僕のような人間に声をかけられたらどうするか──とかそういう教えをここに入る前にされたりしなかったのかな。それが目的の人達もいるとは思うんだけど。たとえばちゃんと家名を名乗って、どういう仕事をしていて、その人にどういう便宜を図ってもらえばどういう益が出るのかとか……」

　耳元で囁ささやきながら、さらに顔が近付いてくる。タングステンの手が自然と肩に触れ、二の腕をなぞり、そして下半身へと向かい──

　困った。殺したいが殺せない。自分はどうすべきなのだろう。

「あっ、こんなとこにいた！　アリューシャ、探してたのよ！」

　そのとき、見知らぬ少女がぱたぱたと駆けてきてコルの手を取った。強引に立ち上がらせて、タングステンに対してにこりと笑う。

「ごめんなさい、おじさま！　この子、私と遊ぶ先約があるの！」

「ああ……そうなのかい？　それは残念だな」

　タングステンは言葉通りに残念そうに肩を竦すくめて立ち上がった。コルはその少女に手を引かれる──ちらりと後ろを向くと、タングステンはそこらの給きゆう仕じ娘に「ところで君きみ達の中で一番若い人間は何歳だね？　一桁は？」などと聞き始めていた。どうやらこちらに対する興味は失ったらしい。

　コルは手を引く少女に、何はともあれ言わなくてはならない一言を言う。

「人違いをしている。僕はアリューシャじゃない」

　すると彼女はぷーっと吹き出して、

「あはは、あははは！　知ってるわよそんなの！　おかしな子、ボクとか言ってるし！　あ、じゃあ、本当の名前は？」

「──コル」

「まるで男の子みたいな名前なのね。というか──ひょっとしてあなた、あの市長と遊びたかった？　こうしたの、余計なお世話だったかしら？」

　その言葉で、どうやら自分は彼女に助けられたらしいとようやく気付いた。

「いや。正直、助かった」

「そう、やっぱりね。忠告しとくけど、あんなに脚開いて座ってちゃダメよ。あの人はいろいろと有名だから──お父様も、あいつにだけは近付くなよって言ってたし。お姉様ならいいけどお前はまだ孫を産むには早いだって」

「よくわからない」

「そーね、わからないのが普通よ。まったく……ところであなた、私のこと知らないわよね？」

「知らない」

　正直に答えると、彼女はまさにその答えを欲ほつしていたかのように──コルの手を引いたまま、後ろを振り返って、にっこりと笑って言った。

「ケイト・リットンカーソーよ。交易王ジェイコブ・リットンカーソーの娘で、レイチェル・リットンカーソーの妹！　よろしくね！」

　彼女の手は離れなかった。むしろさらに力強くコルを引っ張りながら、

「ねえ、暇ならしばらく付き合ってよ。大人は私にもおべっかばかりだし。同い年ぐらいの子が見つからなくて、退屈してたの！」
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「暇じゃない。僕にはすることが──」

「むーっ。変態の手から助けてあげたのに？　それはちょっと冷たいんじゃないの？」

　そのとき視線を感じて見上げれば──頭上、この会場の二階席からアリシアが顔を覗のぞかせているのが見えた。なぜか先程の女の頭（頰が赤らんでいる）もその横にあって、一定の律動で揺れ動いている。アリシアの視線、にやりと頰を曲げた顔、指でちょいちょいとコル達の行く先を示す仕草──解読するなら、ここは自分が見ている、疑われないように少し付き合ってやれ、というところだろうか。

「……わかった。何をすればいい？」

「適当！」

　端的で力強い、よくわからない即答。だから口にする言葉は決まっている。

「……よくわからない」

「そりゃそーよ、私だってよくわかってないもん。お父様の付き合いで来てるだけの退屈なパーティだもの、せめて好きなようにしないと息が詰まっちゃうわ！　とりあえず──このお屋や敷しきの探険でもしましょうか！」




　ケイトはひどく元気で、怖い物知らずで、活動的な少女のようだった。剛胆な父親から受け継いだ性格か、あるいは有力な闇組織の中で育ったという立場が形作ったのか。

　コルは一方的に彼女に引きずり回された。大人達の足の間を潜くぐり抜ぬけ、階段の手すりを滑り降り、暗い廊下を特に意味なく忍び足で歩き、腹が減ればわざわざ厨ちゆう房ぼうに忍び込んで焼きたてのパイを盗み食いする。

　がらくたがたくさんある広い倉庫に忍び込んだ。

「かくれんぼしましょう！」

「やり方を知らない」

　幽霊を見るような目で見られたあと、遊び方を教えられた。本気で完全に気配を消して隠れていたら彼女が怯おびえたように文句を言い始め、姿を現すと怒られた。隠れていいのか悪いのかいまいちよくわからなかった。

　それから彼女はコルにいろいろなことを教えるのに楽しみを見み出いだしたようだった。

「草笛の作り方知ってる？」

「知らない」

　高価そうな観葉植物の葉を引き抜いて、彼女が作り方を教えてくる。コルの草笛が立てる間抜けな音を聞いて彼女はけらけらと笑った。それ以外にも──夜中に家を抜け出るときに役立つ音を立てない窓の開け方。スカートの中に果物を隠す方法、占いのしかた、鏡を使ったおまじない、コインを使ったおはじき勝負の方法。

　どれもこれも──あの『部屋』では習わなかったことだ。

「ああおかしい！　あなた、何にも知らないのね！」

　人気のない、屋や敷しきの上部にあるベランダ。ニルイーストの夜景が見えるその場所の手すりに背中を預けつつ、ケイトは肩を震わせながらそう言う。嫌味には感じなかった。コルとしてはそれは当たり前のことだし、彼女の言葉の中にも嘲りの調子は一切なかったからだ。

「君はいろいろ知っている」

「普通でしょ、こんなの？　あ、お姉様はもっと物知りよ。とっても頭がいいの」

「君の姉のことはわからないけど、君も充分に物知りだ」

「あはは。じゃあ……逆に、コルが知ってることを聞かせてほしいな。あなたはどこから来たの？　ニルイーストの生まれ？　おうちは何をしてる人？　友達は何人いる？　得意なことは何？」

　答えられないことばかりだ。

　コルはぼんやりとケイトの目を見返すしかなかった。ケイトは微笑のまま、こちらの無言を受け止めて──何かを悟ったように、優しく目を細めるだけ。

　頭の中でだけなら、答えられる。

『部屋』で、わからずに、騎士団で、その概念は知らなくて、得意なことは。

　できることは──

「おっと……ちょっと邪魔していいかな？　おじさん、飲み過ぎちゃったみたいでね……夜風に当たりたいんだ」

　そのとき、タキシードを来た赤ら顔の男がこのベランダに現れた。人の良さそうな顔をした、頭の薄い、恰かつ幅ぷくのいい中年男性だ。

「いいけど……おじさま、大丈夫？　誰か呼んでこようか？」

「ああ、大丈夫大丈夫。少し休めば──あ……お、おえーっ……」

　ふらふらとした足取りで進んできた彼は、ベランダの中ほどで手をついて崩れ落ちた。胃の中身をぶちまける。ひゃっ、と小さな悲鳴を上げたケイトだったが、根が優しいのだろう、慌てた様子で彼に近付いていって──

　そしてその首筋に刃物を突きつけられることになった。

「あー。ゲロくせぇ……だからこのやり方は嫌なんだよ……」

　吐と瀉しや物の中にコルが煌きらめきを見たときには、そして「ああこれなら会場にも凶器を持ち込めるな」と理解したときにはもう遅かった。太った男はその肉厚な腕でケイトを抱え上げ、もう片方の手で小さなナイフを彼女の白い肌に触れさせていた。

「きゃ──」

「ああ、大きな声は上げないように、ね。殺したくはないんだ。うん、殺したくはない。おじさんのお仕事は君を誘拐することなんだから。君の死体を誘拐するのもまあやぶさかではないけど──雇い主が誘拐した君でどう遊ぶか知らないからね」

「ゆ、ゆうか、い……？」

「そう。交易王の娘だからいつも覚悟してたでしょ？　君の身体にはとても価値があるんだよ。いろんな意味でね──はいそこ、動かない。この子が死ぬよ？」

　コルは自分の左手をちらりと見ていた。

　さあ、どうしよう。どうすればいいのだろう。

「一つ、聞きたい。交易王ってひとが目的じゃないのか？」

「勿もち論ろん、交易王の金が目的さ。誘拐っていうのはそういうもんだよ、お嬢ちゃん」

　求めていた答えとは微妙に違っていた。どうやらこれは別件らしい。交易王の殺害を狙っているのではなく、単純なただの犯罪行為の対象として、彼の娘が狙われただけのようだ。

「……コル。あなた、まで、巻き添えにならなくても、いい。誰かに、お父様に、知らせて──」

「そうさせないために言ってるんだよ。心配しなくても、二人も誘拐したりなんかしないさ。荷物になるからね。さあおいで」

「！　ダメ、このひと、あなたを殺──」

　おいでと言われたので近付くことにした。

　高速で踏み込む。敵は左手でケイトを抱えている。右手でその首にナイフを押しつけている。踏み込めばこちらにその先端を向けざるをえない。

　コルはスカートの下に隠していたナイフを引き抜き、男の指を切断した。事情があって殺すことはできないが、これくらいならば可能だ。指がなければ人は刃物を握れない。

「ぐおおおおっ!?　なん、だっ……くそ、護衛だったかっ！」

「そういうわけでもないよ」

　次は左腕の腱けんを狙う。抱えられていたケイトの身体がすぽんとベランダの床に落ちた。

　男は誘拐専門の犯罪者なのか──真正面からの戦いはそれほど得意ではないようだった。コルがそれからも淡々とナイフを振るい続けると、最終的に、彼は身動きが取れない状態で身体の各部から血を流し、ベランダにぐったりと倒れるだけになった。呻うめき声がうるさい。ヒオならばそのあたりも上手にできるのだろうが──コルがやるとさすがに殺してしまいかねない。だからできない。

「僕が知ってるのは。得意なことは、こういうことだけだよ」

　唐突に思い出したので、この男が来る前に話していた会話の答えをケイトに送る。

「人の殺し方。今は殺せないけどね」

　目を見開いてコルを見ていたケイトは。

　ぷるぷると肩を震わせて。

　唾を飲み込んで──

「すっごーい！　すごいすごい！」

　なぜか興奮した様子でコルに駆け寄ってきた。さすがに困惑する。

「なに、なになに？　コルってば護衛だったの？　お父様に雇われた？」

「──少し、違う」

「でも、護衛じゃないとここには武器とか持ち込めないはずよ」

　それはレイチェルが便宜を図ってくれたからだったが、そこを話すと自分達の目的まで明らかになってしまう。ケイトにそれを知られるというのは、交易王にまで伝わるのと同じことだろう。

「じゃあ……そういうことでいい」

「ふーん？　うふふー、そっかそっかー。やっぱり私の勘は正しかったわ！」

「勘って？」

　彼女はさらに笑みを深めて、

「あなたに話しかけたら、何かが起こりそうな気がしたの！　今までにない何かが始まって、退屈な日常が退屈じゃなくなる気がしたの！　このパーティの中だけじゃなくてね？」

　そして彼女はコルの手を取った。

　先刻、会場からコルを連れ出したときと同じように──あるいは、そのときより力強く。

「あなたみたいな子、はじめて。同い年ぐらいなのに強くて、可愛かわいくて、何考えてるかわかんなくて、まるでびっくり箱みたい。もっとお話したいわ。だから、正式に……私のお友達になってくれる？」

　その言葉に何かを答えるより早く──廊下のほうから足音が聞こえてきた。男の呻うめき声は続いているし、誰かに聞きとがめられるのは当然の流れだ。

「困った。僕がやったと知られたくない」

「じゃあ逃げて。私がうまく誤魔化しとくから。誘拐犯より私の言葉を信じるだろうし、なんとかなるわよ。またあとで会いましょう」

　そんな簡単なものかなと思ったが、とりあえず信じるしかない。コルは誰かが来る前にこの場を立ち去ることにした。

　ベランダを出る間ま際ぎわ、ふと思い立って、

「さっき聞いてたろ？　友達の数」

「うん。それが？」

「よくわからないけど、君がそれを望むんなら、答えは多分《一人》だ」

「……」

　しばらく、その意味を考えるような間があったあと。

　むふ！　と彼女はおかしな声を漏らしてから、満面の笑顔でぶんぶんと手を振ってきた。
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「……っと、自慢話はこれくらいにしませんとまた娘に叱られますな。ワッハッハ！　ともあれこれからも我がリットンカーソー商会をご贔屓ひいきに！　それでは皆様、お気をつけてお帰りくだされ！」

　ジェイコブの声に数多あまたの拍手が応える。それを合図に会場には弛し緩かんした空気が流れ始めた。

　合わせてぞんざいな拍手をしながら、アリシアは嘆息とともに呟つぶやく。

「やれやれ。結局、何もなかったか。骨折り損だな……」

「何もなくはなかった」

　再合流したコルが、アリシアの隣でぼんやりとそう答える。

「そりゃまあ、お前の活躍についてはさっき聞いたけどさ」

「どうなった？」

「レイチェルには報告しといた。ただの刃にん傷じよう沙汰の一つとして片付けられたはずだ。ニルイーストだからな、普通の誘拐未遂なら日常茶飯事だ」

　そうなのか、とまたぼんやりと呟つぶやき、コルは軽く視線を動かして会場を見回したようだった。

　仕事とはいえこんなに人が多い場所に連れてくるのはどうかと最初は考えたものだったが、それなりに彼の内面にも何か変化が生まれているのかもしれない。

　少しずつ、学ばせていく必要があるのだろうと思った。

　もしも彼という存在が、本当に、自分の考えている通りならば──

「……」

　しかし今は関係がなかった。パーティは終わりだ。

　あれだけ熱気に包まれていた空間も、少しずつ隙間が空いてくる。名残惜しい立ち話をしている客達。ずっと不思議な動きで会場を和ませていた着ぐるみに、酔った女性が頰ずりを、いやゲロを吐いている姿。帰る客に頭を下げながら食器の片付けを始める給きゆう仕じ婦──潜入していたローズリリィと目が合い、視線だけでお疲れさんと言葉を交わした。

「──失礼。少しお話が」

　声をかけてきたのは、会場を警備していた一人の若い護衛だった。レイチェルと共に詰め所を訪れたノルンケイヴではない。

「何かな？　私もそろそろ帰るところなんだが。ああ、お土産があるなら是非いただくよ」

　すると彼は声を潜めて、

「ご心配なく。私もレイチェル様の指示で動いているものです」

「あ、そう。何の用？」

「端的に申し上げれば、ジェイコブ様に今回のことがバレました」

　アリシアは口をへの字にした。

「あらら……そうかい。まあ、奴やつも目め聡ざとい男だからなぁ。で、どんな感じだ？　我々がママのようにあったかく見守ってたことを知ってさ。メンツを潰されて怒っているのか？」

「その気配もなくはないですが、貴女あなたがたが動いてくださったのは事実なので。とりあえず礼を言いたい、連れてこい、との命を受けております」

「やれやれ、仕方ないな……無視もできないか。じゃあ行こうかね。むしろ奴やつからも追加料金をせしめる機会だと思うことにしよう」

　ローズリリィは片付けの流れで厨ちゆう房ぼうのほうに行ってしまっているようだった。わざわざ一緒に行くこともあるまい。

　アリシアはコルと共に護衛の彼に連れられて、帰る招待客達とは逆に屋や敷しきの奥に向かう。

　人気のない廊下をしばらく進み、やがて屋や敷しきの中でも最も奥まったところにある一つの部屋の前に辿たどり着ついた。

「どうぞ。中でジェイコブ様がお待ちです」

「はいよ」

　申し訳程度のノックをしてから適当に中に入る。執務室のような場所だった。積まれた本や紐ひもで巻かれた魔獣種の皮など、交易商らしくいろいろな物品が置かれており、香でも焚たかれているのか、甘い匂いが部屋を包んでいる。

　大きな執務机の向こうに椅子があり、ジェイコブがこちらに背を向けてそこに座っているのがわかった。勝手なことをしやがってという憤ふん懣まんがありつつも身を守られたのは確かなので、第一声と表情をどうするか悩んでいる──そんなところだろう。ジェイコブとはそういう子供じみたわかりやすさのある男だ。そこが魅力でもあるのだろうが。

「やあやあ、ジェイコブ・リットンカーソー。有力者会議以外の場で会うのは久しぶりだねぇ。今日は素晴らしいパーティを楽しませてもらったよ。中でも久しぶりに女を抱く羽目になったことが──」

　肩を竦すくめて言いながら近付き、机に手をついて、依然としてこちらを向かない彼の顔を覗のぞき込こもうとしたとき。

　アリシアはようやく気付いた。

「ああ。こいつは──まずいな」

　椅子に座った彼は、その突き出た腹から内臓を溢こぼし、完全に死んでいた。




　事態を把握せねばならない。頭を回転させろ。そのためには現状を口に出すことも大事だ。

「コル。何がわかる？　まずは落ち着いて情報整理といこう」

「死んでいる。死因は腹の切り傷だ」

「その通りだ。こんだけ派手にパックリやられちゃあね」

「凄すごい血だ。この香がなければ、入った瞬間に気付けてた」

「他には？」

「椅子の下でもう一人が死んでる」

　その通りだった。彼の巨体からしてみればついでのように、もう一人の死体がある。

「……死因は剣だ。胸に刺さってる」

「まずジェイコブを殺して──ついでにこっちも、ということだろうね」

「一撃だ」

「ああ。ジェイコブみたいなデカ男と比べれば楽な仕事だったろうさ。他に何がわかる？」

　椅子の下の死体の傍そばにしゃがみ込んでいたコルは、その表面にそっと手を触れていた。

「まだ少し温かい。殺されたのはついさっきだ。抵抗した様子はない。表情は驚いてる。わけがわからないうちに殺されたんだろう。それから──」

「それから？」

　アリシアも、見た瞬間にわかってはいたが。

　彼がその名前を告げることに、何か特別な意味があるような気はした。

「名前はケイト・リットンカーソーだ」




　アリシアは嘆息した。何はともあれ、様々な理由で、そうせざるをえなかった。

　言うべきこと。言うべきではないこと。言いたいこと。言いたくないこと。

　それらは数多あまた。

　けれど、ここで言わなければならないことは、状況的に考えて、ただ一つだった。

「もう一つ──コルにはわからないだろうが、大事なことを教えよう」

「……なに」

「彼女の身体に刺さっている剣の意匠を見れば、一目瞭然なんだが──それは、我らが悪逆騎士団の剣だ。この国では各騎士団ごとに決まった剣が支給されているんでね」

「……？」

　勿もち論ろん、それは騎士団以外の人間が持っているものではない。

　だが剣は剣だ。ただの武器で、どこかの鍛冶屋の手によって作り出されているものだ。見つかれば重罪ではあるが、金を積めば複製する人間だっているだろう。

　アリシアの耳は、部屋の外がにわかに騒がしくなってきたのを捉えている。

　廊下を走る足音。近付いてくる。おそらく、扉の前にいるはずの、ここまで自分達を案内してきたあの護衛の姿は影も形もなくなっているだろう。

　姿が見えなくなった主を探していた、事情を知らない人間が部屋に入ってきて、この状況を見ればどうなるか。

　変装している騎士団の人間。主の死体。主の娘の死体。証拠の剣。信用ならないエルフ。

　──答えは、わかりきっている。

　アリシアは唇を曲げながら言った。特に面白いことは何もなかったが、せめてそんな表情でも浮かべてみなければやってられない。

「やれやれだ。どうやら私達は……敵に一杯食わされたらしいぞ」
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　屋や敷しきの奥にまで入り込んでしまっていたのが不運だった。むしろあの案内してきた護衛の計算通りなのかもしれないが。

「騎士団だ！　悪逆騎士団のやつらが──ボスを殺した！」

「変装して潜り込んでやがったんだ！」

「逃がすな、追え！」

　自分達をここまで案内してきたあの男が、騎士団を亡なき者にしようとする爆弾結晶一味の仲間だったのか？　それとも依頼されて金で自分達を陥おとしいれたのか？　わからない。こうして追いかけてくるリットンカーソー商会の人間の中に、扇動して焚たきつけている他の仲間がいるのか、それとも全員が本当に騎士団がやったと思って追いかけてきているのかもわからない。

　確実なのは、捕まってしまえば終わりだということだ。この街にいる人間のほとんどは、司法や裁判に対して、最低級娼しよう婦ふの性病対策程度の信頼感しか持ち合わせていない。

「アリシア。言うまでもないけど、僕は殺せない。これ以上を望むなら──」

「こいつらを殺せばさらに立場が悪くなる。ま……いよいよとなれば、仕方ない、けどねっ！」

　行く手を塞ぐ商会の男を蹴り倒し、追い立てられながら走る。さらに前方に、剣を持った屈強な男。厄介だなと眉を寄せたとき、その男が涎よだれを垂らしてその場に崩れ落ちた。その後ろにいたのは、扇情的な衣装に身を包んだローズリリィだ。

「あのう……何か、大変なことになってしまってるようなのですが」

「実際大変なことになってるんだよ。まあいい、合流できたんなら一緒に逃げよう。とにかく外に出られれば、待機してるヒオの助力でどうにかできるだろうが──」

　言葉の途中で、廊下の前後に殺気だった男達の集団。挟まれた。

「コル、ナイフを貸せ」

「どうするんだ？」

「前も後ろも駄目なら横だ」

　素早く横手の壁に向かってナイフの先端を動かしつつ、

「総体は円湖、主紋はミゼの葉は蕾つぼみ、冠はジグラドロップ。銘は〝脆ぜい弱じやく〟とあれ」

〝紋章法〟で柔らかくした壁に肩から体当たりし、壁材の埃ほこりに咳せき込こみながらその向こう側に抜ける。

　どれだけ広い屋や敷しきであろうとも、迷宮になっているわけではない。このようになりふり構わなければ、なんとか脱出は──

「……」

　廊下の壁を抜けた先は、商会の武器庫のような場所で。

　何人もの男達が「ボスの仇かたきを！」などと言いながら我先にと剣や槍やりに手を伸ばしているところだった。

　目が合い。無言の時間が流れ。

　双方が、まったく違った意味で、唇を曲げる。

「あー。どうしたもんかねこりゃ」

「──ぶっ殺せオラァァァァ！」

　部屋の中にいた男達が飛びかかってくる。背後の廊下からは新手の気配。対するこちらは武器のない自分とローズリリィ、小さなナイフを持っているだけのコル。

　いささか困ったことになったな、とアリシアが眉を寄せたとき──

　その武器庫のドアが外側から激しく開かれた。そして、

「ハッハハハ！　お困りのようだな！　とうっ！」

　現れた謎の影が男達に突進し、顎を蹴り上げ、剣を弾はじき飛とばし、身体を壁に叩たたきつける。冗談のように力強い動き。

　その影は人の形をしていなかった。

　──ずんぐりむっくりの、綿で包まれた猫の形をしていた。

「まあ。あれは、今までずっと会場にいらした、着ぐるみの猫さん……」

「俺は俺でなんとかバレないように仕事するさ、とか言ってたから、どうしてんのかと思ってたが……お前、ずっとその中にいたのか」

　ジト目でアリシアが言うと、着ぐるみの猫は自信満々に胸を張って、

「どうやったって顔がバレねぇ。合法的にレディ達と触れ合える。たまに偶然を装よそおってケツを触っても怒られねぇ。数え切れないくらいイイことだらけだろ？　もっと褒めてくれよ、この俺の知略を」

　コルはその猫の声（綿のせいでくぐもってはいたが）でようやく気付いたらしく、

「……ベルガラン？」

「そうだぜ、コル。頼りになるベルガランお兄さんだ。ああ、もう一つ──思いっきりブン殴ってもちょうどいい手加減になる、ってのがあるな！」

　ベルガランが腕を一振りすると、また男が吹っ飛んだ。

「欠点は、煙草たばこが吸えねぇのと、中がクソ暑いってことだけだ。あークソ……早く脱出しようぜ、アリシア」

「そうしよう。とりあえず外に出てヒオと合流する」

「そのあとは？」

「さあ？」

　アリシアは素直な気持ちをその言葉に乗せ、肩を竦すくめる。




　──かろうじて予想できるのは、一つだけだった。




　悪逆騎士団の凶行と、リットンカーソー商会の主の死。

　この二つの大きな要素により。

　ただでさえ連続結晶爆弾事件で揺らいでいた、表面張力で薄く保たれていただけの、この蛮ばん都とニルイーストの危うい均衡が──

　おそらく、致命的なまでに崩れてしまうだろうということだ。




　……立て直すことができるかどうかすら、わからないほどに。













　　　幕まく間あい　『日刊ニルイースト瓦版』

　《大事件発生！　突然の凶行！　宴席での感情のもつれか、あるいは!?》







「本当か」「いつかやると思っていた」「報復が怖いのでノーコメント」──この凶行が行われた理由の分析は賢明なる読者諸兄に委ねるとして、まだ事件発生より間が空いていないこともあり、ここでは簡潔な事実だけを述べさせていただこう。

　先日、街の（一応の）国家治安組織である悪逆騎士団が、この街最大の交易商であるリットンカーソー商会の主、ジェイコブ・リットンカーソー氏を殺害して逃亡。その娘、ケイト・リットンカーソー嬢も被害に遭った。犯されていたとも喰くわれていたとも言われている（真偽不明、許されたし）が、少なくともその若い命を落としたことだけは確かなようだ。黙もく禱とうを捧ささぐ。

　リットンカーソー商会は金貨百枚の懸賞金を設定し街中に布告。

　現在、その賞金と名声を目的とした市民達がこぞって騎士団を追っている状況である。戦闘行為が勃発する可能性も高く、市民の皆様は巻き込まれないように注意していただきたい（手柄を攫さらう機会だと考える方々は除く）。

　街の有力者の方々の何人かに、今回の事件に対する考えを伺ってみた。

　娼しよう館かん業界の重鎮レディ・イラ女史は『今までにも何度か似たような事件があったけど、たいてい騎士団の連中に痛い目遭わされた奴やつらのくだらない噓うそだったろ？　今回も、まだ何とも言えないさね』と傍観の姿勢。

　市長タングステン・ストローハット氏『私の管理するこの街でこのような怖ろしい事件が起こってしまったことを非常に遺憾に思っております。私は与えられた役割を果たし、市民の皆様へさらに安全で安心できる生活を提供すべく邁まい進しんしていく所存です。市警察、さらには最近増設した特殊治安維持部隊シティキーパーはそのために存在しているのであり、公費の無駄遣いという指摘にはけっして当たらないと──』筆者の判断にて以下略とさせていただく。

　故ジェイコブ・リットンカーソー氏の長女、レイチェル・リットンカーソー嬢にも取材を申し込んだが、お言葉をいただくことはできなかった。まだ実の父親を喪うしなった衝撃は大きい模様である。




《市民の皆様へ》

　我々は悪逆騎士団の目撃情報を求めています。よりよい紙面作りのためにご協力ください。

　なおその結果としてリットンカーソー商会からの懸賞金が発生する事案となった場合の分配比率は半々とさせていただきます。

《悪逆騎士団の皆様へ》

　公正なる報道機関として貴き君くん達の言い分も掲載させていただきたいと思っています。どうぞご連絡ください。


　　　　　　　　いずれの場合にも連絡先は以下、《真実のニルイースト新聞社》まで──















　　　第四話　『罠わなの翌日』







　深夜。

　アリシア達騎士団の面々は、ニルイーストの市街地の外れにある、とある橋の下にいた。詰め所は今も様々な人間に見張られているからである。

「うーむ。まさかこの歳としになって物乞いの真似まねをすることになるとはな……」

「違います団長、物乞いはしていません。ただ橋の下で野宿をしているだけです」

「ま、起きたら外で寝てることはたまにある。意識的かそうじゃないかの違いだけか」

　橋脚に背中を預けて座っているアリシアとヒオの会話に、ベルガランが煙草たばこの煙を吐き出しながら参加した。

「そうそう。盛り上がりすぎて外でするときに大事なのはな、どちらが下になるか、だぞコル。それをいかにさりげなく選択できるかで男の格が決まる……コル？」

　ベルガランが首を傾かしげる。

　アリシアも少年の様子を窺うかがった。

　彼は──ぼんやりと、していた。

　いつもそうだが。

　いつも以上に。

「コル。眠かったら仮眠をとっていいぞ。というか交代で取るためにここに来たんだ」

「いや……大丈夫。眠くはない」

「しかしなんだか普通じゃないように見えるがね。平気か？」

「──わからない」

　彼がいつも使う言葉。だが今は、いつも以上の意味を持っているような、そんな気がした。

「なんだか──不思議な気分だ」

「ほう」

「とても、ごちゃごちゃしている。僕は、僕がどうなってるのか──わからない。意味もなく身体を動かしたい気分だけど、同時に、何もしたくない。からっぽな感じなのに、何かが溢あふれてる感じでもある。身体じゃなくて、頭の中が、気持ち悪い」

「……心当たりは？」

「ない」

　本当にそう思っているような顔だった。

　ローズリリィ、そしてベルガランとヒオは、一瞬だけそっと目を細めていた。

　アリシアは数秒の間を作ってから、

「じゃあ……世間話として聞くがね。コルは、ひょっとして──名前を知っている人間が死んだところを見たのは初めてなんじゃないのかい？」

「多分、そうだ」

　多分ときた。確かにそうとしか言えまい。彼には昔の記憶がない。

「なら──この頼りになるお姉さんが対処法を教えてあげよう。コルの感じている頭の中の気持ち悪さをどうにかするには、やっぱり、寝るしかないのさ」

「寝たら治るか？」

「治らないな。だが、それを繰り返したら、薄れる。そういうものだ」

　よくわからない、という顔で、彼は眉を寄せていた。

　アリシアはふっと頰を緩める。それからコルの首筋に腕を回し、体重をかけて引き倒し、二人して土手にごろりと倒れ込んだ。

「じゃあ添い寝だ添い寝。お前を今夜の団長専用抱き枕に任命する。命令なので拒否できないぞ、あしからずな」

「なっ……団長ォ！　またそいつに！　そんないい目を！」

「専用、なのですか？　残念ですね。許されるならわたくしも使いたかったのですが」

「くそっ、若者の人気におじさん嫉妬だぜ。やっぱり時代は可愛かわいさなのか？　さっきの着ぐるみを捨ててなきゃ、俺様もあるいは……っと」

　妬ましそうにコルを見てぼやいていたベルガランが急に口を閉じる。足音が聞こえてきたからだ。がたがたと頭上の橋の板が揺れ、

「いたか？」

「いない。目撃情報はこのあたりだが。あっちに行ってみよう──」

　また足音が遠ざかる。その音が完全に消えてから、誰かが小さく息を吐いた。

「やれやれ。ここも安全とは言えないか。平和な仮眠タイムは始まりもせず終わる、と……悪いなコル。お前を抱き枕にするのは別の場所で、だ。頃合いを見て移動しよう」

　煙草たばこの火をすぐにもみ消す羽目になったベルガランが、恨めしそうな声で、

「わかっちゃいたがよ。この街にゃ、よっぽど金に困った暇な奴やつらが多いらしい」

「さっき叩たたきのめした奴やつらが話してたこと、聞いたでしょ？　金貨百枚よ？　暇じゃなくたって働くわ。女によう房ぼうと子供だって捨てるかもね。その金で別の街に行って新しく作ればいいんだもの」

「元々、リットンカーソー商会の過激派は血の気が多い。カリスマだったジェイコブを殺されたらそりゃ本気にもなるだろう」

「とはいえ……懸賞金までかけられるとは予想外でしたねぇ……」

　それはローズリリィの言う通りだった。あのリットンカーソーのパーティを命からがら脱出して、しばらく──時ここに至り、どんな人間が自分達を追っているのかが、それなりに確信をもって判明してきたところだ。

　騎士団に直接的な恨みを持つもの。間接的な恨みを持つもの。金が欲しいもの。とにかく暴れたいもの。自分の腕を示したいもの。中には市警察の制服を身に着けたものもいた。純粋に殺人事件の容疑者として拘束しようとしているのか、あるいはその立場を利用して他人の手柄を掠かすめ取とりたいと考えているのか。どちらにしろ貰もらえるものは貰もらおうとするはずだから、区分に意味はないだろうが。

　つまり端的に言えば、騎士団を追っているのは、表も裏もなく。

　この街のほとんど全部だった。

「主体がリットンカーソーなのは間違いないと思うがね。とはいえ戦力的には、そして人数的には、どこも似たり寄ったりだ。誰に注意すればいいというものでもない」

　そこでコルが言った。

　胸中の気持ち悪さは、消えてはいないのだろうが──ひとまず忘れることにしたらしい。

「アリシア。僕にはわからない。どうしてこうなっている？」

　アリシアはコルのぼんやり顔を見返し、唇を曲げた。

「まず断言できるのは、私達がワナに嵌はめられたということだ。あのパーティでの潜入護衛が利用された。おそらく《敵》は最初からこうするつもりだったんだな」

「さーて、その敵さんは誰なんでしょうかねぇ。おじさんから酒と煙草たばこと女を楽しむ時間を奪うなんて……とんでもない奴やつらだぜ。ぷんぷんしちゃうね」

「ちなみに、さっき路地裏でサクッと指と引き替えに情報提供してもらったところによると。今のリットンカーソーは、暫定的にレイチェル・リットンカーソーが率いてるらしいわよ」

　まあ、とローズリリィが指を頰に当てて小首を傾かしげ、コルは目を細める。ベルガランは火のついていない煙草たばこの先端を上げ下げし、ヒオは手慰みのように自分の道具袋の何かの柄を抜き差しする。

「二つ、可能性があるな。一つ、あのお嬢が、『ボスの仇かたきを！』とうるさい古参の過激派を制御できていない場合。私達を嵌はめた裏切り者が身内にいるのはわかっているが、下手な動きをすれば私達への依頼がバレて、むしろ自分達が窮地に陥るために手をこまねいている──という可能性だ。あの規模の商会を、いくら娘とはいえあのお嬢がいきなり掌握などできるわけがない」

「もう一つは？」

　彼以外の誰もがわかっているであろう答えを、コルが求めてきた。あるいは彼もわかっていて聞いたのかもしれなかったが。

「最初から、あのお嬢が私達をワナに嵌はめるつもりだったという可能性だ。つまり、この状況こそが狙い通り、だから黙って野の良ら犬いぬ達が私達の首を咥くわえて戻ってくるのを待っている……と」

　言いながら、アリシアは片目を細める。

　わかりやすい流れだ。

　だが、だからこそ、わかりやすすぎて気に入らない。

　ついにヒオが据わった目で道具袋から錐きりを引き抜いた。その先端を睨にらみつつ、

「私達に舐なめたことをした人間がどうなるか。教えてやらないと」

「それだよ。私達がそう言うことなんてわかりきってるだろう？　彼女はそれほど愚かな人間じゃなかったと思うんだが……」

「わたくしも同意見です。彼女は思慮深い娘さんだと思いますよ」

「そうかぁ？　でも、昨日までの主義主張とかを明日になったらバカみたいにひっくり返すのが女ってやつだと思うぜ。まるで別人ってな具合に──ああ、女性陣の目が痛いから言うが、いい意味で、のときもあるぜ？　うん」

「……」

　そしてヒオは取り出していた錐きりで男の肉を貫き、ローズリリィは華麗な体術で男を投げ飛ばし、アリシアは蹴りで男を傍かたわらの川に叩たたき込こんだ。本人にとっては幸いなことに、その男とはベルガランのことではなかった。

「いたぞっ！　橋の下だ！」

「首だけは潰すなよ！　顔がわからなくなると困る！」

　とりあえずアリシアは傍そばの橋脚をぺちぺちと叩たたきつつ、

「あーあ。この泥と蛙かえるの臭いが魅力的な宿屋ともこれでおさらばか。名残惜しいねぇ」

　そこにあらかじめ刻んでいた紋章を起動させ、橋を一瞬で崩壊させた。橋上にいた人間への攻撃と、これから来るであろう追っ手の妨害のためだ。

　騎士団の人員に、それに巻き込まれるような間抜けはいない。落下してくる橋の残骸を潜くぐり抜ぬけ、素早く走り出す──一いつ攫かく千せん金きんを狙う山師の数は多かった。損害を受けずに追いすがってくる人間達へは、騎士団の面々がそれぞれぞんざいに対処。

「ビビってんじゃねぇ！　噂うわさに比べりゃ全然弱ぇぞ、行け行け！」

　正直な話、現れる奴やつらをその都度皆殺しにすることもできないわけではない。ただ、その実力差も解わからない奴やつらを相手するのが面倒臭いだけだ……時間をかければまた新たな野の良ら犬いぬが騒ぎを聞きつけて現れてくるのだろうし。

　男達に追われながら、夜のニルイーストを走る。

（さあて、どうしたもんかね）

　背後から感じる、金目当ての──あるいはジェイコブを慕っていた男達の殺気。

　それ自体はひどく単純なものだ。

　そう……おそらく、全てを画策している者の動機も、同じく単純なはずだ。

　怒りと金をダシにして、この街自体が騎士団を狙う形にした。

　つまり、自分達悪逆騎士団をこの街から排除したいのだろう。

　では排除してどうするのか？

　それはことの始まりに戻る疑問だ。

（排除と言えば……やっぱり、アレに関係してるんだろうな）

　昨今街を騒がしている、夜の有力者達を吹っ飛ばしている、爆弾結晶事件。

　それの一環なのだろうか？

　自分達が、騎士団を直接的に幾度となく狙ってきた爆弾結晶を対処し続けていたから。

　この手段では難しいと思って、別の形で騎士団を排除することにした。

「ふむ……」

　ありうる話だ。

　では敵の立場になって考えよう。そいつらは今後、どのように動こうと思っている？

　何をしたいと思っている？

　アリシアは足を動かしながら、ふと頭上を見上げた。住宅が建ち並ぶ狭い路地裏。細く切り取られた空の間に、洗濯物を干すための綱が渡されている。騒ぎを聞きつけてか、恐る恐る二階の窓が開かれ、しかしすぐにバタンと閉じた。にやりと笑う凶悪なエルフとでも目が合ったのだろう。

「そう……見たいよなぁ。ここまで大それたことをしたんだ。極力、結果は自分の目で確かめようとするはずだ……結末が劇的であればあるほどな……」

　では。それでは？

　これから自分がすべきことは？

「……やべえな。見ろよコル、覚えとくといいぞ。あれはアリシアが心底ロクでもないことを思いついたときの顔だ」

「よくわからない」

「わかりなさいよ！　あたしはあれが一番団長が輝いてる顔だって思うわ！」

　そこでアリシアは足を止めないまま背後を示し、芝居がかった口調で言った。

「親愛なる騎士団の諸君。背後を見たまえ。とんでもない形相で追ってくるな。そしてあの迷いのなさ、まるで王に使命を与えられた勇者の如ごとしだ。私達が、ここで逃がしてしまえば罪なき街の人々に暴虐の限りを尽くすことが確定的な極悪人だと。人倫を知らず、愛を嘲笑し、涙すらも集めて売ろうとする人非人どもの集団だと──そう思っているようではないか！」

　唇を舐なめてから、続ける。

「さて──では、ここで思い出そうじゃないかね」

「はぁ。何をでしょう？」

　小首を傾かしげるローズリリィに、アリシアは言った。

「私達が、その通りの極悪人だということをだよ」
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　今や自室のベッドの上だけが落ち着ける場所だった。

　深く長い嘆息と共に、レイチェル・リットンカーソーは柔らかなシーツにその鼻を押しつける。息苦しくはあるが、今は顔を動かすことすら億おつ劫くうだ。

　父の古参の部下達の視線を思い出す。絶対的に父を信頼していたもの。叛はん意いをその身に秘めていたもの。自らの利益だけを考えているもの。商会の後継者を値踏みして今後の身の振り方を考えているもの──古参の部下達だけでもそうなのだ。それに加え、比較的新しい従業員や、損得だけで繫つながっている取引相手という枠組みの人間達も、それぞれ複雑な立場と内情の違いで成り立っている。

　見み様よう見み真似まねで、信頼できるノルンケイヴ達の助けも得て、なんとか今日という日は乗り越えることができたが──明日はどうなるか。これからが踏ん張りどころだ。だがとにかく今日は疲れた。

　そうして彼女が再びシーツに嘆息を吹きかけ、目を閉じようとしたとき、

「ずいぶんお疲れのようだね？　お嬢」

　この自室に戻って一人になってから留まることを知らなかった嘆息が。いやさ呼吸が。

　止まった。心臓も止まっていたかもしれない。

　幸運にもそれらは再び動き出すことを許され、レイチェルは全身に汗を搔かきながら、ゆっくりとその身をベッドの上に起こした。

　部屋の隅に置いてある椅子に、足を組んで。

　一人のエルフが座っていた。

「！」

　反射的に喉から声が漏れそうになり、しかしそれは──背後から伸びてきた小さな手が口を塞いだことにより、それまでの嘆息を超えるほどの音の形にはならない。

「あなたから声を奪う方法は、両手両足の指を使ってもまだ数えたりないくらいに思い浮かぶわ。それを確かめたいというんじゃなければ、とりあえず大人しくしとくことね」

　ヒオ・マシロストリーク。拷問騎士だ。

　彼女はそっとレイチェルの口に当てた手を緩め、もう片方の手を何かごそごそと動かし始めた。この感触は──縄だ。縄で縛られようとしている。

　アリシアは組んだ足をぶらぶらさせてこちらの様子を見ていた。その真上の天井に大きな穴が空いているのが見える。彼女の〝紋章法〟の仕業だろう。

「別に小声でなら話してくれていいさ。私も君の話は聞きたい」

　驚きはしたが、この一日で鍛えられている。

　震えているべきではない。怯おびえているべきではない。

　レイチェルは胸を張って、喉仏に当てられたままのヒオの手を感じながら、小声で、

「──貴女あなたは聡そう明めいです、アリシアさん。私が言いたい一言も、私の状況も理解できているはず」

「言ってごらんよ」

「私は貴女あなたを裏切ってはいません」

　まっすぐ、彼女の目を見据えて言った。

　彼女はにやにやと笑っているままだった。

「だといいけどねぇ。今の私達はこの街一番の人気者だ。いや、これが続けば、ひょっとしたらニルイーストという枠を跳び越えての人気者になれるかもしれないな。噂うわさが噂うわさを呼んで、どうやら私達がリッサ教導団の犬だとかディメージョン海王国の特殊組織だとか信じてる奴やつらも出てきているらしいし」

「──団長。終わりました」

「よっし。それじゃ行こうか」

　アリシアが椅子から立ち上がり、手足を縛られたレイチェルはヒオに抱え上げられる。

「あの、私は、私を、どう──」

「落ち着けるところで話し合いだよ。私達らしくね」

　誰かが上に待機していたのか、垂れてきたロープがレイチェルに結ばれてその身体を引っ張り上げ、アリシア達は器用に壁かべ際ぎわの家具を使って天井の穴に戻る。その間際、

「──お嬢？　何か音が聞こえましたが……お嬢？　っ、失礼！」

「ノルンケイヴ！」

　ドアを激しく開けて入ってきた彼と、天井の穴ごしに一瞬だけ視線が合った。勿もち論ろん彼はアリシア達の姿も見み咎とがめたのだろう。

　彼は素早く剣を抜きつつ、

「貴様らッ！」

「ちょっと遅かったねぇ、護衛クン。ではサラバだ」

　嘲るようにアリシアはそう言って、肩に抱えたレイチェルの尻をぽんと叩たたいて踵きびすを返かえした。

「っ……警備は何をしている！　奴やつらだ、屋根の上に出るぞ！　絶対に逃がすなっ──お嬢が攫さらわれた！」

　こんなに焦あせった彼の声を聞いたのは初めてだな、とレイチェルは不思議と他人事のようにそう思った。
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　タングステン・ストローハットは眉根を押さえながら嘆息した。

「やはり金だ。金だな。アリシア・クイッテンエリアリの金に対する汚さには毎度呆あきれているところだが、この状況では私もその有用性を認めざるをえない」

「……」

「何故なぜか？　半壊したこの市庁舎をまだ使わなくてはならないという現状の理由が、純然たる財政事情にあるからに決まっている。本来なら今すぐ建て直したかった。二度とあのようなふざけた事態が起きないよう、今度こそ私のような重要人物が仕事をする場は完全に一般市民や職員とは隔離した作りにするべきなのだ。無論鐘楼なんぞいらん。あんなものはゴミだ」

「……」

「いやしかし、教訓は得ている。確かに考えてしかるべきだった。人間が生活する以上、便所は欠かせない。そして便所には換気が欠かせない。つまり便所はある意味では最も外界に近い場所になりうるということだ。私の身をどうにかしようという人間が接触してくるのも充分に考えられる。ああ、考えられる……」

　彼は項垂うなだれるように顔を傾けて、もう一度深い息を吐いた。

「……この前も言ったが、もう一度言うぞ。どうしてお前は幼女じゃないんだ？　もしそうだったら、せめてもの抵抗として言えたんだが。『手が震えて動かない。それを下着にしまうのを手伝ってくれ』とか……」

　タングステンの首筋に後ろからナイフを突きつけているコルは、その先端を軽く彼の皮膚に触れさせながら言った。

「自分で早くしまってズボンを穿はけ。お前とは違って、僕は男の下着やその中身に興味はない」

「ふざけるな。俺だってない」

「昨日はずっと見てたじゃないか」

「？」
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　心配事はあったが、商売人である以上、日々の暮らしは通常通りに行わねばならない。

《陽気な風見鶏メリーコツク亭》の主、マダム・イラは受付を若い者に任せ、自分は自室で帳簿の書き付けを行っていた。それに合わせて、所属している娼婦達の客付きや体調管理なども記録し、客から寄せられた意見も取り入れて今後の配置の参考にする。管理している娼しよう館かんは一軒だけではないので、別の娼館にも気を回さなくてはならない。同じような帳簿管理。受け身にすぎると意見のあった娼しよう婦ふはそういった手合い向けの別の娼館への手配を。

「やれやれ……」

　作業に疲れて手を止めたとき、ちょうどノックの音があった。声をかけると、この娼館組織全体で雇っている女傭よう兵へい集団《ゲルンリッター》の長、ガールズエンドが中に入ってくる。筋骨隆々、浅黒い肌をした赤毛の女だ。片目には眼帯をつけている。

「少しイイかい？　マダム」

「いいとも。何か店でトラブル……じゃ、ないだろうね」

　彼女は入り口近くの壁に背中を預け、腕組みしながら答えた。

「わかってンだろ？　うちの部下のことだ。いくら雇い主のアンタが騎士団の連中と懇意にしてるっつっても、そんなの関係ねぇって奴やつらは大勢いる。うちらは欲望に忠実で喧けん嘩かっ早ぱやいのが取り柄だ。だから女だけの傭よう兵へい集団でも舐なめられずにやっていけてる。女だけだからこそ、アンタのとこみたいな娼しよう館かんにも独占的に雇ってもらえる」

「そんなに金に困ってる奴やつらが多いのかい？　給金はちゃんと払ってるだろうに」

「カネはいくらあっても困んねえさ。それに──リットンカーソーの奴やつらがチクチクつっついてくるんでな。テメェらはやっぱ騎士団の犬だったかとか所詮女だとか。親が殺されたんだ。アイツら相当メンツを潰されて殺気立ってる……放ほっときゃリットンカーソーと戦争になりかねねェ」

「あたしにどうしろと？」

「別に何も。アタシらがマダムに雇われてるのは変わらない。だけどよ、この娼しよう館かんの警備仕事以外の部分じゃ、もう部下達は好きにやらせるしかないって話だ。流れに乗りゃあカネの匂い。乗らなきゃ何のカネにもならねぇ戦争の匂い。どっちを嗅ぎたいかは決まってる」

「やれやれだねぇ……あんたもなのかい、ガールズエンド？」

「アタシはカネは別にどうでもいいがね。楽しそうなのがどっちかは、わかるだろ？」

　彼女は腰に吊つるした剣の柄をぽんと叩たたいて唇を曲げ、そして手をひらひらと振りながら部屋を出ていった。

　マダム・イラはそれを無言で見送るしかない。まったく、厄介なことになった。

　嘆息にも飽きたところで、今にも壊れそうな椅子を軋きしませて再び机に向き直る。楽しくもない事務作業だが、終わりが見えているぶん、今の街の状況について考えるよりははるかに建設的だ。

　そのときまた、部屋のドアが開く音がした。今度はノックもなしだ。

「まだ何かあるのかい？　止める気はないよ。あたしは──」

「わたくしですよ、マダム・イラ」

「!?」

　聞こえるはずのない声に、慌てて振り向く。いや、いてもいい。今までにも何度もここには来ている。だが、今、いるはずはない。

　無理な動作で椅子が完全にベキッと悲鳴を上げて軋きしみ始めたが、気にする余裕はなかった。部屋の中央に、楚そ々そとした様子で微笑ほほえんで佇たたずんでいる──いつものローズリリィ・アネモネアイリス・ハイアシンスから視線を外すことはできなかった。

「あ、あんた、なんで……？」

「アリシアさんの命令です。あなたに少し用がありまして、お邪魔させていただきました」

「用っていうのは──」

「しばしお付き合いを願いたいのです。身体に危害は加えません」

　彼女の柔和な笑みに対し、マダム・イラはごくりと唾を飲む。

　自分もこのニルイーストの闇社会の一角を担になう女だ。いくら懇意にしている相手であっても、個人的に尊敬している職人であっても、立場は示さなくてはならない。

「あたしを誘拐するつもりだっていうのかい？　ふざけないでほしいね。こっちにも立場ってもんがあるんだ。仮にあんた達が胸を張って説明を──」

「申し訳ありませんが、わたくしはアリシアさんから『必ず』マダムを連れてくるように、と命を受けております。『必ず』です」

「……嫌だと言ったら？」

　微笑のまま、ローズリリィが一歩を進めた。マダム・イラは椅子から腰を浮かせる。

　それなりの付き合いではあるが──ローズリリィは底が知れない。何をする気なのか。何をされるのか。ここで叫べば助かるのか。それともそれは致命的な過あやまちになるのか。

　そんな一瞬の迷いのうちに、

「マダムのような体格の方に本気で抵抗されると困りますので。抵抗できないようにさせていただきますね──わたくしにできるやり方で」

　ローズリリィは自分の指をぺろりと舐なめて、さらに、もう一歩。肉薄。

　眼前に迫る彼女の美貌に、マダム・イラは驚きよう愕がくの目を向けるしかなかった。

「あんた、まさか」

「《抜かずのイラ》と噂うわさされたマダムのお手並み──拝見させていただいても？」

　そして決闘が始まる。
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　ニルイーストの中心地からほどよく外れたところにある、荒くれ者達が集まる酒場。

　ここ数日、街の空気はずっと張り詰め続けている。いつ破裂してもおかしくないほどに。だから当然、この酒場の中の空気も似たようなものだった。

　声高に馬鹿騒ぎをする集団もいないではないが、それらは新参者か素人しろうとだ。この街の暗部に身を浸しているものは、声を潜ひそめて、自分達が得た情報についてひそひそと意見を交わす。あちらのテーブルでも。こちらのテーブルでも。

「どうだ？」

「わからん。南部のほうで見かけたって情報が」

「俺は北の墓場だって……」

「やってらんねぇな。この空気」

「だが爆発する結晶の事件は止まってる。だから騎士団が犯人だったと噂うわさする奴やつも出てきた」

「あいつらの詰め所にも投げ込まれたって話じゃなかったか？」

「知らねえよ」

　そんなとき、陰気な顔の男を中心とした一団が新たに酒場に入ってきた。席に着く男達の顔を無遠慮に眺め──そして踵きびすを返かえして出て行こうとする。

「席は空いてるぜ。酒場に来て何も頼まずに帰ろうなんてのはお行儀がよすぎるんじゃねぇのかい、リットンカーソーのワンちゃんよ。マスターもお冠だぜ」

　ざわ、と酒場の中の空気が変わる。

　陰気な男の一団に声をかけたのは、壁かべ際ぎわの席で集まって飲んでいた女達の一人──眼帯の女だった。

「座れよ。そしてミルクでも頼めよ。ノルンケイヴだったか？」

「──主人が豚なら、それに飼われていたのも豚か。主人が攫さらわれたというのに、豚は吞のん気きに食べて飲むだけ。さすがの忠誠心だな」

「おやおや、近況報告のお手紙なんか送った覚えのないアンタらまでマダムのことを知ってるとは。そいつは逆説的に、アタシらがこれまでいかに懸命に街を探し回ってたかの証明になるさね。そんな一生懸命な働き者のアタシらが、腹が減ってはなんとやら、のお題目を唱えてもバチは当たらないと思うぜェ。つーかマダムが豚ならアンタんとこの娘はお上品な雌犬だろ。今頃はあの手が早い醜悪騎士の下でアンアン腰振ってるさ」

　ノルンケイヴは目を細め、剣の柄にゆっくりと手を伸ばした。

「──お嬢の侮辱は許さん、ガールズエンド」

「は。アタシの名前ぐらいは知ってたか。女の味も知ってるのかい？　まだなら教えてやろうか？　それともケツ穴ほじられるほうがお好みかな。そっちは知ってるとかだったら笑えるが」

　ビールの注がれていたジョッキを飲み干し、テーブルの上に置く。同じテーブルにいた女傭兵達も軽く腰を浮かせていた。しかしそこで別のテーブルから、

「おいおい、この素晴らしい店で騒ぎは止めろよ。タイホすんぞ？」

　揃そろいの制服を着崩した男達の一団だった。もうさんざん酒を飲のんでいるのだろう、かなり顔が赤い。

「市長が新しく雇ったという……私設対処兵か。シティキーパー、とかいう」

　制服を着ているし公的な身分もあるが、その雰囲気はノルンケイヴ達と何も変わらない。視線や佇たたずまいから、やはり荒事に慣れた者達だとわかる。

「お、勉強してるな、若いの」

「雇われてすぐ市長の誘拐を許した役立たずだと評判だ」

「そうなんだよなぁ。減給になりそうでまいったぜ」

「仲裁したらボーナス出るっすかね？」

「それよりもこっちの兄ちゃん達はリットンカーソーだぞ。懸賞金の大元だ。仲裁よりも加勢じゃねぇか」

「はァん。タマなしどもがどんどんと増えちゃってまぁ──」

　ガールズエンドが肩を竦すくめると、さらに別のテーブルから、

「おい待て、そういうことなら俺達はガールズエンドにつくぜ。馴な染じみの娼しよう婦ふがもう少しで堕とせそうなんだ。今度口利きいてくれよ」

「こっちはここの代金を持ってくれるほうにするぜ。ビールおかわり！」

　ガールズエンドが椅子から立ち上がる。ノルンケイヴがさらにその手を剣の柄に近付ける。野次馬達も立ち上がり、あるいは囃はやし立たて、あるいはその騒ぎに乗じてスリを行い咎とがめられ制裁が開始され、店員の給きゆう仕じ女は尻を揉もまれ、酔客が嘔おう吐としてテーブルをひっくり返し、発端たるガールズエンドとノルンケイヴがついにその筋肉に稼か働どうの命令を──

『大変だッ！』

　酒場の扉がけたたましく開かれると同時に響いたそんな声で、全ての動きが止まった。

　誰だお前、というような多数の視線にぎょっとした様子の男が、いやちょっと失礼失礼、と頭を下げながらテーブルの間を進み、ノルンケイヴに近付いて何かを耳打ちする。

「なに……？」

　彼は目を細め、男をじっと睨にらんだ。二言三言何か囁ささやき声ごえで会話を交わし、最後にじろりとガールズエンドを見やって──しかし何も言わずに、踵きびすを返かえして早足で酒場を出て行った。

「ああン？　何だヨ……」

　彼がいなくなり、一気に場はしらけた空気になる。その空気の中、また新たな人間が酒場にやってきた。スーツを着た男である。シティキーパー達の席に近付いて、何事かを耳打ち──その彼らも顔を見合わせ、最後に酒をあおってからやはり酒場を出る。

　口直しにガールズエンドが新しい酒を頼もうとしたとき。

　部下の女傭よう兵へいが、息を切らせて酒場に入ってきた。

　そんな予感はしていたが。ガールズエンドの耳元で、ひそひそと囁ささやいてくる。

「騎士団から時間と場所の連絡がありました。そこに来れば人質を引き渡すそうです」
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「というわけで、午後五時、この南部外周街アウタースラム、莵うさぎ岩いわの広場に。主の身を案じる忠実なる家臣達よ訪れたまえ、と情報を流したわけだ」

　言葉通り、莵うさぎに似た形をした岩に腰掛けたアリシアが、自分の膝に頰ほお杖づえをついた姿勢でどこか愉快そうに言った。

　コルは首を傾かしげて、

「それでどうなる？」

「めでたしめでたし、だよ。うまく行けばね」

　相変わらず、よくわからなかった。とりあえずコルは周囲の様子を確かめる。

　見える範囲に人影はない。たまたま邪魔な岩があるから空間が空いているだけ、といった風ふ情ぜいのこの広場の周囲には、薄汚れた木材や布で建てられた掘っ立て小屋が建ち並んでいるだけだ。街中とは明らかに生活水準が違うとわかる、貧苦の世界。

　これからここで何が起こるのか。

　ヒオやローズリリィ達は聞いているのかもしれなかったが、コルには興味もなかったため、ただここにいるだけだ。その都度誰かが指示を出してくれるだろう、と思っている。あの、長い時を過ごした《部屋》の声と同じように。

　コルには未いまだ、実感が湧かないとも言える。

　人間の考えというものが。人間がそれぞれの考えでそれぞれ好き勝手に動くものなのだということが、理解できない。部屋にあった絶対的な《孤》と、この街を闊かつ歩ぽする無数の《多》との対比で、余計にそう思う。

　自分の考えというものも。他人の考えというものも。それを知ることのなんと難しいことか。

　アリシアは何を考えているのだろう。ヒオは。ローズリリィは。ベルガランは。

　そして──自分は。

　最後に見たときの、笑顔で手を振っていた、ケイト・リットンカーソーは、何を。




　気付けば時間は流れ、周囲には徐々に人の気配が滲にじみ始めていた。様子を窺うかがうように、緩慢に、慎重に、近付いてくる。

　示し合わせたわけでもないだろうが、それらはほぼ同時に姿を現した。

　アリシアは岩に座ったまま両手を広げて、

「やあ、意外にみんな律りち儀ぎなんだな。時間通りだ──それに、少数精鋭でお越しください、って言ったのも守ってくれてるね。助かる、人が多いところは苦手なんだ。子供に耳を引っ張られたりすることもあるんでね」

　現れた人間達の数は、総計で二十人ほど。微妙な間があることから察するに、大きく分けて四、五人の集団が三つ。残りは独立的だ。

　その一つの集団を率いているらしい、陰気な顔の男が、

「──お嬢はどこだ」

「やあノルンケイヴ。見ての通り、ここにはいない」

「なんだと……！」

　ぎり、と奥歯を嚙かみ締しめ、剣に手を伸ばす。別の一団の眼帯女が呆あきれたように言った。

「そりゃそうだろ。うちのマダムも隠しきれるサイズじゃないしねぇ。三択かな？　これから案内してくれる、これから何か条件を出す、それから──もう喰くった、とかか」

「エルフは人間を喰くうのか、怖ぇな。とにかくだ、身みの代しろ金きんは払えねえぞ。払うとしたら攫さらわれてる市長本人だ。俺達はそいつから給料を貰もらう立場なんでな」

「女傭兵ゲルンリツターのガールズエンドに、噂うわさのシティキーパーか……まだ紹介されてないが、名前は？」

　髭ひげ面づらの男ではなく、横にいたひょろ長い男が軽く答えた。

「イオニス課長っス。よく『騎士団が真面目に働けば俺らの仕事なんていらねぇだろクソ』って愚痴ってます」

「ほぉう。逆というか同じというか。私達も、動かなくてはならないときはたいてい『もっと頑張れ市警察め』と愚痴っている」

「くだらん話はそこまでだ！　お嬢はどこにいる！」

「確認くらいさせておくれよ。あとの方々は──ふむ、噂うわさを聞きつけた賞金稼ぎの方々、といった風ふ情ぜいだな。偉いぞ。こいつらの組織にだけ伝わるよう、そして時間的にも厳しめに設定したのだが。組織から引っ張り出せる情報力と迅速な行動力、評価しよう」

「褒められても嬉うれしかねぇな。テメエらを殺してリットンカーソーから報奨金を貰もらったとき、初めて自分を褒めてやれるぜ」

「おい待て。お嬢の身柄が先だ」

「ああん？　知らねえよ。お前達が騎士団にかけた懸賞金の条件は──」

　そこでアリシアはようやく立ち上がった。岩の上に立ち、演説者のように胸を張って、広場の一同を見回す。
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「盛り上がってきたところで、今後の予定の説明といこう！　リットンカーソー、ゲルンリッター、シティキーパーの諸君！　安心したまえ、君きみ達のご主人には会える。そうだな、三十分後くらいかな？」

「……三十分？　それまでに何をしてろって？」

　ガールズエンドの疑問に、アリシアはあっけらかんと肩を竦すくめて答えた。

「さあ。親睦でも深めていればいいんじゃないか？　生憎あいにく、酒の用意はないが」

「ふっ──ざけんな！　テメェにおちょくられるためにここまで来たんじゃねぇぞ！」

　アリシアに飛びかかろうとした男を、後ろからノルンケイヴが蹴り倒す。無論、それはアリシアの身を案じてのものではない。ただ状況把握に邪魔だっただけだろう。

「どういうことだ。アリシア・クイッテンエリアリ。説明しろ！」

「説明？　今の以外にすることはないぞ？」

「ははーん、なるほどなるほど。これはアレかな？　アタシ好みの展開なのかな？」

　ガールズエンドが尖とがった犬歯を剝むき出だしにして笑い、手をわきわきと動かした。

「もともと、誘拐した奴やつらを帰す気なんてない。邪魔な奴やつらを一同に集めて──一網打尽、とかさ」

「なんだと……？」

「おいおい勘弁してくれよ。ますます勤務契約の内容からずれてきたぞ」

「課長、頑張ってください」

「お前もやるんだよ！」

　アリシアがぱちぱちと手を叩たたいて注目を集め、

「まあ、お前達がどう時間を潰そうが自由だが……一つ補足だ。ボス達に会えるとは言ったが、ひょっとしたら会えない奴やつも出てくるかもしれん。つまり──死んだら勿もち論ろん会えないから、そのつもりでな？」

「……」

　ぐつぐつと煮立っていた殺気が──それでまず一方向に吹き零こぼれる。

　視線が集まる。彼らが、この場で最も確実な敵だと認識した存在に。

「団長。あの、今の台詞せりふは、この状況だと……」

「はい。かかってきやがれ殺してやるぞ、というような意味合いにしか取られないのでは……」

「む、そうか？　純粋な忠告のつもりだったんだが」

「一言で女の態度が変わることってあるよなあ。んでたいていそいつは、訂正しようと思ったときにはもう手遅れなんだ。そら、来たぞ！」
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　イオニス・スターダシオンはつい数年前まで大陸の西部で強盗団の首領をやっていた。ヘマをして、どうせならと大陸の東端、つまりはこの大森林に臨むニルイーストへと居場所を移し、そしてなんやかやあって市長の私設部隊の長なんぞになってしまっているわけだ。

（しっかしまぁ、とんでもねえ街だわなぁ）

　噂うわさ通りで、噂うわさ以上だ。ニルイースト。

　ゼルディバッソ紋章国の黒一点。暴力と野蛮が支配する街。

　そこに住まう奴やつらも、想定以上のイカレ野郎どもばかりだった。

　人を見抜く目はあるつもりだ。そうでなければ強盗団の長などやっていられないし、裏切りと密告の果てにもっと早くに死んでいたことだろう。

　別の場所で見れば目を剝むくような光景が、この街では日常茶飯事だ。貧乏人共の住まう外周街アウタースラムであっても、どうやらそれは変わらないらしい。

　剣けん戟げき。怒号。血飛沫ちしぶき。悲鳴。この街の闇組織に属する精鋭達に、公的な立場を持った騎士団に、ごく私的な理由でここにいるのであろう独立した賞金稼ぎ達。それぞれがそれぞれの思惑で交わり生まれ続けている、在って当然のような重み軽さの闘争。

　それらの最中にありながら、そして適宜立ち回りながら、シティキーパーの課長イオニスは目に映る人間達の動きや能力を確かめていた。ここにいるのは街の中でもそれなりに知名度のある奴やつららしい。今後何かの役に立つこともあるだろう──お互いに生き残れば、の話だが。

　リットンカーソー商会。この街最大の交易商だ。主はつい先日死んだばかりだが、組織としての大きさはそうそう揺らぐものではない。それに雇われている私設兵らしく、ここにいる男達はどいつもこいつもかなりの実力者だ。戦闘法としては冒険者ギルドの系統に属する。おそらく交易商として大森林の中に入ったりすることもあるのだろう。獣や──あるいは危険種との戦闘も想定した装備。

　それらを率いているのは若く陰気なしかめっ面つらの男だ。ノルンケイヴとか呼ばれていたか。細剣を持ち、他の奴やつらよりは微妙に真っ当な剣術使いの気配がする。尖とがった硬質な枝のような、迷いと遊びのない剣筋。そこに何年何十年かかけて老ろう獪かいさを加えることができれば名を残す大剣士になれるかもしれない。なれないかもしれない。そして今の彼は老ろう獪かいとはほど遠く、主の居所を飽きもせず詰きつ問もんしながら騎士団の連中にその剣を振るっている。

　ゲルンリッター。女だらけの傭よう兵へい集団。この街では主に娼しよう館かん組織に雇われている。抱ける見た目の女もいれば勘弁してくれという顔の女もいるが、総じて、寝ている隙に男の首の骨をへし折りそうな女達ばかりだとは言える。戦い方は完全な傭よう兵へいのそれだ。女だけだからこそ、逆説的にそうなっているのだろう。可か憐れんさの欠片かけらもない。手心の欠片かけらもない。使えるものは何でも使い、そして隙があれば容赦なく叩たたき潰す。ただ勝利することだけを目的とした傭よう兵へい戦術。

　今の首しゆ魁かいは、日に焼けた肌で眼帯をした女だ。ガールズエンド。この場にいる誰よりもぶっとい剣モノを力任せに振り回し、そして誰よりも楽しそうだ。おそらく男との夜も同じか、あるいは女しか抱かないかの二択だと思う。ノルンケイヴとは対照的な、力と勢いを重視した豪ごう剣けん。戦闘狂の匂いがする。

　自分達シティキーパー。三人の部下達はそれぞれがそれなりに動ける。かつての強盗団の中であっても、一人一人中隊長として部下を持たせてもいいくらいの力は持っているだろう。だが正直、付き合いが浅くてよくわからない部分もある。ノッポのダンは煙けむに巻まいたような動きで剣を振るう。横に広いカブラは退屈そうな斧おの使い。その程度だ。

　そして──悪逆騎士団だ。

　むしろ彼女らこそが事態の中心にある。その分析を避けては通れない。

　名前と顔程度の情報は仕入れている。だが実際に動いているのを見るのはここが初めてだ。

　淫いん蕩とう騎士ローズリリィ・アネモネアイリス・ハイアシンス。元・伝説の娼しよう婦ふ。機会があれば自分も一手お手合わせ願いたいところだ。だがさっきたまたま近くに来たので斬りかかったところ、浮いた布を切るような手応えでかわされ、そして背中に手を触れられただけだというのに大きく体勢を崩された。不思議な体術を使う女、という印象だ。情報によると第四賢術〝生命法〟の使い手だとも聞くが──その本領が発揮されるのは怪け我が人にんが出てからだろう。

　醜悪騎士ベルガランナイザー・グライドウォーク。酒とメシと煙草たばこを愛する遊び人。醜い顔を帽子で常に隠しているが、どういうわけか女殺しだとも聞く。男は顔ではないということだろうか。

（励みになる事実だねえ……）

　彼の戦い方は単純──尋常ならざる力での肉弾戦だ。純然たる腕力。だが単純なほど対処は難しいものだ。近付きたくはない。

　拷問騎士ヒオ・マシロストリーク。彼女の動きは戦士のそれではない──が、危険な人間であることに変わりはない。回避中心の動きではあるが、隙を見せれば手にした拷問道具で人体の急所を抉えぐられる。背中は取られたくない。

　あとは新顔の小僧が一人。一流の暗殺者のような動きだが、時折不自然に動きを止めることもある。左手に包帯をしているし、怪け我がでもしているのかもしれない。そのわりに左手を庇かばうような動きがないのは謎ではあったが。

　そして最後に──悪逆騎士アリシア・クイッテンエリアリ。彼らを包括する悪逆の名を冠するだけあって、その動きには余裕があった。全てをはぐらかすような体術と剣技。さらに忘れてはならないのは、彼女が凄すご腕うでの〝紋章法〟使いだということだ。生物を除く物体に力ある形を刻み、新たな意味を加える技術。このゼルディバッソ紋章国のお国芸。あまり瞬間的に使える賢術ではないため、この戦いの中で有効的に使っているとは言い難がたい。拾い上げた敵の盾に何かを施してから投げ返し、その盾が水風船のようにぼよんと跳ねたことに驚く敵を見てケタケタと笑う──そんな程度だ。

（ふーむ……）

　何でもない外周街アウタースラムの一角ではあるが、ここは戦場である。集まっているのも戦士達である。この街からすればごく一部ではあろうが、それでも一角の勇名を持つ。しかし──

（なんか空気が変だなあ……）

　本気ではない、と感じるのだ。

　雇われ人であるシティキーパーだから、命を落とすような真剣さでは戦わなくていいぞと、イオニス自身も部下達にはそう言っていた。だが、それを抜きにしても、感じる。

　主に悪逆騎士団の連中から、だ。

　どこがどうとは言えない。はっきりとは言えない。

　だが、そうだ。話に聞いていたものと比べれば、まだ浅くて、甘いような。そんな気がする。あれではただ、騎士団の立場を与えられただけの悪人ではないか。いや、悪人ですらない。ただの元娼しよう婦ふで、女殺しで、拷問屋だ。

　まだ、何か、あるはずだ。

　もっと致命的で、根本的な、誰もが震え上がるほどの──悪性。

　そんなものを、彼らは未いまだその身の奥の奥に隠しているような、そんな気がした。

「課長ォ……手ぇ抜きすぎじゃないっスか？　市長助けたあとにチクられたら減俸っスよ？」

「それで済めばいいがな」

「クビっスか」

「噂うわさからすると……たとえばお前に六歳の娘がいたら、その子宮は奴やつのものになるだろうよ」

「娘、いなくてよかったっス」

　そんなときだった。

　ある意味では最もこの混こん沌とんとした戦場に集中していなかったのがイオニスだ。

　だから気付いた。

「なんだ……この臭い？」

　鼻をひくつかせる。勘違いではない。それは初めはごくごく薄いものだったが、徐々に、濃くなってくる。

「む……？」

「あんだヨ？」

　ノルンケイヴやガールズエンド達も次第に気付いていく。周囲に視線を向ける回数が多くなっていった。

　そんな中──アリシア・クイッテンエリアリだけが。

「ふ……」




　臭いにもいろいろある。汗の臭い。生ゴミの臭い。女の臭い。酒の臭い。

　これは違う。そんなものではない。もっと単純で、

　しかしこんなふうに、周囲全てから漂ってきていいはずのない──

　何かが焼ける臭いだ。




　アリシア・クイッテンエリアリだけが。

「ふふ……ははは！　はっははは！」

　ひどく邪悪に、ひどく楽しそうに、笑い始めていた。
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「さあ、さあさあ！　時間潰しはそのへんでいいかもしれないぞ、諸君！」

　アリシアは改めて莵うさぎ岩いわの上に飛び乗った。広場にいる人間達を──そして不運な数人分の死体を見回し、

「この広場に何が迫っていると思うね？　まあ黙っていてもいずれは見えるだろうが。ヒントは赤くて熱いものだ」

「貴様……まさかッ……」

「私の得手ぐらいは知っているだろう？　紋章法を使えば、時間差で発生する火種ぐらいは簡単に作れるんでね」

「正気かよ。外周街アウタースラムだぞ!?　こんなゴチャゴチャしたとこで──」

「だからこそ、だよ」

　この外周街アウタースラムの広場の周囲には、今にも腐り落ちそうな掘っ立て小屋やぼろ布のテントが全方位に並んでいて、一度火が回れば逃げ場はなくなる。勿もち論ろん、そのためにここを舞台にしたのだから当たり前だ。

　シティキーパーの制服を着た男が、信じられないといった表情で言った。

「おいおい……何が狙いだ、何なんだ？　ここにゃ貧乏人達も暮らしてるんだろ？」

「ああ、そうだな、ここは貧乏人達の街だ。燃えるとしたら貧乏人達の家で、灰になるとしたら貧乏人達の命だろうな。……それが？」

　男は絶句したようだった。

　ノルンケイヴも、ガールズエンドも、目を細めてアリシアを睨にらむ。

「炎はこの広場を完全に囲むように発生させた。勿もち論ろん、その燃焼には内側に向かう方向性を持たせている。つまり時間が経たてば経たつほど、炎はここに迫ってくる。逃げ場はない、というわけだ……三十分待ってくれと言った理由がわかったかな？」

「狂ったか、アリシア・クイッテンエリアリ！　諸共に焼け死ぬ気か？　いや、それよりも──お嬢はどうした！」

　アリシアはにやりと笑い、肩越しに背後に視線を向けた。

　すぐそこにある──何の変哲もない、ただの背景でしかなかった、薄汚れた布と木の骨組みだけでできている小屋の中から。

「私ならここです」

　レイチェル・リットンカーソーが進み出てきた。手て枷かせなどはない。

「お……お嬢……？」

「話は後です。ノルンケイヴ。無事な仲間と一緒にこの小屋の中へ。アリシアさんが防火の紋章をこの小屋に刻んでくれています」

「悪いがあたしと相席なんで、快適さについて期待してもらっちゃ困るけどね。ゲルンリッターのあんたらも早くしな」

　彼女の横からのっそりと姿を現したのは、その巨きよ軀くを同じく小屋の中に押し込めていたマダム・イラだ。そして、

「……ち。やはり俺を助けに来る幼女はいないのか。普通、愛には愛で返してくれるものだろうに。絶望だ」

　サッとタングステンが首を出して外の様子を確認し、不満げに鼻を鳴らしてから、また小屋の中に姿を消す。

　今まで戦っていた者達は、一様に困惑した表情を浮かべていた。だが炎は現実の脅威として差し迫っている。まずはノルンケイヴ達リットンカーソーのものが、次にガールズエンド達が、それぞれの主に案内されるように小屋の中に入っていった。

　同じように小屋に近付いてきたシティキーパーの課長イオニスが、しかし寸前で足を止め、じろりとアリシアを見て言った。

「何だ……この茶番は？」

「ほう？」

「少なくともお前達騎士団は、俺達を殺したくて戦ってるわけじゃなかった。まぁ結果的に死んでも別にいいとは思ってたみたいだったがな」

「最初から言ってたじゃないか。ただの暇潰しみたいなものだってさ。勝手に戦い始めたのはあんたらだぞ？　……ああほら、他にも避難民が来たぞ。入り口が詰まる。入るなら入れ。火に飛び込む趣味があるなら好きにしな」

　火はこの広場に向かって狭まってくる、のだ。

　焼け死にたくなければ、出火時に範囲内にいた誰もが、ここに集まってくるしかない。

「くっ……いったい、何が……」

　新しく現れたのは二人の女。服装から見て、ゲルンリッターの女傭兵達だ。小屋の入り口から外の様子を窺うかがっていたガールズエンドが舌打ちし、「こっちだ、入れ」と彼女達を呼ぶ。イオニスの前を通り抜けて彼女達も小屋に入った。

　それ以外にも散発的に人間達がこの広場に姿を見せ始めていた。

　初老の男。若い男。冒険者風の男。彼らに対してはレイチェルが無言で顎をしゃくった。次はシティキーパーの制服を着た男。アリシアはにやりと、

「後詰めかね？」

「何が起こるかわからん。どこも一緒だろう。見張りぐらい残すさ」

　イオニスが視線で彼にも中に入るよう促す。

　それから──一人の女も、息を切らせながら現れた。

「はぁ、はあっ……た、助けて、ください……火が……！」

「あらあんた。イリエラとか言ったっけ？」

　ヒオが小首を傾かしげて言う。それほど親しくはなさそうだったが、顔見知りらしい。足を引きずり、杖つえをついた若い女だ。コルもぴくりと眉を寄せていたので、おそらく市庁舎のときの一件で知り合ったのだろう。

「な、何、が──」

「死にたくなきゃ何も考えずにそこの小屋に入りな。おかしな奴やつらばかりだろうが気にするこたぁない。元々スラムにいた人間のほうが入る権利はあるさ」

　イリエラは困惑したように周囲を見回しつつも、迫り来る炎への恐怖が勝ったのだろう、肩を縮めながら小屋の中に入っていった。

　肌を刺す熱気。立ちこめる煙。木や布の爆はぜる音は輪唱を止めない。

　周囲の全てを、もはや手が届くほどの距離にある、赤く燃えさかる死の気配に包まれて。

　最後まで小屋の外に残っていたイオニスが、仏ぶつ頂ちよう面づらでアリシアに言った。

「権利。権利か。だったら──誰かが生きているスラムを勝手に焼いていい権利を持っている人間が、この世にいるのかね？　どんな意味があるのかは知らんが」

「初対面なわりにずいぶん突っかかるじゃないか。ああ、さては……お前もスラムの出だったりするのかな？」

　挑発するようなアリシアのその問いには、彼は答えなかった。

　産うぶ毛げが焼ける臭いに顔を顰しかめて踵きびすを返かえし、小屋の中に入りながら、

「──ああ、そうだったな。間違ってたよ」

「ん？」

「お前は人間じゃなかった。人の心のないエルフめ。これからもこの街で楽しく働けそうで嬉うれしいぜ」

　アリシアはにやりと笑って、

「それはよかった」

　と言った。
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　焼け野原であった。

　炎は単純にして純良な消失の担にない手て。だから当然のように、その場にあったものは全て失われ、ただ炎の慈悲によって、いくつかの焼け滓かすだけが残っている。

　地面に散らばる、炭化した木材。布と繊維。焦げた雑草達の悲哀。子供が遊んでいたであろう、唯一の友人であったかもしれない、黒焦げの人形。家屋はもはや家屋ではない。薄汚れた布の天井も、腐りかけの端材の柱も、全ては灰だ。

　黒き滅びの範囲は、特に地形的な理由は見えないにもかかわらず、まるで最初から定められていたかのように、円を描いている。

　その中心に、最も大きな焼け滓かすがあった。耐火の紋章を刻まれた小さな小屋──その小屋の中から出てきて、周囲を呆ぼう然ぜんと見渡す人々。

　やがて一人の女エルフに集められる、その、視線。

　それらとまったく同列の、しかし別の場所から向けられる視線もあった。

　焼失地帯の外縁部にも、人々の姿かちらほらと現れ始めていた。その炎の暴虐が収まったことで、事態を確かめにきた者達。何が原因なのか。炎はどういう裁きの具現だったのか。唯一まともに残っている小屋を、そしてそこから出てきた者達に、遠くから目を向ける人々の姿。

　内側と外側。

　最終的に、それらの視線に乗せられたのは、ほとんど同じものだった。

　どうしてこんなことを、という──戦慄。困惑。疑念。

　そして、恐怖。

「やあ……すっきりしたすっきりした」

　それらの視線を受けるのは、アリシア・クイッテンエリアリ。加えて、その傍かたわらに立つ悪逆騎士団の面々。

　小屋から出てきた人間達が、次第にその場を立ち去っていく。何人かは騎士団と言葉を交わして。一人、一人、また一人。市長は舌打ちし、早くも金銭交渉に入っている様子の私設兵達を引き連れて。女傭よう兵へいや剣を帯びた若者はアリシア達になおも詰め寄り説明を求めようとしていたが、それぞれの主──巨体の娼しよう館かん主人と若き交易商の後継者が「話はついている。帰って説明する」と言うと、渋々と踵きびすを返かえしてその主達の背を追った。交易商の少女は「懸賞金は一部の手下が早まったもの。解除する」と宣言すると、彼ら以外の、街の住人達が語るほどの名を持たないようなチンピラや賞金稼ぎ達も、去っていった。

　焼失地帯の外縁部に集まってきた野次馬達は。最後に、杖つえをついた女が覚おぼ束つかない足取りでその場を離れたのを──そしてアリシア・クイッテンエリアリが一仕事終えたように胸を張ったのを見ただろう。

　騎士団の中で最も小さな影が、首を傾かしげながらアリシアに問いを発した。

「アリシア。みんな逃げちゃったけど、いいのか？」

　彼女は当然のように答える。

「ああ。だいたい全部わかった。だから、もういいんだ」
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　深夜──

　アリシア・クイッテンエリアリはその場所の扉を開く。

　来訪者の現れがわかっていたかのように、椅子に座り、彼女を待っているものがいた。

　アリシアは、その存在に向けて、一歩。

「レディ・イラ。タングステン・ストローハット。レイチェル・リットンカーソー。このニルイーストでも有数の権力者三人を誘拐し、同時に引き渡すという一大イベントだ。何度も結晶爆弾で狙い、それが上手うまくいかないと見るや私達を罠わなに嵌はめてこの街全体に追わせるようにした──私達に対してあれほど興味を向けていた奴やつらが、特等席で見たくないと思うわけがあるかね？」

　続いた足音は一つではない。

　当然のように、騎士団の人数分、響く。

「ならば、だ。周囲に高い場所のない、様子を見るにはどうしてもある程度接近しなくてはならない場所を引き渡し場所に設定し、その周囲全てを炎で包めばいい。逃げられないようにしてから、炎で内側に追い立てればいい。現れた人間達の中に、必ず、お前達の関係者がいる。まさに燻り出した、というわけだ」

　こつこつ、こつり。

　足音を響かせて歩きながら、アリシアはさらに言葉を続ける。

「ああ勿もち論ろん、これは上手うまくいきすぎだ。色々な可能性があった。そうした場合、現れる人間の予想はある程度つく。元々そのあたりに住居がある外周街アウタースラムの住人。攫さらわれている各組織の関係者──ゲルンリッター、シティキーパー、リットンカーソー商会。それらの後詰めの別働隊。まあ、そいつらは別にいいんだ。正直なところ、お前達がこの街で暴れ始めるまで、我々はそれなりにうまくやっていた。奴やつらが組織だって波風を立てるとは思えなかった──」

　この場には、騎士団と《彼ら》以外にはいない。

　彼女達の歩みを止めるものはいない。

「だから奴やつらが、組織として我々騎士団に反旗を翻ひるがえしたとは考えないことにした。黒幕と繫つながっている者がいるとしても、それは各組織の中の個人的なものだ。攫さらった彼女達に事情を話し、ボス自ら、現れた部下達の面通しをしてもらえばいい。その場では誰が裏切り者かわからないにしても、選択肢は絞られる。それ以外にも、あの場には組織とは関係ないはぐれの賞金稼ぎが来る可能性もあったが──数としては少数だ。選択肢が絞られるという意味で有意義なのは同じ。つまりこの《燻あぶり出し》は、どうあれ何歩かは事件解決に向けて前進できる手だと判断した。だから実行に移した」

　また、一歩。薄い暗闇の中。窓から差し込む月明かりに、アリシア達の前に座っている人間の顔が照らされる。

　アリシアは愉快そうに、

「結果は──さっきも言った通り、上手くいきすぎたんだ。首尾よく選択肢が絞られて、そのうえで、一発で確信できるほどわかりやすい人間があの場にはいた。不自然すぎた。そいつがそこにいる理由は、『私達を観察する』ためでしかありえなかった。なあ──イリエラちゃん？」

　孤児院の敷しき地ち内、深夜の古びた礼拝堂の中。

　杖つえをついて立つ彼女は、その場で顔を伏せているだけだった。

　その隣、椅子に座っている老人が、静かな声音で口を開く。

「儂わしらは──幸運だった、と胸をなで下ろしているばかりだよ。この孤児院のある西側まで火が回らなかったのも、巻き込まれたイリエラが被害に遭わなかったのも。そう、彼女はただの被害者だ。同じ外周街アウタースラムの住人がそこにいておかしいことは何もあるまい。君だって、現れる可能性のある人間の中にさっき挙げていたばかりではないか」

「その時間、ちょうどニルイースト中心部で食料の無償配給が始まっていたんじゃなけりゃね」

　始めさせていた、とも言える。

　そのために金を使ったのはアリシアだ。背に腹は替えられない。

「外周街アウタースラムの貧乏人達にとって、日々を生きる食料以上に価値のあるものなんてない。子供も年寄りも老人も病人も全て使って受け取りに行く。そこで外周街アウタースラムに残っているのは、食料以上の価値のある何かをそこに見み出いだしている奴やつだけだ。ボスの身柄に興味も接点もないのであれば、答えは決まっている……私達騎士団の行く末だ」

　椅子に座ったままの老人──この孤児院の主であるジョシュア・ギリーシンガメンが、軽く首を横に振るようにしながら、細い息を吐いた。

　そして、言う。

「失策だったな。最優先命令を『情報を持ち帰れ』ではなく──『姿を隠し続けろ』にすべきであった。それならば、ただお前が火に巻かれて死んでいただけだったろうに」

「申し訳ありません、マスター」

　彼女は言葉通り、本当に申し訳なさそうに頭を下げていた。

　ジョシュアがゆっくりと立ち上がる。微かすかに擦こすれた金属音は、彼が身に着けている、鎧よろいの音だ。視界を阻害しないよう計算された作りの兜かぶと。過度に美しくはなく、しかし洗練された機能美。ほどよく使い込まれ、磨かれた鋼の輝き。

　第一騎士団・王紋騎士団の構成員であったことを示す──元・聖騎士としての鎧よろい。

　アリシアは軽く口笛を吹き、

「肉はみすぼらしいにしても、さすがの風格だ。聞くまでもないことだが、聞いておこう。確認は大事だ。昨今、街で爆弾結晶を爆発させまくっていたのはあんた達だな？」

「そうだ」

「その子の態度からすると、ここは孤児院に見せかけた部下訓練所ってところかね。世話役の子達はいい年齢の若者達ばかりだ。で、そんな彼らを使って街の有力者達をどんどんと消させていった」

「そうだ」

「……なぜ？」

「なぜ？　わかりきっているだろう──」

　老人の眼めに力が籠もる。爛らん々らんとした眼光。

「この街が、お前達が、悪だからだ」

　ジョシュアの皺しわの浮いた手には、鞘さやに入った剣があった。かつて幾度となく彼の敵を断罪してきたであろう、騎士の刃。

「この街は劣悪だ。背徳と暴力が支配し、しかもそれが当たり前として許容される世界。そんなものはあってはならない。そんなものを許容する人間もいてはならない。悪だ。どうあれ、それは、悪なのだ」

「ずいぶん単純でわかりやすい正義ですなぁ。さすがは聖騎士サマ、と言ったところかね？」

「儂わしはもう聖騎士ではない──だからこそ、こうする。儂わしが聖騎士を引退して、まず何が起こったと思うね？　それまでに儂わしが断罪してきたクズどもの仲間からの復ふく讐しゆうだ。妻は殺され、娘と息子は犯されてから殺された。息子もだぞ。ようやくできた跡取り──まだ十歳だったのに──」

「ふむ。そいつはご愁傷様、と言うしかないが。だからこの街に？」

「最初は──ただ本当に、孤児院で救いを広げるつもりだった。だが儂わしの噂うわさを聞きつけた若者達が、儂わしに教えを求めて集まってきた。正義とは何なのか。生きるとは何なのか。儂わしは……いつしか、変われるのではないか、と思うようになった。若者達は変われるし──街も、変えることができる。正しく運用すれば。正義の名の下に生き続ければ、だ」

　何かを思い出したか、老人の言葉に熱が籠もっていく。

「そうだ。正義のためだ。正義のために、街の悪を排除する。それの何が悪い？　クズどもがいくら死んだところで誰が悲しむ？　クズどもと馴なれ合あっている騎士などもってのほかだ。街の正義は誰か別の者達が守らねばならない──」

「だから排除する、か。ふむ、実に納得できる。同じ騎士団として相談に乗ろう。でもどうしようねぇ？　結晶爆弾も結局効かなかったし、私達を暗殺犯の賞金首に仕立てて街に殺してもらうのも失敗した。私達が護衛としてパーティに参加するのを聞いてから考えた策にしちゃ、なかなかシャレた手だった。元々ジェイコブもどこかで殺す予定だったんだろうしな。奴やつの部屋に案内してくれた護衛が実行役だったんだろうが──金で雇ったのか？　それとも元々お前の仲間？」

「仲間などではない。以前から金で雇い、リットンカーソーの情報を流させていただけの男だ。追加の金を払えばなんでもする……腐っている街の象徴のような、どこにでもいるゴミだな。だから今は土の中に埋まってもらっている」

「おやおや、綺き麗れい好きなことで。さて結局、そーいうふうに色々やってきた手も全て失敗。手は震えていないみたいだけど、あんたはもうヨボヨボで、隣には足の悪い若いお嬢ちゃん一人だ。悪逆騎士団を潰すのは大変な仕事だぞ……もしよかったら、力を貸そうか？」

　アリシアは芝居がかった口調で言いながら身を折り曲げ、ジョシュアの顔を覗のぞき込こむようにした。

「──結構だ」

　しかしジョシュアは頭を振り、鞘さやから剣を抜いて、頭上に掲げる。

　淡い月明を反射して輝く正義の剣。礼拝堂、愛と信仰の在処ありかに示される光。

　それに呼応するように、がちゃり、と無数の音が生まれた。

　月の輝きを受け止めうる刃が、無数にその身を鞘さやより晒さらした。

「この孤児院で、何人の若者達が世話役として働いておったか──数を数えたことはないだろう？　アリシア・クイッテンエリアリ」

　礼拝堂の端の暗がりで。

　あるいは頭上にある燭しよく台だいや、壁かべ際ぎわの足場の上で。

　揃そろいの騎士鎧よろいを纏まとった数十人の若者達が、殺意と正義に満ちた眼めで──

「お前達のようなクズどもが騎士だと名乗れるのなら。この者達も、立派な騎士だ」

　全方位から、悪逆騎士団の面々に向けて、致命の刃を構えていた。
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　おやまあ、とアリシアは礼拝堂の中を見回した。

　ジョシュアとは違い、年齢的にも脂の乗った、二十代前半の若者達。上質な剣に槍やり。弓や弩いしゆみを持っているものもいる。隙の無い構えだ──彼の教えの成果だろうか。一人一人を相手取るにも、けっして油断はできない腕前を持っているように見える。街の暗部で働く荒事師、たとえば最近よく見たリットンカーソーの男達にもひけを取るとは思えない。

　さらにはこの数。そして最も厄介なのは、それだけの人数で集まっている彼らが、一つの理念のもとに動くであろうということだ。正義という題目。狂気じみた善性。集団戦を行う場合は、そういった共通理念のあるなしが容易に勝敗を分けることになる。

　ここにいる彼らは──その意味では、文句なし。有り体に言って、一つの生き物じみていた。

　瞳の光が、それを容易たやすく悟らせる画一性の輝きを湛たたえていた。

「まあ……なんという人数でしょう……」

「ずっと鼠ねずみみたいに潜んでたってわけ？　よくやるわ」

「おじさん、酒と煙草たばこの吞のみすぎで頭が痛くなってきたぜ。寝てていいかな？」

「……」

　騎士団の面々の呟つぶやきに、ジョシュアが眼めを細めて、

「ここまで揃そろえるには簡単ではなかったが、儂わしは全身全霊をかけてこの者達を鍛えた。強さは王都の騎士団とも比ひ肩けんしうると自負している」

「第一──あんたの古巣、王紋騎士団にもかい？」

「ふん。あそこの聖騎士達は化け物揃ぞろいだが……やってみなくてはわからんな」

「へえ、凄すごい自信だ」

「少なくとも、第五騎士団とは渡り合えるだろう。だからここにいる」

「はっ。つまり、私達になら勝てるって？」

「個々ではどうかはわからんが。こうして理想的な形で出迎えられたことを幸運に思うよ。イリエラが策に嵌はめられたと気付いてから、すぐ準備を始めた甲斐かいがあった」

　殺気に完全包囲されている。逃げ場はない。油断もない。身じろぎ一つで、その殺気は具体的な形へと変じるかもしれない。くしゃみ一つで五人ぶんの死体が生まれるかもしれない。

　けれど。

　騎士団の人員は、それがわかっていないかのように。

　自然体で、ただ、立っているだけ。

　余裕があった。

　騎士に匹敵すると聖騎士が断言し、実際その実力を肌で感じ、そうだと彼ら自身が認めつつも、なお、彼らには余裕があった。

　その筆頭は──この場で唯一のエルフ。アリシア・クイッテンエリアリ。

　彼女は肌を刺す殺気など気にも留とめていないかのように、くるりと身体の向きを変えて、

「さて。さてさて、だ。これは、コルが我が騎士団うちに入って初めて訪れた絶対的窮地とも言える。だから丁寧に行こう。丁寧に確かめて、丁寧に選択を委ねよう」

　むしろ、どこか嬉うれしそうに、そんなことを言った。

「コル。今の状況はわかっているかな？」

「あまり」

　その言葉にもくつくつと笑って、

「では教えよう。こいつらは善だ。純然たる正義の信念のもとに動き、世界の誰に聞いても称賛されるような目的のために働き、どこまでも胸を張って正しき行いを為なそうとしている。私達を殺すことによって、だ。どうする？」

「……僕達は殺されるのか？」

「何もしなければね」

「僕は……命令がないと、何をしていいのか、わからないけど。それでも、一つだけ言えることがあるよ」

　コルの目が、アリシアの目を静かに見据えた。ぼんやりとした、しかし静せい謐ひつな鋭さを持った、この礼拝堂を包む月の光のような瞳。

「──僕は死にたくない」

「そのためなら戦うかね？」

「戦う」

「相手がどうしようもなく、反論の余地なく──正義善でも？」

「その定義は、ぼんやりとしかわからない……けど。たとえそう言われるものであっても、僕を殺そうとするなら、それは……僕の中では、悪と変わらない。それだけだ」

　アリシアは息を勢いよく吹き出して、

「いい答えだ。ああ、非常に単純で、子供らしくて──とても、いい、答えだ！」

　そして、肩を震わせて笑いながら。

　アリシアは一歩、前に進み出た。

「萎しなびた聖騎士が率いる正義の一団よ。お前達に告げよう！」

　周囲の殺気が一段階膨れ上がる。

　彼らの持つ鋼刃が舌なめずりをし、鏃やじりが肉を貫く予感に震えるのがわかる。

　それにも構わず、

「お前達は──この悪の蔓延はびこる街を混乱に陥おとしいれ、悪を行う数多あまたの人間を殺した。そこまではお前達は善だ。だが、その先がよくない。この我々までもその力で排除しようとするなら──その一点でもって、少なくとも我々にとっては、お前達は確実な悪と見み做なされる」

「聞くに耐えん。そこの子供が言った通りの、子供の論理だ」

「だが真理だ」

　アリシアは邪悪な笑みで、ジョシュアが吐き捨てた言葉を切り捨てる。

　そして、

「我々は悪逆騎士団。我々は、我々の悪で凌りよう駕がすべき他の巨悪を前にしたときに限り、その悪を思うままに振るうことを許可されている──」

　彼女は、右手をそっと持ち上げて。

　自分の服の胸元を、大きく引っ張った。

　露あらわになった胸の谷間。

　その乳房の上に刻まれていた、焼き印の如き紋章が。

　徐々に、光り始める。

　その紋章を羞恥なく晒さらしながら。むしろ全員に見せつけるようにしながら。

　彼女は唇を曲げて言った。

「アリシア・クイッテンエリアリ。王の紋章に誓い、国家騎士法第三特例《悪逆の解放》を宣言する。紋章王ゼルディバッソの王威により、これより以後、汝なんじらの罪は騎士権と同視される。紋章に誓え」

　それは、紋章王ゼルディバッソ本人の手によって刻まれた罪人紋章。咎とが人にんの焼き印。人体には使用できないとされている〝紋章法〟を、紋章王だけが行使できる無比の技術によって、焼き印の形で刻み込むという──人体に《制限》を科すための秘事。

　普段は目立たない程度に肉に埋もれている、彼女の胸の紋章が。

　今は、煌こう々こうと輝きを放っていた。

　アリシアの胸に刻まれたその紋章が持つ意味は。

　管理下にあるその他の罪人紋章の起動鍵だ。




　ローズリリィは自分のスカートを両手で楚そ々そと持ち上げていた。

　淫いん靡びな笑みで、その太ふと股ももに刻まれた紋章を晒さらしつつ、

「御意。ローズリリィ・アネモネアイリス・ハイアシンス──紋章に誓い、淫いん蕩とうをもって我が悪逆を示す」




　ヒオは自分の服の裾を持ち上げていた。

　氷のような表情で、腹部、臍へそ近くに刻まれた紋章を晒さらしつつ、

「御意。ヒオ・マシロストリーク──紋章に誓い、拷問をもって我が悪逆を示す」




　ベルガランは帽子を軽く持ち上げていた。

　その顔に点在する鱗うろこのような肌と、頰に刻まれた紋章を晒さらしつつ、

「御意。ベルガランナイザー・グライドウォーク──紋章に誓い、醜悪をもって我が悪逆を示す」




　そしてコルは。

　コルはアリシアの姿を見ていた。

　紋章の光が強まっていくのに合わせるように、彼女の姿が、肌が、徐々に転じていく──

　同じだが違うものへ。

　そこにいるのは、にやにやと笑う悪逆の化身だった。

　まさしく悪に染まっているかのように。

　紋章の輝きとは対照的に、肌の色を黒く変えている──いや、戻している──妖精族の女だった。

　ジョシュアが呻うめくのが聞こえる。

「馬鹿な……貴様は……!?」
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　コルはあの《部屋》で聞いた最後の言葉を思い出す。

『お前の役割は一つだ。アリシア・クイッテンエリアリという名のダークエルフを──殺せ』

　だがそれに失敗して、ここにいる。

　捕まって、罪人の証あかしを、誰も殺せないという制約を刻まれて、ここにいる。

　アリシアと視線が合った。

　軽く首を傾かしげるようにして──彼女は促してくる。さあ、さあ、と。

　いいのだと。見せてみろと。かつて自分の頭を貫いたものを──見せてみろと。

　コルは左手に巻いていた包帯を解いた。

　熱と光を感じる。手の甲に刻まれている罪人の紋章、騎士団の面々と同種のものが、彼らと同様に輝いている。

　そしてその真裏。

　左手の掌てのひら側には、正体のわからない《奴やつら》によって描かれた文様がある。

　顎のような。亀裂のような。

　これだけが、何もない自分に与えられた──あの《部屋》で、知識と殺人技術以外に唯一与えられた、形を持った恩恵だ。あるいは呪いだ。

　自分を示せと、アリシアは言っているのだと思った。ヒオ達もそうしているのだと思った。

　だから、見み様よう見み真似まねで。

　コルは皆と同様に、手の甲に刻まれた罪の紋章を晒さらしつつ、

「御意。コルナルド・ナイン──紋章に誓い、殺人をもって我が悪逆を示す」

　その裏側の、掌てのひらの文様を割り開くように。

　白い骨のような刃が、掌てのひらの肉の中から、ぞぶりと飛び出した。




　それは──かつて、アリシア・クイッテンエリアリの頭蓋を深々と貫いた刃だ。
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「ダークエルフ……！　王国はここまで堕おちていたか！」

「堕おちた？　最初から、かもしれないぞ？」

　黒い肌のアリシアが、ジョシュアの怒気を真正面から受け止めるように手を広げる。

「そもそも、肌の色が何の違いを生むのかね。私は私で──騎士は、騎士だ」

「認めぬ！　真の騎士とは正道を歩み、正義を語るもの！　お前達は断じて騎士ではない、その資格があるのは我々だ！　かかれ──誠の騎士達よ！」

　ジョシュアが鼓舞するように剣を振るい。

　それに呼応して、ついに、全方位から彼が育てた戦士達が襲いかかってきた。

　洗練の刃。真摯な想おもいで見据えた正しき目的地へと辿たどり着つくための。

　理念の技。血の滲にじむような鍛錬で身に着けた、誇り高き征伐者の証あかし。

　無敵の体。あらゆる未来を体現できる可能性を秘めた輝かしい肉体。

　彼らは圧倒的な強きよう者しやで、圧倒的な正当性を持ち、勝利を摑つかむためだけに存在する。

　人々は畏怖するだろう。許しを請こい、自らを恥じて逃げるだろう。

　それに疑う余地はなかったが。




　絶対的な悪の前では、その全てが無意味だった。
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　そう──彼女達は悪である。

　蛮ばん都とニルイーストを脅おびやかすほどの？　──否だ。

　その程度では足りない。

　大陸を、世界を、歴史を、脅おびやかすほどの悪。

　それが彼女達で。

　だから、その真の悪逆を目にして今もなお生きているものは数えるほどしかいない。

　残念ながら、ここでも。

　これから死者になる予定の者達だけが、その秘匿に触れることを許されていた。




　淫いん蕩とうで淫いん靡びで淫いん猥わいな笑みを浮かべた女が、一夜限りの愛を与える娼しよう婦ふのように足を開き、仰向けに倒れた若者の腰の上に跨またがっていた。優しく尻を前後に揺する。恐怖に引ひき攣つった若者の頰に、そっと手を添えて微笑ほほえむ。そして、

「あなたのものはわたくしのもの。はなってひとつ、みちみたされる──」

「うっ、あ、ああ、ああああ……」

　その愛あい撫ぶするような動きの掌てのひらに、光が集まっていく。彼の内側から溢あふれる光だ。

　若者の身体が痙けい攣れんを始めた。死を迎えるように──快楽の絶頂に至るように。

　そしてそれは事実、そのどちらでもあった。

　股間を何かで濡ぬらし、涎よだれを垂らし、一気に十も二十も歳としを取ったかのようにやつれた顔になりながらも、若者はただ植え付けられた正義心のみで震える手を動かした。まだ持ったままだった剣で、自分の上に乗っていた女の脇腹にその刃を突き入れる。

　ん、と女は軽く身体を揺らしてから──やはり、微笑ほほえむ。

「ふふ──わたくしの中に入れたかったのは、わかりますが。もう少し大きなもので、乱暴にしていただかないと……わたくしは、至りませんよ……？」

　彼女は既に全ての動きを止めている若者の剣をぞんざいに引き抜き、自分の掌てのひらをそこに当て、

「あなたのものはわたくしのもの。とけてひとつ、みちみたされる──」

　彼自身が吐精した命を使って、その傷を一瞬で、跡形もなく治した。




　彼らの刃は人の命を断つためにあるが、彼女の刃は違う。

　痛みを与えるためにある。

　鋸のこぎりで鼻を落とし。錐きりで目玉を抉えぐり。やっとこで指をねじ切り、鑢やすりで皮膚を削り、釘くぎで男の尊厳を廃し、鋏はさみでそれを切り落とす。

　それら全てを敵の攻撃を避けながら行う。届くのは悲鳴。戦闘の興奮で生じている脳内麻薬すら凌りよう駕がする、圧倒的なまでの技術で産み出される、嗜し虐ぎやくと痛苦。

「ああっ！」「痛い！」「ぐ、うおおおっ！」「ちく、しょおっ……！」「なんなんだよっ！」

　心は閉じて、かつてのように。

　感じる。

　その彼らの痛苦には意味があると。

　かちり。頭の中のどこかで歯車が嚙かみ合あわさり、扉が開く。

　開けてはならないと世界に抹殺された、扉が開く。

「──奉ほう奠てんする。これなる者達の痛苦を。其そは我が願望の代償なり──略式次進行。成遂者よ、代償を喰くらい、此処ここに顕じ給え」

　彼女の足下に蟠わだかまっていた闇が、彼女の影が、その願いを聞き届ける。

　ぷくりと膨れて。弾はじけるように。

「まさか、これは。噓うそ、だ……ありえん。根絶されたはずだ……禁忌だぞ！　〝代償法〟……第二賢術はッ！」

　彼女の影から生まれた魔が、その言葉ごと、若き正義の騎士を喰くらった。




　左右から繰り出される剣を受け止める。

　両手が使えるのだから驚くべきことではない。だが向こうからしてみれば、剣すら持たない二本の腕でそれが行われたことが信じられないようだった。目を見開いて、それを見る。

　そうだ、驚くべきことではないだろう。

　鍛えられた剣などがなくとも。

　その両腕は大木のような太さを得ている。鋼よりも硬い鱗うろこに覆われている。肉を切り裂く鉤かぎ爪を具そなえている。

　それ以外の部分は、人間の姿のまま。深く被かぶった帽子も。猫背気味の背も。皮肉げに曲げられた唇も。そこに咥くわえられた煙草たばこも。ただ腕だけを、そのありえない形に変じさせている。

　だからこそ断言できる。

　彼は異形であった。

　危険であり、危険であることが第一義であるが故に名付けられた区分、危険種の如ごとき──

「お前……ど、ドラゴ──」

「男は野獣っつうだろ。なあ、『あなたってケダモノみたいな人ね』とかベッドの上で女に言われたことあるか？　いいことを教えといてやるが、そいつは褒め言葉だぜ」

　異形の腕は剣を握り潰し、そのまま左右に開いて、その剣の持ち主達の頭を摑つかんだ。

　そして剣と同じ運命を与えた。




　理屈はわからない。ただあるとき《部屋》で意識を失い、そして目覚めれば、鈍痛と共に左掌てのひらにこれが刻まれていた。それ以降は声の主にこの骨刀の使い方を指導された。

　長さと重み。身体の一部と化して受け入れる必要があった。出し方と仕舞い方。意識と感覚でのことなので何が起こっているかはよくわからない。大きさや位置関係がどうなっているのかもわからない。本当に掌てのひらの中に仕舞われているのかも。ただこうすれば出るというのがわかっているし、こうすれば仕舞えるというのもわかっている。

　硬さも知っている。鋭さも知っている。骨刀は掌てのひらの中から繫つながったまま飛び出していて、表面近くにある関節じみた結節点である程度角度を動かすことができる。掌てのひらが触れる部分までは鋭くなく、左手で握り込んで持つための部分だ。最も効率的な持ち方も習っている。

　効率的な戦い方。効率的な運用法。人を殺すための──

　アリシア・クイッテンエリアリを殺すための。

　若い騎士達が襲いかかってくる。習ったとおりに攻撃をかわし、左手の骨刀を突き入れる。手の甲の紋章で封じられているときのような、身体の引ひき攣つりは感じない。殺せる。何の問題もなく殺せる。

　跳躍しながら身を捻ひねり、背後から振るわれた剣をかわした。その男の肩に飛び乗り、頭頂部に骨刀を突き立てた。いかなる刃物よりも鋭く滑らかに、白い骨としか見えない骨刀が彼の脳髄を破壊する。彼女以外に対しては、この武器は、きちんと役割を果たしてくれる。

　与えられる。死を。

　周囲では、よくわからなかったが、騎士団の面々がそれぞれ自分を見せているようだった。

　だからコルも、深いことは気にせず、自分を見せることだけに終始した。それでいいような気がした。

　記憶も過去もない自分。《部屋》で誰かを殺す教育を受けただけの自分。その目的すらも失敗し何もかも失っている自分。その自分、自分、自分だ。

　自分には単純なことしかわからない。さっきもアリシアに聞かれるまでわからなかった。そうと意識することもなかった。

　──自分は、死にたくなかったのだ。死にたいとは思っていなかったのだ。

　自分がそんなことを考えていたのだという事実に、初めて気付いて。

　だからそこで初めて、疑問に思った。

　彼女も──そうだったのだろうか？

「おのれっ！　小僧がッ……！」

　気付けば眼前にはジョシュア・ギリーシンガメンがいた。完全に老人なのに、鎧よろいを纏まとい、剣を振るっていた。

「貴様は騎士ではない。断じて騎士ではない！　見ればわかる。その剣技は──殺しの剣だ。殺しさえすればいい、下等の、意地汚い獣の剣だ！」

「そんなこと知らないよ」

　それでも、彼は老人だった。剣筋は正しくとも、老いた腱けんはそれを正しく伝達せず。老いた肉は速さに応えきれず。

　コルの骨刀での連撃に押し切られ、剣を弾はじき飛とばされ、無様に尻餅をついた。兜かぶとが外れて転がる。

　迷いはない。コルは流れのままに追撃に入る。致命の一撃を彼に。彼はもう避けられない。

「待って！」

　だがそのとき、杖つえをついた少女──イリエラが彼の前に飛び込んできた。涙目で頭を振り、コルの良心に訴えかけるように、

「やめて、この人を殺さないで！　おねがい、私はどうなってもいいから、話を……！」

　そう言いながら、その仕込み杖づえから刃を引き抜いて、コルの喉元に致死の一撃を突き込んできたので。

　それをかわしてから、殺した。

　イリエラは二度と動かなくなった。あの部屋で最後に見たときの、ケイト・リットンカーソーと同じように。

　少女の死体の向こうで、這はいずるように老いた聖騎士は逃げようとしている。

　いや──違う。這はいずるように、蹲うずくまっているように見えたのは、彼が自分の鎧よろいの下、腹部に手を突っ込んでいたからだ。歯は嚙がみしたような表情で、何かを取り出す。

　その手中にあるのは、硬質な結晶の輝きだった。

「馬鹿者が、馬鹿者達がっ……儂わしは知ったぞ。貴様らはやはり悪だ。いや、悪と呼ぶのも生なま温ぬるい。この世界の秩序への裏切り者だッ！　止めねばならん、ここで──この儂わしが！　聖騎士、ジョシュア・ギリーシンガメンの名にかけてッ！」

　だが、その輝きが何か別のものに、破壊そのものに形を変えるよりも速く。

「無理だよ。だってあんたはもう聖騎士じゃない」

　転がっていた彼の兜かぶとを拾い上げ、のんびりと近付いてきていた誰かが、そう言って。

　その兜かぶとを、慌てることもなく、結晶を握った彼の手に被かぶせた。

　意味あるかたち紋章は、既に、刻まれている。

「総体は矩く形けい。主紋はタリスの根、冠はギルザウォール。銘は〝頑強〟とあれ」

　結晶が弾はじける。破裂と炸さく裂れつ、破壊が刹那に暴れ回る──その兜かぶとの内部だけで。

　──兜かぶとが再び、床に落ちると。

　そこから零こぼれた新鮮な肉片を、誰かの足が踏みにじった。

　手首から先を失った彼は絶望的な表情で、這はいつくばったまま、その足の持ち主を見上げる。

　その邪悪さを体現しているかのような、黒く艶なまめかしい肌の女は。

　彼の顔を覗のぞき込こむようにして──嗜し虐ぎやくに満ちた表情で、にやあ、と笑った。

「ただの迷惑なジジイだ」
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　物音を聞いた気がして、ダリオは目を覚ました。

　眠い目を擦こすりながら、簡素な寝床から起き上がる。以前二つ年下のマルコが、盗んできたパンを夜中に一人で囓かじっていたときがあった。またおこぼれが貰もらえるかもしれない。勿もち論ろん妹のぶんもだ。同じ部屋で寝ている妹達を起こさないよう、そっと部屋を出た。

（礼拝堂のほう……？）

　見つかったら怒られるので、前を通るついでにそっと世話役達の部屋を覗のぞいてみたが、不思議なことに中には誰もいなかった。

　さては、と思った。マルコのパンなんてものではない。

　今日は夕方にとてもいい配給があった。外周街アウタースラムの住人が総出で出かけて戴いただいてきた。服や髪をなんとか工夫して、一人一回の列に何度も並ぶことも試みた結果、かなりの食料を手に入れることができた──だからひょっとしたら、自分達には内緒で、こっそりと大人達だけの宴うたげをしているのかもしれない。

　特に今日は、配給の間に外周街アウタースラムのほうで火事があったのだ。家が焼けた人達もたくさんいた。幸いにして、その火事で焼け死んだ人は一人もいなかったようだが。その時間にはみんなで列に並んでいたのだから当たり前だ。寝る場所はなくなったがメシが貰もらえたから収支はトントンだな、と知り合いのおっさんは笑っていた。あそこのボロ小屋は一日あれば建て直せるようなものだし、みんなそんなものだろう。

　ともあれ、だからこそ──今夜は、特別にここで宴うたげをやっているのではないかと思った。

　一晩だけ礼拝堂でみんなを泊めて、泊めるという体で、貰もらった配給品での秘密の宴うたげを。

　ずるい。どんな美味おいしいものを食べているのか。ずるすぎるぞ。

　ダリオは忍び足で歩き、そして礼拝堂に辿たどり着ついた。

　ついさっきまでは物音がしていたように思うが、今はどちらかと言えば静かだ。

　気のせい？　それか、ちょうど宴うたげが終わってしまった？

　何にせよ、中を確かめなければ始まらない。

　ダリオはごくりと唾を飲み込んでから、ゆっくりと、礼拝堂の戸を押し開いて──




　見覚えのあるコルナルド・ナインが、この孤児院の主、口に出して言ったことはないが本当の父親のように思っているジョシュア・ギリーシンガメンの首を。

　後ろからかっ切ったのを、見た。




　血ち飛沫しぶき。肉が倒れる音。夢か。これは悪夢か。他にも血が。見知った世話役の面々が倒れて。少し口うるさかったが、姉のようによくしてくれていたイリエラも死んでいて。

　月光と暗闇の悪戯いたずらか、今の今まで闇のような肌の色をしていたように見えたエルフが、ゆっくりとダリオのほうを向いて、穏やかに目を細めて言った。

「やあ──小僧。いい夜だね」

「お、お前ら、な、なに……なにを、して……？」

　呂ろ律れつが回らない。足ががくがく震えている。頭がぐるぐる回る。

「ふむ。それは当然の疑問だな……コル、答えられるかい？　我々が何をしたのか」

「僕達がやったのは──」

　ぼんやりした瞳の少年は、自分の足下、そして背後に転がる無数の死体を確認するように首を回して見やって。

　そしてダリオのほうに改めて向き直ってから、言った。

「ただの人殺し、かな」

　それがあまりにあっさりとしたものだったから。

　そこにいるのが、自分と同じ人間だとはとても思えなくて。

　悪夢の中に棲すむ悪魔のようなものだとしか思えなくて。

　ダリオは気を失った。
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　コルは意識を失って倒れたダリオを見ている。

　ただ、見ている。

　隣で同じくその少年の顔を見ていたアリシアが、脈絡なく呟つぶやいた。

「結晶爆破事件の現場からは、身元不明の死体が出てくることもあった」

「？」

「結晶を思い通りのタイミングで起爆するのもそれはそれで難しいからな。上手うまくいかないと感じたときは、抱いて自分ごと起爆するように言われてたんだろ」

　アリシアはちらりと礼拝堂の床、仕込み杖づえを握って倒れている少女も見て、

「話を聞く限り、あいつもそうだな──市庁舎の事件を起こす予定があった。だがヒオとコルが同じタイミングで市庁舎に行くと知って、不確定要素が入って失敗することを恐れた。だから同行して、調整を行おうとした。首尾よくヒオ達ごと爆破できたらそれでよし。できなければ邪魔をする。最後はヒオ達が人質全員を助けそうになったから、せめてヒオ達だけでも殺そうと手動で起爆したんだろう──自分が巻き込まれることも覚悟のうえでな」

「……だと、思います。鐘楼が爆発する前に、少し不自然な動きをしてたようにも見えましたから」

　ヒオの言葉に頷うなずいて、アリシアは呆あきれたように頭を搔かきながら嘆息した。

「そう言った使い捨ての手駒を集めるにゃ、孤児院って場所は実に都合がよさそうだな。具体的な教育はこれからするつもりだったんだろうが……ここは未来の正義の騎士を強制的に徴集する場だったってことだろうねぇ」

　コルはダリオからアリシアに視線を移し、

「ここの子供達は──これからどうなる？」

「さあね」

　アリシアは肩を竦すくめて、あっけらかんと言った。

「生きたきゃ生きるし、死にたきゃ死ぬだろ。ここはそういう街だ」

　さて帰ろうぜ、と彼女が号令をかけ、騎士団の一同は歩き始める。疲れたように息を吐きながら。あるいは微笑で。あるいは無表情に。あるいはつまらなさそうに。

　罪すらも覆い隠す夜の中へ──何の変哲もない悪の殻を纏まとって、溶け込んでいく。

　彼らと共に歩ほを進めながら。

　コルはアリシアの横顔を見上げ、率直に、聞いてみた。

　今この瞬間に、一番聞きたくなったことを。

「アリシアは……何者なんだ？」

　彼女はにやりと笑って言うだけだった。




「それもさっきと同じ答えだ──さあね、だよ。知りたきゃ自分で考えてみな」













　　　エピローグ







　アリシア・クイッテンエリアリの頭に骨刀を深々と突き刺して。

　彼女が悠然と笑って。

　そしてコルが意識を手放したあとのことだ。




　身体は動かせず、目すらも開けられなかったが。

　薄く、薄く。

　夢の中と区別がないほど朧おぼろに。

　声が聞こえていたような、そんな気がした。




　──本当にやるおつもりですか──

　もちろんさ──

　やれやれ。酔狂もほどほどにしていただきませんと──

　──酔狂──？　違う──これは──




　責任──




　……それはまさしく、夢の断片のようなものでしかなく。

　自分の中にその記憶があること自体、忘れていた。

　あるいは──消し飛んでいた、と言ってもいい。

　その直後、コルの中を塗り潰したのは、左手の甲に走るただひたすらな激痛だったからだ。

　おそらくそれは、左手に罪人の焼き印を刻まれた、まさにそのときの記憶だったのだろう。




　必要ではなかったから、忘れていた。

　そして必要になったから、思い出した。
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　その後だ。

　気が狂うようだった左手の痛みが包帯の下の鈍痛へと変わったころ、仕立てのいい黒の服を着せられて、清潔で真っ白で真まっ直すぐな場所を歩かされて、広い場所へ連れていかれた。

　その黒い服は、そのとき初めて着た、騎士団の制服だ。

　同じ衣装の制服を着たアリシアが先導し、神妙な顔を作成して（今にして思えばそうだったのだとわかる）、正面の豪華な椅子に座る老人に対して跪ひざまずいた。コルも強引に同じ姿勢を取らされた。

　アリシアが何か難しいことを言い、椅子の横に立っていた眼鏡の人間が顰しかめっ面つらで、不承不承といった様子で頷うなずく。さらに儀礼的な言葉のやりとりが何度か。

　そして最後に、黙って座っていただけの老人が椅子からゆっくりと立ち上がり、言った。

「──紋章王ゼルディバッソ五世の名において、国家騎士法に基づき、その者を東部ニルイースト常駐治安騎士団における特例騎士に叙任する」

　そこで覚えた違和感も、そのときはまだ、違和感のままだった。
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　孤児院の礼拝堂での一夜が終わると、宿題のような謎だけが残った。正義だけを信じ、この街の悪を排除しようとしていた彼には、絶対的に必要なものがあったはずだった。

　金だ。

　剣などの装備代。若者達を秘密裏に訓練するための費用。未来の人材確保、孤児院の経営費。最新型の爆弾結晶を仕入れるための金。騎士団を罠わなに嵌はめて姿を消したリットンカーソーの護衛のように、単に人を動かすために必要な金。聖騎士として働いた時代の蓄えがいくらあったとしても、それだけで全てを賄えたはずがない。

　その金に関わる協力者が、必ず、どこかにいるのだ。

　安全のために排除しておきたいのは確かだったが、焦あせる必要はなかった。彼らの死体は夜の内に片付けた。元聖騎士が突然行方知れずになれば、その協力者は焦あせり、遅かれ早かれ、何かの動きを見せるはずと踏んだ。

　そして実際──動いた。




　心酔するジョシュア翁と急に連絡が取れなくなったことを訝いぶかしみ、国家の会計を誤魔化しての着服行為で彼に資金を融通していたマリアーナ・ガンスロット会計監察官が、痺しびれを切らしてここニルイーストを訪れたのだ。

　そうして巻き起こったささやかな事件が、やはりささやかな小遣いを得て終わり。

　それを使って豪遊する予定の酒場に向かって歩きながら、コルはアリシアと話している。他の団員達は諸般の事情により酒場で合流する段取りになっているので、今は二人きりだ。

「考えていたんだ。どうしてアリシアはすぐに彼女が持っていたのが偽にせの書類だってわかったのかなって。どうして紋章王のサインが偽にせ物ものだってわかったのかなって」

「……」

「それは多分、今まで僕がずっと考えていたことの答えと同じだ。だから──今回のと合わせて考えたら。アリシアが何者なのか、やっとわかった気がする」

「ほう、それは面白い。じゃあ聞かせてもらおうかな……私は何者なんだい？」

　言葉通り、ひどく面白そうにアリシアが唇を曲げながら訊たずねる。

　コルは、ぼんやりとした、感情の読み取りにくい目を。かつては、アリシア・クイッテンエリアリを殺すという目的以外の何も映すことのなかった目を──彼女本人に向けて。

　その答えを、口にした。




「アリシアは──紋章王ゼルディバッソなのか？」




　彼女は否定も肯定もしなかった。

　ただ、いつものように、にやりと唇を曲げて。

「──どうしてそう思う？」

「声だ」

「声？」

「王都で騎士の叙任を受けたとき。前に座っていた老人が自分のことを紋章王ゼルディバッソ五世だと言った」

「そりゃそうだ。あれはこの国で一番偉いお方だよ。この国を最初に作った王様の子孫」

「なのに──どうして彼は、アリシアに敬語を使っていたんだ？　僕の手にこの紋章が刻まれる直前の話だ。あのとき聞こえた、男のほうの声は、王宮で聞いたのと同じものだった」

　アリシアは微妙に口をへの字にして、

「お前、自分は敬語使わないのに……そういう概念は知ってたのな」

「本で読んだ。自分で使う意義が感じられなかっただけだ」

「やれやれ……他の理由は？」

「さっきの書類のサインの話と──アリシアは信じられないくらいの紋章法使いだって話。紋章王ゼルディバッソは〝紋章法〟って賢術を世界で最初に見つけて使い出した〝賢者〟なんだろ。だったら誰よりも上手に使えて当たり前だ」

　アリシアはぽんぽんとコルの頭の上で掌てのひらを弾ませた。撫なでるように。

　コルはそうされるがまま、

「ヒオ達は知ってるのか？」

「知ってる。というかこの騎士団の連中しか基本的には知らない」

「……わからないことがある。聞いてもいいか？」

「お、それでこそ可愛かわいいコルだ。今日は大サービスだ、どんとこい」

「王様は偉い。王様は贅ぜい沢たくな暮らしをする。そう本に書いてあった。どうしてそうしない？　隠している意味がわからない」

「あらら。鋭い考察すると思いきや、一般的な感覚はやっぱりないんだなぁ……ダークエルフが建国の祖なんてありえないだろ？　火種になるばかりだ。そのとき一緒に旅してた人間の仲間の一人に立場と名前ぐらい譲るさ。その血筋の子孫達にとっちゃあ、いつまでも頭の上がらない親戚のオバ──おっと、お姉さんがいて迷惑だ、と思われてるんだろうがね。寿命の長さも善よし悪あしだ」

「ちょっとちょっとォ!?　偶然合流できてラッキーって思いきや何よその絵え面づら!?　なんで黙って団長にナデナデされてんのよ、男らしい主体性とか発揮して嫌がりなさいよ！」

　名前を出したからでもないだろうが、そのとき街の雑踏の中からヒオが飛び出してくるのが見えた。肩を怒いからせながら近付いてくる。

　アリシアが苦笑しながらコルの耳に顔を寄せ、

「お前にははっきり言っといたほうがいい気がするから言うが、秘密だぞ。知ってるあいつら相手であってもだ。今後はみだりに話題にしないように」

「どうして？」

「掛け値なしに、これはこの国最大の秘密だからだ。何しろ国民全員を騙だましている」

　そしてこの国の建国王は、唇を曲げて言う。

「まったく、私達は──とんでもない悪党だな？」

　その笑みは、心から何かを楽しむ悪戯いたずら小僧のようでもあったし。

　今にも泣き出してしまいそうな、自虐と自嘲に満ちていたようでもあった。
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　深夜の自室。

　コルは寝台の上で、首に下がっているペンダントの蓋を開けた。中空になっていて、小指の先端ほどの白く細長い骨片のようなものだけが入っている。

《奴やつら》に与えられた、左手の骨刀以外で唯一の持ち物だ。

《部屋》から出される寸前、このペンダントを初めて手にしたときも勿もち論ろん。本や食料が与えられるときでも、ローズリリィに話したように水浴びの瓶が用意されるときでも、《奴やつら》に渡されるものは起きたら置いてあったりスーッと虚こ空くうから現れて降りてきたりで、やはり《奴やつら》の姿を見ることはなかった。当時は疑問にも思わなかったが、そこまで徹底的に姿を見せないのはやはり異常なことなのだろうと今なら考えられる。

　声。声。思い出せるのは、声だけだ。

　アリシア・クイッテンエリアリを──殺せ──

「……」

　その目的が今も自分の中に生きているのか。それは自分自身にもよくわかっていない。

　自問。

　自分は彼女を殺したいのか？　多分、違う。その意志は《部屋》の《奴やつら》のもので、自分はその過程に必要な道具だったというだけだ。道具は意志を持たない。

　自分は彼女を殺すべきなのか？　どうだろう。それだけを求められて調整された道具が役目を果たせなかったとき。道具は自身に対して何を思うべきなのか。あくまでも同じ道具であるべきなのか。違う道具になるべきなのか。道具であること自体を辞めるべきなのか。

　その教育は──受けてこなかった。

　だから、ここにいるのだ。

　矛盾しているかもしれないが、その答えを、彼女自身が教えてくれそうな気がしたから。

　その答えを、持っているような気がしたから。

　捨てられない限りは、近くにいようと思う。

　どうあれ、離れてはいけないだろう。水を汲くむための道具が水場から離れたところにあっては意味がないし、火に使う道具が火のないところにあっても仕方がない。

　幸い──見失う可能性だけは、ない。

　手元に見つめているのは。全てが始まったとき──ひとり、《部屋》から出されて。広大な世界に放り出されて。それでも迷わず、彼女のもとに辿たどり着つけた理由。




　ペンダントの中、コンパスのように常にアリシアの位置を指し示す小さな骨片の先端は。

　音もなく、ただ静かに、隣の部屋を示し続けていた。




　　　　　　　　　[image: ]




　アリシア・クイッテンエリアリも、寝台の上で、今日の出来事について思いを馳はせている。

　この自分の正体について特定するために、おそらくコルがあえて挙げなかったであろう理由について考えていた。

　それは、端的に言えば──コルが殺害を指示されたから、だろう。

　コルを教育した《部屋》。そして一度たりとも姿を見せずに指示だけを出し続けたという《奴やつら》。コルに殺人術を叩たたき込こみ、常識を失わせるほど外界と隔絶させ、指示に従う従順な性質を刷り込み、絶対に身体から離れることのない暗器、左手の骨刀を与えた存在。

　そんな奴やつらがわざわざ個人名を挙げて殺害を指示する相手が、ただの騎士団の団長程度であるはずがない、と。コルは本能的にでも察していたのだろう。だから答えに辿たどり着つけた。

　アリシアはコルから聞いたその《奴やつら》について考えている。

　謎めいていて、不思議で、驚異的だ。

　コルから細かな情報を聞き、謎の骨刀についても少しずつ調べさせてもらい、それらを精査していくだけで謎が膨れ上がっていった。

　しかし──ほんの数日前にコルから聞いた、彼が自分の居場所を見つけられた理由。あの奇怪なアリシアコンパスとでも言うべき道具の存在を知って。可能性論と想像を重ねに重ねているうちに、少しずつ、何かが見えてきたような気もしていた。

　左手の骨刀もそうだが。どんな賢術を駆使しても、あんなものがそうそう作れるとは思えない。自分が世界で最も嫌いなあの国家的賢術研究体──リッサ教導団か。あるいは──

（……）

　それは言葉にすることすら憚はばかられる、理外の思考。

　遥はるか昔から、ひょっとしたらそうかもしれない、と想像していたとある推論に。

　一つ、補強が与えられたのかもしれない。

（もし。本当にそうなら──）

　初めてコルの顔を見たときは、おそらく、直感でそれを感じていた。

　だから、責任があると思ったのだ。

　だから、殺されかけたから殺し返すのではなく。紋章を刻んで手元に置こうと思ったのだ。

　おそらくどこかの時点で、今まで暮らしていた普通の家庭から攫さらわれた彼が。

　その過去の全てを失い、人としての有り様の全てを奪われ、当たり前にあったはずの本来の人生を滅め茶ちや苦く茶ちやにされ、ただ誰かを殺すためだけの存在へと成り果てた彼が、そこにいるのは──

　この自分のせいなのだということが、わかってしまったから。

（やれやれ、だな……）

　今夜何度目かの溜ため息いきをつく。

　やはり自分は、悪でしかないのだろう。

　……誰にとっての？

　あるいは──この世界全体にとっての、だ。

「……」

　今日はなかなか寝つけそうにない。

　アリシアは寝台に寝転んだまま、かつてコルの骨刀が刺さった額をなぞるようにしながら前髪を搔かき上あげ、暗い天井をぼんやりと見つめる。




　自分はコルに殺されてあげるべきなのかもしれないな、とアリシアは思った。







　　　あとがき




　お久しぶり＆はじめまして、水みな瀬せ葉は月づきです。最近はプリズマ☆イリヤの脚本だったりFate/GrandOrderのお仕事ばかりにかまけておる……と見られがちですが、ちゃんと小説も書いていたよ！　というわけで久しぶりの新シリーズ『悪逆騎士団』をお届けします。

　なんとビックリ、これはデビューから三十二冊目にして初めての、ファンタジー世界を舞台にした作品となっております。とはいえ投稿（アマチユア）時代は結構書いてたというか、ファンタジーと現代モノを交互に書いて完成した端から送る、みたいな流れだったので、私の人生的には別に初めてでもなんでもないのですが。第十回電撃ゲーム小説大賞のときは「ファンタジーＡ」「現代Ａ」「ファンタジーＢ」うーんどうしようあと一ヶ月しかないけどもう一本書いてみるか……で「現代Ｂ」を書いてその四本送ったら最後の「現代Ｂ」が奨励賞を取った、という。

　しかしまぁファンタジー書くのが久しぶりだったのは確かなので、書いてる最中はかなり新鮮かつ懐かしい感じに！　それに伴って中身もわりと原点回帰気味に、やりたい放題に自分の好きなものを詰め込んだ感じになっております。エルフいいよねエルフ。娼婦いいよね娼婦。拷問いいよね拷問。あと私の性癖に詳しい方々は私がエルフと同等以上に大好きだと公言しているとあるファンタジー要素について気になるところかもしれませんが、それについては読了したあとならみんなちゃんと納得してくれる……はず。

　ちなみによくファンタジー世界談義で使われる《言語設定》についてですが。今回の世界ではわりとフランクというか……なんちゃってファンタジー気味というか……深く考えるな感じろ的なアレです。でも一応は横文字はこの世界における古語的な扱いだという言い訳を用意していたりもします。そんな感じで一つ。




　今回も様々な方々にお世話になりました。まずはイラストレーターのももこ様。素晴らしいイラスト、ありがとうございました！　可愛く美しく、それでいて厚みと深みのある絵が、いろんなモノが蟠わだかまる街を舞台にしたこの作品にぴったりはまっていると思います。今後ともよろしくお願いします！

　担当編集の湯ゆ浅あさ様＆阿あ南なん様。時間がかかって申し訳ありません……次はできるだけ早めに出せればと……思います！　さらにデザイナーさんや校閲さん、この作品に関わってくださったカドカワやアスキー・メディアワークスの全ての方々へ。ありがとうございましたっ。

　そして最後に最大級に、この本を手にとってくださいました読者の皆様へ──心から、ありがとうございましたっ！

　それでは、また次の本でお会いできたら幸いです。


水瀬葉月
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水みな瀬せ葉は月づき

なんか家の中にあるファンタジーっぽいのでも映すか……と見回したらボードゲームだけで事足りそうだ！　というわけで最初はコレ。協力ゲームだけど、プレイ人数が多くなると裏切り者が発生するという。そんな大人数プレイも一度やってみたいのう。
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イラスト／ももこ

北海道札幌出身の猫と音楽とゲームが大好きなイラストレーター。今回水瀬先生の物語のキャラクターデザインなどさせていただいて、感激です……！　とても個性の強い登場人物、そしてカッコいい＆エロティックなヒロインが見所かなと思います。これからも頑張っていきますので、よろしくおねがいします。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「水瀬葉月先生」係

「ももこ先生」係











本書は書き下ろしです。













この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。
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悪あく逆ぎゃく騎き士し団だん




そのエルフ、凶きょう暴ぼうにつき








水みな瀬せ葉は月づき
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